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プロローグ



「げふう!?」

　思い切り踏みつけられて、柊木ひいらぎ夕ゆう也やの安眠は妨げられた。

「きゃあっ！」

　そして今度は、短め尻尾しつぽのポニーテールの女の子が身体からだの上に降ってきた。パジャマ姿で、上下一〇セットほどの下着と一緒に。どうやら夕也を踏んでバランスを崩したらしい。

「うわっ、ちょ、恋れん子こ!?　いったい何!?」

　驚いてむくりと上体を起こした拍子に、自分の上にいた幼なじみにして一年後輩の木き滝たき恋子と至近距離で目が合った。

　もともとこの空き部室を占拠していた、『中二病の自称ネクロマンサー』から『ガチのネクロマンサー』へと見事にクラスチェンジを果たした女の子である。

　そのネクロマンサー恋子は瞬時に顔を真っ赤に染めて、

「な、な、な、なんでソフトボール部の洗濯機借りて洗濯しちゃったあとこの部室じゃ干すに干せないこと思い出して困ってるところにこっちに寝返りとか打ってくるんですか嫌がらせですかっ！」

　そう早口でまくし立てた。

「は……はあ？」

「あーもう！　み、見ないでください！」

　恋れん子こは赤い顔のまま涙目で、急いで下着をかき集め始めた。

「えーと、それは僕が悪いの……？」

「開き直りました!?　女の子の下着を見ておいて！　さ、さては恥ずかしいところを見られちゃったことで男の子と急接近的な少女マンガの展開を狙ねらってるんですか!?　そ、それはそれで望むところというか、美お味いしい……じゃなくて！　汚いです！　おのれシスコン、汚すぎです！」

「は……はあ？　恋子、意味がわからないんだけど……。シスコン関係ないし」

「う、うるさいです！」

「っていうか、コインランドリーとか使ってるって前に言ってなかったっけ？」

「毎日毎日使うのももったいないんで、下着とかＴシャツとかはちょくちょく運動部の洗濯機を拝借して洗ってるんです！」

「あー、なるほどね」

　そんなやりとりを夕ゆう也やと恋子が繰り広げている横で、

「……うるさい」

　シュラフから、黒く長い髪を揺らして小柄な少女がむくりと身を起こした。そのタンクトップ姿には、女の子らしい丸みと健康的かつ野性的に引き締まった感じとがギリギリのバランスを保ちつつ同居していた。

　桜さくら江えゆすら。

　三人の中で背は一番低いが、恋子の一年先輩で、夕也とは同学年のクラスメイトである。

　そして、オオカミの群れと森を駆け回るような生活から、いきなり日本の高校にやってきた転校生でもある。

　ゆすらはいつも背負っているオオカミのぬいぐるみリュックを胸に抱えたまま、右手で目をこすった。

　そして、頭の上に乗っかったモノをつまみ上げてしげしげと眺め、首を傾かしげた。

「かっ、返してくださいっ！」

　恋子は飛びかかるようにしてそれを奪おうとしたが、ゆすらはひょいと手を動かして恋子の手をかわした。

「……ユウ。これ、何？」

「え。いや、何って……その」

　顔を赤らめて、夕也はゆすらの持ったそれから目を逸そらした。

「……なんで照れる？」

　執しつ拗ような恋れん子この手を器用にひょいひょいと避よけながら、ゆすらはまた首を傾かしげた。

「いや、だって……」

「どうでもいいから、あたしのブラ、返してください――――ッ！」

　涙目の恋子に気け圧おされたのか、ゆすらはようやく可愛かわいらしいリボンのついたピンク色のブラジャーから手を離した。

「……ブラ？　って何？」

「ええと、だから、い、いわゆる胸に着ける下着のこと……かな」

「っていうか、ゆすら先輩はしてないんですか!?」

　ゆすらは「がう」とうなずいて、

「……胸に？」

　ゆすらはじっと恋子のかなり残念な胸を見つめた。

「胸なんてどこにもな――」

「言わせるか――――ッ！　ですっ！」

　恋子はゆすらの顔面に向かって、手にしていたたくさんの下着をまとめて投げつけた。さすがに下半身がシュラフに入ったままでは避けきることもできず、ゆすらは下着玉を顔面に食らった。

「……何をする」



    

  
    
      



    

  
    
      　自分の周りに散らばった下着を、ゆすらも恋れん子こに投げつけた。

「何するんですか！」

　それを、また恋子が投げ返す。

　繰り返される報復合戦の流れ弾（白地に青のしましまパンツ）を頬ほおに食らって、夕ゆう也やは赤面した瞬間、

「あっ！　何あたしのパンツ握りしめて顔を赤くしてるんですか、この変態っ！」

「じゃあそんなもん投げないでよ！」

「ゆすら先輩に言ってください！」

「……隙すきあり」

「ぶはっ！　くっ、この、墜おちろぉ――――ですッ！」

　この仁義なき戦いの現場にいてはいけないと悟ったのだった。

　とにかく朝ご飯でも買いに行こう、とスウェット姿のまま、財布だけを持って空き部室を出ようとした。

「あ、そうだ」

　ふと思い出して下着が飛び交う戦場を横切り、鞄かばんから昨夜ゆうべ用意しておいたＡ３サイズの紙を取り出した。

　そしてまた戦場を横切って、肩に乗っかった純白のパンツをそっと床に置いて、夕也は空き部室の外へと出た。

　ドアを閉めて、持ち出した紙を閉めたばかりの空き部室のドアに張る。

「よし」

　ドアに張られた紙を眺めて、夕也は満足げにうなずいた。



　秋あき月つき学がく園えんの生徒会長こと秋月琴こと音ねが率いる『武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たい』と、未公認の新興部活動『帰宅しない部』の衝突から一夜が明けた木曜日。

　その日の朝に空き部室のドアに張り出された紙には、『部員募集中！』の文字の他ほかに、大きくこう記されていた。

『この部室は帰宅しない部が占拠しました。』と――。



    

  
    
      
第一章　学園リトル・シスター



　帰宅しない部と生徒会長率いる武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいが激突するという話は、高等部のみならず学園全体に伝わっていた。昨日の放課後、前庭に集結するダンダラ羽織の一団の姿は誰だれもが目にしていたし、それを見た誰もが帰宅しない部の三人が数十名からなる武装風紀委員部隊にあっさり叩たたきのめされ、つまみ出されて終わるだろうと思っていた。

　だから、夕ゆう也やたちが揃そろって廊下を歩いていると、怪け我が一つしていない姿に驚く生徒も少なくはなかった。

　そして、絆ばん創そう膏こうだらけで登校する武装風紀委員部隊の面々も多いことから、夕也が情報を流したりするまでもなく生徒たちは驚きよう愕がくをもって噂うわさし始めた。

　帰宅しない部が武装風紀委員部隊に勝ったのではないか、と。



　朝、夕也たちが校長室に赴くと、破壊されたドアを前に数人の教師が集まっていた。

　そのうちの一人、髪の毛を無造作に束ねた女性教師の一いちノの瀬せ先生が夕也たちの姿を見つけて歩み寄ってきた。

「柊木ひいらぎ君、いったい何があったんですかー」

　間延びした口調は相変わらずだが、顔はいつになく真剣である。

「武装風紀委員の人たちが斧おのを持ってきてドアを壊したんですよ。生徒会長の指示で」

「えー。それ、本当なんですかー？」

「もしかして、あたしたちを疑ってるんですか？　あたしたちは立たて籠こもる側なんですから、わざわざドアを壊したりしませんよ」

　恋れん子こが唇を尖とがらせた。

「なるほど、それはそうかもしれませんー」

「ってか、ドアもそれ以外の被害も、生徒会長がポケットマネーで弁償するって言ってましたよ」

「んー……。それですまされる問題でもない気がするんですけどー」

「まあ、その辺は生徒会長に訊きいてください。ところで先生、あのボロボロになった熊の剥はく製せいなんですけど」

　校長室の中を覗のぞき込こんで、夕也は言った。

「あれ、捨てますよね？」

「そうですねー。何があったのかわかりませんけどー、あんなにボロボロになっちゃったら飾っておくわけにもいかないですよねー」

「じゃあ、もらっていいですよね」

「えー？」

　困惑する一いちノの瀬せ先生を尻しり目めに、

「じゃ、もらっていきます。校長先生にも言っといてください。よーし、二人とも、運び出しちゃおう。ゆすら、そっちの脚を持って」

　夕ゆう也やは校長室に踏み入って熊の剥はく製せいを横倒しにして、頭に手を添えた。

「がう」

　ゆすらも先生方の脇を走り抜けて、熊の剥製を掴つかむ。

「あ、あたしも手伝います」

　恋れん子こも駆け寄って、おそるおそる熊の手を掴んだ。

「ＯＫ、じゃ、持ち上げるよ。せーの！」

　そのまま、三人は先生方に考える暇さえ与えずに、熊の剥製を運び出しながら校長室を後にした。

「いやー、やっぱこういうのは勢いだね！」

「ですねー。何か言われる前に、さっさと部室まで運んじゃいましょう」

「がう」

　そんなふうに三人がそそくさと部室棟を目指そうとして、一般教室棟から屋外に出たそのとき、ふと、恋子が何かに気がついたように振り返った。

「どうしたの？」

「あ、いえ、誰だれかに見られてるような気がしたんですけど……」

「……誰もいない」

　恋子が振り返った方を見て、ゆすらが言った。

「気のせいじゃない？」

「うーん。確かに視線を感じたんですけどね」

「まあ、そろそろ絆ばん創そう膏こうやら包帯まみれの武装風紀委員の人たちも登校してきてる頃ころだから、少しは注目もされると思うよ」

「あー、それで見られてたんですかね」

「たぶんね。さ、それより早く運んじゃおうよ」

「……がう」

「ですね」

　再び、三人は熊の剥製を運ぶ作業に戻った。

　物陰からじっと見つめる人影に気づかないまま。



　始業前、夕也とゆすらが二人で教室に入ると、夕也たちは教室中じゆうの視線を一身に集めることになった。

「な、何？」

　その視線にたじろぐ夕ゆう也やに、

「決まっているだろう」

　と親友の雅まさ紀きは呆あきれ気ぎ味みに言いながら、ゆっくりと歩み寄った。

　サラサラヘアと眼鏡の優等生、メチャメチャモテるくせに重度のロリコンという残念な親友。それが桐きり谷や雅紀という男だった。

　前日の戦いでは、夕也も雅紀に言い寄ってくる女の子人脈を情報操作のために活用させてもらったりしている。

「たった三人で挑んでおきながら怪け我が一つないお前たちと、その大半が絆ばん創そう膏こうだらけで登校してきた武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの面々。しかも、空き部室のドアに挑発的な張り紙までしたそうじゃないか。それだけの状況が物語るものはただ一つだろう。今、もう学園中じゆうはお前たちの噂うわさで持ちきりだよ。帰宅しない部が奇跡を起こした、ってね」

　その雅紀の言葉に、何人かの絆創膏顔が決まり悪そうに目を逸そらした。

　――ああ、このクラスにもいたんだ、武装風紀委員の人……。

　敵対した上に叩たたきのめした側の人間としては、苦笑するほかない。

「ほら、急に怪け我が人にんが増えたもんだから、保健委員の御み子こ神がみさんも気が気じゃなさそうじゃないか」

　雅紀が冗談めかして指し示した先では、分厚い眼鏡に三つ編みの、地味を絵に描かいたような女の子がオドオドしながらも絆創膏の人たちを気にしていた。

「うーん、なんだか申し訳ないなあ」

「それにしても、いったいどんな魔法を使ったんだ？　負けない戦い方をするとか言ってたのに、引き分けって感じじゃないじゃないか」

「……みんな頑張った」

　夕也の制服の裾すそを掴つかんだまま、ゆすらが言った。

「へえ、それは凄すごい。で、具体的には？」

　興味津々という目を眼鏡の奥で光らせて、雅紀が視線をゆすらから夕也へと移した。

「まさに魔法を使ったんだよ」

「はあ？」

「まあ、説明がちょっと難しいからさ。今度詳しく話すよ。信じてもらえるかはわからないけど」

「ふうむ、まあ、綿密な作戦とかもあったんだろうしな。簡単には説明できないのも無理はないか」

「いや、綿密というか……まあ、あんまり他ほかの人に聞かれたくない内情もあるし」

「だな」

「それより、部活設立の申請には最低五人のメンバーが必要らしいんだ。それで名前を貸してほしいんだけど、いいかな？」

　うーん、と雅まさ紀きは腕を組んで少し考え込んだ。

「前にも言ったが、俺おれもお前たちに力を貸すことはやぶさかじゃないんだ。でも、俺の役目は情報を集めたり流したりだろう？　生徒会長に睨にらまれている部の一員となると、それがやりにくくなる気がするんだ」

「ああ、なるほど……」

　現状、夕ゆう也やとよく連つるんでいるというだけでも目をつけられかねないのが雅紀の立場なのだ。今後も武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいとことを構える可能性がある以上、雅紀が動きにくくなるのは確かに得策ではない、と夕也にも思えた。

「わかった、あと二人、なんとか別口で探すことにするよ」

「悪いな。俺も、引き込めそうな人がいないか気にしておくことにする」

「いやいや、充分助かってるよ」

　そして夕也は声のトーンを落として、

「お礼じゃないけど、こないだ言ってた好きな人とのこと、帰宅しない部が総力を挙げて協力するから」

「なっ……！」

　女の子のあしらいには慣れているはずの雅紀の顔が、一瞬にして真っ赤に染まった。
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　お昼休み。

　夕也とゆすらと恋れん子こが空き部室で購買部のパンを食べていると、ばん！　とドアを叩たたきつけるように開けて、巨乳を揺らしながら秋あき月つき琴こと音ねが登場した。

　二年生でありながら生徒会長を務め、武装風紀委員部隊という名のファンクラブを自在に指揮する才さい媛えんである。

　大人っぽく結い上げた緩やかに波打った髪も、若干垂れ気ぎ味みながら大きく形のいい目も、雪よりも白い肌も、桜色の可か憐れんな唇も、武装風紀委員部隊という熱狂的なファンたちが虜とりこになるのも無理からぬ魅力を備えていた。

「夕ゆうくん、こんなところにこんなものを勝手に置いて、どういうつもりなのかしら」

　琴音は空き部室の前にどーんと鎮座した、ズタボロになった熊の剥はく製せいを指さして言った。

「ちゃんと先生方に許可とって身請けしたんだけど」

「ええ、そのことについても言いたいことは色々あるけれど、まず通路は共用スペースなの。あんなふうに勝手に物を置かれると、他ほかの部に示しがつかないわ」

「あー、なるほど。まあ、その前に空き部室を勝手に使ってることについて一言あってしかるべきだとは思うけど」

「まったくその通りね。ついでに、ドアの張り紙についても色々言いたいことはたくさんあるわ」

「……負け犬の遠とお吠ぼえ」

　そう言って、ゆすらがフッと微かすかに笑った。

「あらあら、なんですって」

「……弱い犬ほどよく吠える、とも言う」

「ゆすら先輩が誰だれかを犬呼ばわりっていうのもどうかと思いますけどねー」

「あはは、確かに」

「夕ゆうくんたちが勝ったのは事実だし、助けてもらった借りもあるから、多少のことは大目に見るわ。でも、他ほかの部活動に迷惑をかける行為は見過ごすことはできないのよ」

　言われてみれば、部室からたくさんの道具を出し入れする部活動もあるのが部室棟である。往来の邪魔だと言われても文句は言えない。

「うん、それはそうだね。じゃあ、なるべく熊はこの部室の中にしまっておくことにするよ。それでいい？」

「本当はそんなゴミ、さっさと処分してほしいところだけれど。美観も損なうわ」

「勝利の立たて役やく者しやにゴミとは失礼な」

「そうです。あんまり無礼だとまた動き出して暴れるかもしれませんよ？　がおーって」

「うっ……」

　一度熊の剥はく製せいに目をやって、琴こと音ねは忌いま々いましそうに顔をしかめた。

「まあ、熊のおかげでもなんでも、勝ちは勝ちだものね。でも、奇策は所しよ詮せん奇策にすぎないわ。戦いは数なのよ、夕くん。長期戦になればいずれ手詰まりになるって、わかっているでしょう？」

「うん、まあ、それはそうだろうね」

　昨夜ゆうべの帰宅しない部の勝利は、もちろん恋れん子この魔法がホンモノで熊の剥製が大暴れしてくれたからこその勝利だった。

　しかし、もはや熊は伏兵ではありえないのだ。

　いかに自称『世界をひれ伏させる力』であっても、きちんと対策を練られては決定打にはならなくなる。例えば広いところにおびき出されたり、それ以前に、魔法発動前に奪われたり破壊されてしまうという事態も考えられる。

「悪いことは言わないわ、夕くん。せっかく現状では有利な立場にあるんだもの、大おお怪け我がをする前に和平交渉をするべきだわ」

「はあ？　和平って、だってそっちは閉門時間後の活動を認める気なんかないんでしょ」

「そうねえ。あ、でも、夕ゆうくんが帰宅しない部を辞めて生徒会に入るっていうのなら、昨日の勝利と従姉弟いとこの仲に免じて、その二人の活動には目をつぶってあげるわ」

「……ダメ」

　ゆすらが立ち上がって、夕ゆう也やと琴こと音ねの間に入った。そして通せんぼをするように大きく両手を開いて立ちふさがる。

「……ユウは私の仲間。渡さない」

「だってさ。反目するよう仕向ける意図が見え見えなその取引はちょっとないなあ」

「あらあら。見逃してあげると言っているのに。それに、今なら夕くんにもちょっとくらいはサービスをしてあげてもいいのよ？」

　言いながら、琴音は豊かな胸をすくい上げるように腕を組んだ。

「……渡さない。帰れ」

　がるる、と八重歯を剥むくゆすらに、琴音は肩をすくめた。

「まあ、いいわ。でも、今の話、わたくしは結構本気で言っているのよ？　そんなふうに頭から否定されると悲しいわ」

「そりゃ否定するよ。何しろ、僕らは群れの仲間だからね」

「……がう」

　満足そうにうなずくゆすらとは対照的に、琴音は「はあ？」と首を傾かしげるのだった。
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　武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいに追いかけられることもなく、平和な放課後を経て、夜。

「……遊びたい」

　食後にそう言い出したゆすらに付き合って、夕也と恋れん子こは静まりかえった体育館に足を踏み入れた。

「あたし、やることあるんですけどねー。昨日は武装風紀委員部隊と戦ったから発掘進みませんでしたし、発掘現場も見つかっちゃったから、次の発掘場所も探さなきゃいけないし。今日は食後も昨日運び出しきれなかった道具を運ぼうかと思ってたんですけど」

「でも、あの熊の剥はく製せいでも魔法は使えたんだから、無理に死体を掘り当てなくても修行とか練習はできるんじゃない？」

「何を言ってるんですか！　確かに修行はできますけど、世界をひれ伏させる死者の軍勢を作り上げるのにいくつ死体が必要だと思ってるんです!?」

「ええと……いくつ要るの？」

「そりゃもう、たくさんですよ！　たくさん！　百や二百じゃ軍勢としてはしょぼいじゃないですか！　仮にも全世界七〇億に挑むんですから！　ふははははははは、世界を覆おおい尽くすほどの死者を操ってこそ、超絶ネクロマンサーの面めん目もく躍やく如じよなのですよ！」

「それは……なんていうか、先は長いねえ」

　目標、少なくとも万単位。現状、ストックゼロ。終わりが見えないにもほどがある。

「そうですよ。だから、遊んでる暇なんてないんです」

「いやでも、魔法が成功したってのはものすごい前進なんじゃないの？」

「それはそうですけど」

「じゃあ、息抜きってことで一つ。仲間との親睦を深めることだって必要だと思うよ」

「えー。成り行きで手は組みましたけど、そんなに仲間意識とかもないんですけど。そりゃあ、あんたにはトイレに付き合ってもらってる恩とかもありますけど、ゆすら先輩とは別に……」

「ご飯を何回も一緒に食べて、同じ目的のために一緒に戦ったんだから、それはもう仲間でしょ。戦友だよ、戦友。背中を預け合う友情ってかっこいいよね」

「意味わかんないです」

　そんなやりとりをしているところへ、ゆすらがどこで見つけたのか、バスケットボールを持って駆けてきた。

「……ユウ」

　そして、それを夕ゆう也やに「はい」と手渡す。

「バスケ部が仕し舞まい忘れたのかな」

「かもしれませんねー」

「……バスケ？」

　ゆすらが首を傾かしげた。

「あ、知らない？　こうやって、あそこの輪っかにさ」

　言いながら、夕也は体育館の壁に設置されたゴールにシュートを放った。

　しかし、そのシュートはリング上でワンバウンドし、あさっての方向へと飛んでいった。

「うわ、外しました。かっこ悪いですねー」

　ケラケラと恋れん子こが笑う。

　夕也が苦笑いをしている間に、ゆすらがダッシュでボールを追いかけていき、すぐに拾って戻ってきた。そしてまた、「はい」と夕也に手渡す。

「あ、ありがと。ええと、じゃあ、今度こそ！」

　もう一度シュートを放つが、結局二本目もバックボードに弾はじかれてしまった。

　そして、またボールをゆすらが走って取りに行く。そして戻ってきたゆすらは、

「……今度はあっちに投げて」

　と、夕也にボールを手渡しながら、今まで狙ねらっていたゴールとは真ま逆ぎやくの方向を示した。

「え、なんで？」

「……あっちの方が遠い。いっぱい走って追いかけられる」

「いいけど……楽しい？」

「がう」

　力強く、ゆすらはうなずいた。

「じゃあ、えいっ」

　夕ゆう也やが投げたボールを、ゆすらが一心不乱に追いかけていく。

「オオカミっていうか、もう完全に犬ですね」

「……あ、あはははは……。そうだね……。いいのかなあ、これで」

「まあ、本人が楽しいならいいんじゃないですか？」

「うーん……」

　考え込んでしまう夕也なのだった。

　と、ボールをキャッチしたゆすらが弾はじかれたように体育館の入り口の方を振り返った。

「どうしたの？」

「……誰だれかが見てた」

　ボールを持ったまま、ゆすらが入り口の方へと駆けていく。夕也と恋れん子こも顔を見合わせて入り口へと向かった。

　が、その付近には誰の姿もなかった。

「誰もいませんね」

「気のせいとかじゃない？」

　ゆすらがぶんぶんと首を横に振る。

「じゃあ、逃げたのかな……？」

「なんだか気き味みが悪いですね」

「でもほら、恋子が言ってた、夜の学校にいる他ほかの人たちかもしれないし。あの張り紙を見て、様子を見にきたのかも」

「だったら声くらいかけてほしいですけどねー」

「そうだけど……もしかしたら、まだ決めかねてるのかもね」

「とりあえずは、幽霊とかじゃないことを切に願います」

　そんなこんなで、夜は更ふけていったのだった。
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「……」

　帰宅しない部の様子を窺うかがっていた影は、体育館から音もなく離脱していた。

　これ以上この場に踏ふみ留とどまれば、気づかれる。

　そう判断しての、離脱の決断だった。

　少なくとも、現状の把握はできた。ならば、見つかるリスクを冒してまで監視を続ける意味はなかった。

　――それにしても……。

　お気楽な雰囲気に似合わず、油断のならない連中だった。一度ならず、二度も気配に感づかれた。

　朝には、仲良くボロボロの熊を運んでいた。

　昼休みには生徒会長の琴こと音ねまでが出で張ばってきていた。

　夜には帰宅もしないで体育館でボール遊び。

　生徒会長が率いる武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいを撃退した、と噂うわさされるわりには、無ぶ骨こつさや緊張感が感じられなかった。むしろ、隙すきだらけにさえ見える。

　どうにも、つかみどころがない。

　しかし、本当にただのお気楽集団なら、気づかれるはずはない。

　たとえまぐれでも、武装風紀委員部隊に勝てるはずがない。

　そして、高等部どころか、中等部にまで色々噂うわさ話ばなしは流れている。

　学校に寝泊まりしているとか。

　公衆の面前でキスをしたとか。

「……」

　放置するわけにはいかない。

　すぐに帰って、どう対処すべきかを考えなければ。

　そして、明日からでも行動を開始しなくては。

　そう考えながらキュッと強く唇を噛かんで、影は夜の闇やみの中を駆け抜けるのだった。
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　翌日、金曜日の朝。

「兄様」

　部室から出たところを呼び止められて振り返った夕ゆう也やたちの視界に飛び込んできたのは、ショートボブの似合う清せい楚そな女の子だった。

　制服を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん、本来高等部にはいるはずのない、中等部の生徒。

　その微笑ほほえみが儚はかなげに見えるのは、雪のように白い肌のせいだろうか。

　多くのファンを魅み了りようする武装風紀委員部隊のボス、高等部生徒会長の秋あき月つき琴音が放つ大輪の花のような魅力とは対照的な、ひっそりと咲くスズランの花のような、奥ゆかしく慎つつましやかな美しさがそこにはあった。

　その少女の胸元を見て、恋れん子こは「むー」と不機嫌そうに唸うなった。背丈は恋子と大差ないというのに、胸の成長具合では大きく差をつけられてしまっている。

　琴こと音ねほどではないにしても、中学生としては最強クラスに発育しているのは誰だれの目にも明らかだった。

「……耶や宵よい。か、帰ってたの……？」

　うめくようにつぶやいて、驚いて固まった夕ゆう也やに少女は――耶宵は嬉うれしそうに、軽い足取りで駆け寄った。

「はい、一昨日の夜に。ただいまですの。母様はまだ向こうにいますけど……。兄様、昨夜ゆうべはどうなさいましたの？　一昨日から帰らないで、電話にも出てくれないなんて」

　ごく自然に耶宵は兄の腕を取って、甘えるように身体からだを寄せた。超中学生級に発育した女性特有の膨らみが夕也の腕を直撃する。

「いや、ちょ……！」

　――ち、違うぞ！　嬉しくなんかない！　耶宵は妹なんだ！　妹の胸がちょっと腕に触れたからってそこに他意はないしただの兄妹きようだいのスキンシップだし嬉しくなんか嬉しくなんか嬉しくなんか嬉しくなんか嬉しくなんか……！

「いや、そ、その、色々あってさ。電話も、不幸な事故で水没しちゃったんだ。今日、修理に出そうと思ってたんだけど」



    

  
    
      



    

  
    
      　言いながらも、腕に触れる柔らかさに照れて視線が宙をさまよう。

「まあ、そうだったんですの」

　答えながらも耶や宵よいは夕ゆう也やから離れるつもりは微み塵じんもないらしく、むにむにとした極上の感触を供給し続けていた。

「……ユウ。顔がにやけてる」

「変態……！　変態がいます！　このシスコン！」

「ちが……！　っていうか、シスコンとか大声で言わないでよ！」

「もしかして、恋れん子こちゃんですの？　まあ、お久しぶり」

　兄の腕からはなおも手を放さず、耶宵は軽く会釈をした。

「あれ、去年まで恋子も中等部にいたんじゃないの？」

「兄様、学年が違えばそんなに顔を合わせることもありませんのよ？」

「そういうこと。あたしも色々忙しかったですし」

　色々、と言われて、夕也は恋子が中等部にいた頃ころから死体探しの発掘に勤いそしんでいたことを思い出した。時間が空けばこっそり地下に潜り込んで発掘していれば、そりゃあ顔を合わせる機会もないだろう。

「兄様、こちらの方は？」

　耶宵は視線をゆすらへと移した。

「あ、ああ、僕と同じクラスの桜さくら江えゆすらさん。色々あって、彼女と恋子と三人で、一緒に部活を始めたんだ」

「まあ、そうでしたの。初めまして、兄がお世話になっておりますの」

「……ユウの、妹」

　ゆすらはまじまじと耶宵の顔を見つめ、次に視線を胸へと下降させて、最後に恋子の胸へと移動させた。

「ゆすら先輩。言いたいことはわかりますけど、人のことを言えるほどの優位はゆすら先輩にだってありませんよ」

「……お前よりは」

「一緒ですッ！　っていうか、そのネタ、しつこいです」

　この二人にはない感触を絶賛堪たん能のう中ちゆうの夕也としては、苦笑するしかない。

「兄様。兄様が部活動を始められたのは、とてもいいことだと思いますの。頑張ってください。……でも」

　耶宵はいっそう夕也の腕に身体からだを密着させて、潤んだ瞳ひとみで夕也を見上げて、

「今夜は帰ってきてほしいんですの」

　そのはにかんだような笑顔が、夕也の視線を釘くぎ付づけにする。

　――ああもう、我が妹ながらなんて可愛かわいいんだこんな可愛い妹を夜一人きりにしておいて何か犯罪に巻き込まれでもしたら大変だし兄の僕が守ってあげないと……。

　ブワッと雪崩なだれのように押し寄せてくるその想おもいに、愛らしさに、抗あらがうことさえままならずに夕ゆう也やは首を縦に振っていた。

「あ、うん」

　夕也がうなずくと、耶や宵よいは野に咲く可か憐れんな花のようにパッと顔をほころばせた。

「兄様。今日は兄様の特製ブイヤベースが食べたい気分ですの」

「じゃあ、帰ったら作るよ」

　その返事を聞いて耶宵は夕也の腕から離れて、

「うふふ、楽しみにしていますの。では、私は中等部の教室に行きますので。皆様、ごきげんよう」

　くるりときびすを返した。

　夕也はもちろん、帰る、というフレーズに顔を見合わせるゆすらと恋れん子こにも見えないように、耶宵は歩み去りながら笑みを浮かべた。

　夕也に見せる清せい楚そな顔からはほど遠い、口元を歪ゆがませるような酷こく薄はくな笑みを、ニヤリと。



　　　＊



　そんな耶宵の笑みを見逃さなかった人影があった。校舎の陰から夕也たちの様子を窺うかがっていた琴こと音ねである。

　琴音はその豊かな胸をすくい上げるように腕を組んで、微笑ほほえみは崩さずに、しかし困ったように眉まゆ根ねを寄せた。

「……あらあら、もう帰ってきちゃいましたのね」

　夕也と耶宵にとって、琴音は従姉いとこにあたる。親戚である上に家同士の交流もあるので、柊木ひいらぎ家の動向を掴つかむのはそう難しいことではなかった。

　自分になびかなかった夕也が、他ほかの女の子と仲良くしているのが面白くない。

　それが、帰宅しない部潰つぶしを目もく論ろんだ琴音の本音だった。

　だが、夕也が妹以外の女の子に親身になり始めた今、夕也を家に帰らせるのは得策ではない。

　一番手て強ごわいのは、耶宵。

　幼い頃ころから知っているからこそ、琴音はそう考えている。

　耶宵よりは、帰宅しない部の二人の方がずっと扱いやすい。

　――どうすればいいのかしら。とにかく、わたくしにとって一番都合がいいのは、帰宅しない部を正式な部として成立させずに、夕ゆうくんを耶宵ちゃんと二人きりにさせないこと、かしらね。なかなか難しいけれど、その状況を維持できれば、わたくしにも介入の余地はある……！

　それはつまり、夕ゆう也やを帰宅しない部に、学校に留とどめておくのが得策ということだ。

　しばし思考を巡らせて、琴こと音ねは携帯電話を取り出して耳に当てた。そして回線がつながるなり、

『お嬢様、いかがなさいました』

　琴音専属の執事の声が聞こえてきた。

「至急、秋あき月つき学がく園えん高等部にわたくし専用の……いえ、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たい用の宿泊施設を作るよう手配してちょうだい」

『はい。予算や規模はいかがいたしましょうか？』

「お任せするわ。可能な限り早急にお願いね」

『かしこまりました』

「それから……」

　琴音は少し言いい淀よどんで、

「昔、耶や宵よいちゃんに関して調べてもらったことがあったでしょう？」

　かつて少しの間、夕也と耶宵が琴音の家で世話になっていた頃ころに、何かつけ入る隙すきや弱みを掴つかもうと命じて調べさせたのだった。しかし、その報告書が届けられた頃には琴音は夕也をあきらめてしまっており、その報告書には一文字も目を通すことなく「もういいわ」と突き返したのだった。だから、無駄なことをさせてしまったと思えば、そのことを持ち出すのはバツが悪い。

『はい』

「あの報告書は、もう残っていないわよね……？」

『いえ、念のために保管してございますが』

「まあ、本当に!?　あらあら、素晴らしいわ！　鮫さめ島じまは執事の鑑かがみね！」

『恐れ入ります』

「その資料を届けさせてちょうだい。今すぐに」

『かしこまりました。ですが、いささか古い資料ですので、お役に立つかどうかは保証いたしかねます。もし少しお時間を頂ければ調べ直しますが』

「いいえ、構わないわ。再調査は、もし必要ならそのときにお願いするわ」

『さようでございますか。では、すぐにでも届けさせますので』

「ええ、頼んだわね」

　携帯電話を耳から離して切り、琴音は抜けるように青い春の空を仰いだ。

「うふふ、勝負はここから。耶宵ちゃんにも、帰宅しない部の子たちにも、これ以上好き勝手はさせないわ」
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　耶や宵よいと別れて教室に向かう段になっても、帰宅しない部の面々の間では妙に気まずい空気が流れていてほとんど会話もなかった。

　――原因は明らか……だよなあ。

　はあ、と夕ゆう也やは大きく一つため息をついた。

　耶宵の『帰ってきて』という言葉に、うん、と答えたこと。

　それはつまり、今夜は学校には泊まらない、ということなのだ。いや、今日が金曜日であることも考えれば、この週末は、ということになるだろうか。

　いずれにせよ、夕也としても二人に申し訳ない、という後ろめたさがあるので、なかなかいつもの調子で話しかけられる気分でもなかった。

「……じゃあ、あたしはこの階ですから」

　一年生の恋れん子こが、そう言って離脱した。

　二年生の夕也とゆすらは無言のまま、なおも階段を上っていく。

　と、ゆすらが夕也のブレザーの裾すそをちょん、と掴つかんだ。

「……ユウ」

「え？　何？」

「……帰るな」

　うつむいて、ゆすらはブレザーの裾を掴む手にぎゅっと力を込めて、言った。

「ごめん。さすがに、中学生の妹を一人で放ほうってはおけないよ」

「……群れ」

「うん。でも、群れの仲間をやめるってわけじゃないからさ」

「……」

　夕也の言い分を、きっとゆすらは理解しているのだろう。

　しかし、それでもゆすらは上目遣いで夕也を見つめ続けた。

「うっ」

　ゆすらの目を正視できなくて、夕也は教室へと向かう足を速めた。が、ゆすらは制服の裾を掴んだまま、ちょこちょことペースを合わせてついてくる。

　申し訳ない、と思いながらも、夕也はかけるべき言葉をついに見つけることができなかった。
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　昼休み。

　琴こと音ねは生徒会室で一人、サンドイッチを食べながら執事の鮫さめ島じまに命じて届けさせた資料に目を通していた。

「……そんなことって、あるのかしら」

　ぽつりとつぶやいて、思考をめぐらせる。

　夕ゆう也やがどう動くか。

　自分がどう立ち回るべきか。

　武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいをどう動かすべきか。

　帰宅しない部にどうアプローチをかけるべきか。

　柊木ひいらぎ耶や宵よいに、どうやって対抗するべきか。

　と、そこへ、

「失礼します」

　丁寧なノックの後にドアが開いて、きびきびと一礼して、髪を左側でサイドアップにした女の子が入室してきた。

　生徒会書記にして武装風紀委員部隊一番隊隊長の志し々し谷や左さ京きようである。

　次いで左京と同じ顔の、髪を右側でサイドアップにした副会長兼二番隊隊長の右う京きようが、その後からも続々と屈強な男子生徒たちが生徒会室に入ってきた。その全員が背中に『風紀』の二文字を染め抜いたダンダラ羽織をまとった、一部隊を預かる隊長たちだった。

　誰だれもが、絆ばん創そう膏こうや包帯を身体からだのあちこちに巻き、かつ沈んだ表情をしていた。

　誰もが、琴音と目を合わせようとしない。

　――無理もないわ。たった三人を相手にコテンパンにされたあとの招集だものね。もしかしたら、叱しつ責せきされると思っているのかしら。

　琴音は食べかけていたサンドイッチを置き、立ち上がって、

「ごめんなさい」

　と、隊長たちに頭を下げた。

　隊長たちは全員、事態が飲み込めずに口をポカンと開けていた。

「皆さんに怪け我がをさせてしまったのも、敗北を味わわせてしまったのも、全部わたくしのせいです。本当に、ごめんなさい」

「いえ！　頭をお上げください！」

　直立不動で、左京が言った。

「お言葉を返すようですが、我々はまだ負けたわけではありません！　確かに負傷者は出ましたが、動けないほどの重傷者はゼロです。隊員たちの士気も決して低くはありません。各部隊の再編成は必要かもしれませんが、急げば明日には作戦行動が可能です！」

「そうです！　琴音様のせいだなどと、我らはもちろん、隊員の誰一人として思ってはおりませんっ！　勝負は時の運、次こそは琴音様に勝利を捧ささげましょう！　是ぜ非ひ、第二次帰宅しない部追い出し作戦のご指示を！」

「思えば、我らにはたかが三人という、敵を軽んじる気持ちがありました。それが慢心に繋つながったといえましょう。しかし、もうそのような浮うわついた気持ちはありません！」

「そうだよ。怪しげな奇策を用いられたって、冷静に対処すればやりようはいくらでもあるはず。むしろ、敵の手の内を見定めるためにも、ここは手を緩めるべきじゃないよ！」

　隊長たちは口々に謝罪や決意を口にする。

「いいえ、ダメです」

　琴こと音ねは頭を上げ、全員を見回した。

「うふふ、皆さんのやる気と優しさは嬉うれしいわ。でも、たとえ軽傷でも怪け我がをさせてしまったことは事実なの。やっぱり怪け我が人にんを動員するわけにはいかないわ」

「しかし、規律を踏みにじる連中をこのまま放置しておくなど、生徒会長殿のお名前にも傷がつきます！」

「左さ京きようさん、わたくしの体面なんてどうでもいいのよ。怪我をした貴女あなたたちに無理をさせてまで守る必要なんかないわ。一番大切なのは人よ。わたくしに手を貸してくれる皆さんこそが、わたくしにとって一番大切な、何をおいても守るべきものだと思うわ」

「……生徒会長殿」

　感極まったように、左京が言葉に詰まった。

「琴音様が、そこまで我々のことを……！」

「さすが生徒会長閣下、なんとお優しい……！」

「そこまで言って頂けるとは、こんなに嬉しいことはない……！」

　隊長たちが口々に感動の声を上げる。それらの声を、琴音は軽く右手を挙げて制した。

「とにかく、皆さんはしっかり休んで、怪我を治すことを第一に考えてください。皆さんが療養している間に、わたくしは帰宅しない部について入念に調べておきますから」

「ちょっと待ってよ！　会長、そういうのはボクがやるってば！」

　異を唱えたのは、右う京きようだった。

　しかし、琴音は首を横に振る。

「あらあら、右京さん。貴女だって怪我をしているでしょう？」

「でも、会長が自らそんなことをするなんて」

「うふふ、今一番必要なのは情報よ？　だって、わたくしたちはどうして負けたのか、あの熊の剥はく製せいはなんなのか、それすらわからないんだもの。しかも、彼らの奇策があの熊だけだとは限らないでしょう？」

「それは……そうだけど」

「それに、わたくしは夕ゆうくんの従姉いとこだもの。警戒はされるでしょうけど、立ち回り様ようはあるはずだと思うの」

「え。会長、まさか帰宅しない部に内部潜入を……？」

「ええ。これからは積極的に、直接会っていこうと考えているわ。いきなり内部潜入は無理でも、情報を探れるくらいには少しずつでも近づけると思うの」

「そんな！　危険です！」

「琴こと音ね様にスパイのまねごとなど、させるわけには……！」

「いいえ、一昨日は皆さんがわたくしのために身体からだを張ってくれたんだもの。今度はわたくしが皆さんのために頑張る番だわ」

　微笑ほほえんで琴音がそう言った瞬間、左さ京きようの両目から滂ぼう沱だと涙があふれ出した。

「生徒会長殿は、そこまで自分たちのことを……！　光栄でありますッ！　この志し々し谷や左京、生徒会長殿にお仕えできたことを誇りに思います！」

　その暑苦しい感かん涙るいは隊長たちに次々と伝でん播ぱしていった。

「琴音様のこの想おもい、無駄にはできねえ！」

「うむ、俺おれたちは生徒会長様を信じて、全力で怪け我がを治しにかかろう」

「おうよ！　そして一丸となって、生徒会長閣下のために雪せつ辱じよくを果たすのだ！」

「会長、何人か怪我をせずにすんだ隊員もいるから、せめてそいつらを使ってよ」

「いいえ、右う京きようさん。気持ちは嬉うれしいけど、人数が多くなっても怪しまれるわ」

「それはそうだけど……。念のため、動けるヤツらで臨りん時じ諜ちよう報ほう部隊を編成しておくからさ。何かあったらいつでも言ってよ」

「ありがとう。……皆さん、今日、部室棟の側そばに夜間パトロール用の宿泊施設を急ピッチで造らせることに決めました。もうきっと現場の下見にくらいは来ているかもしれないわね。完成は少し先になると思うけれど、完成する頃ころにはきっとすべての準備が整っていると思うわ。今はそのときのために、耐え難きを耐えて、忍び難きを忍びましょう。では、今日はこれで解散にしますね」

「おお、そこまで先を見越しておられたとは」

「さすが、生徒会長閣下は大局を見ておいでだ」

「琴音様のお覚悟、確かに見せて頂きました！」

「俺たちも、一刻も早く怪我を治して、その日に向けて修行を開始します！」

　隊長たちは熱い想いを胸に、一人また一人と生徒会室から出て行った。

　一人残った琴音は、

「うふふ、良いい子たちね」

　と口の中で呟つぶやき、椅い子すに腰を下ろした。

「さて、これで夕ゆうくんたちと仲良くしても体面を保てるようにはできたけど……次の一手は、どう打つべきかしら」

　食べかけていたサンドイッチをつまみ上げて口へと運び、胸を寄せるように腕を組んで、琴こと音ねはまたその頭脳を回転させ始めた。



　　　＊



　ネクロマンサーが魔法を使うには死体が要る。

　古戦場だった学校の地下を掘れば、白骨死体が出るはず。

　そんな短絡思考で、恋れん子こが学校で穴を掘り始めたのは、この秋あき月つき学がく園えんの中等部に入ってすぐのことだった。

　中等部の校舎には発掘に向いた場所がなかったため、わざわざ当時から高等部の校舎にまでやってきて、掘ること三年。その穴の大きさは、すでに体育館ほどにもなっていた。

　しかし、この場所は生徒会長や武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいに見つかっている。だから、この場所を放棄することを決め、この場所に運び込んだスコップやつるはし、投とう光こう器きからお茶道具に至るまで、すべての品物を運び出すことにしたのだ。

　その作業をすぐに始められるようにと、恋子は昼休みに購買でメロンパンと牛乳を買って、発掘現場にやってきたのだった。

　購買で出くわした夕ゆう也やもどういう風の吹き回しか自分から手伝うと言い出し、一緒にいたゆすらもくっついてきて、図らずも発掘現場で帰宅しない部の昼食会となった。

　――まあ、どうせこのシスコン野郎が手伝うなんて言い出したのは、今日帰る流れになってる後ろめたさからなんでしょうけど。

　ムスッとしたままメロンパンをかじって、恋子はそんなふうに思いながら、コロッケパンを食べる夕也を半眼で睨にらみつけた。

　――別に関係ないですけどね！　そりゃあ、昨日は頑張ってくれましたし、料理担当がいなくなるとか、夜トイレに一緒に行ってもらえなくなるのはちょこっと困りますけど、それだけですし！　もともとシスコンなんですから、そりゃあ耶や宵よいちゃんが帰ってきたら速攻帰るでしょうよ！

　たまたま再会したただの幼なじみで、ちょっとした偶然から一緒に部活を立ち上げる流れになっただけの相手なのだ。誰だれと仲良くしようが、帰ろうが関係ない。……はずだ。

　なのに。

　無む性しように、面白くない。

　恋子はメロンパンを一気に口の中に押し込み、牛乳で無む理り矢や理り流し込んだ。

　そしてすっくと立ち上がり、愛用のつるはしやスコップをまとめ始めた。

「ねえ恋子、食べたら少し休んだ方がいいんじゃ……」

　言いかけた夕也を、キッと睨みつける。

「……あー、いえ、なんでもないです……」

　ふん、と恋れん子こは萎い縮しゆくした夕ゆう也やを一いち瞥べつして、意識を道具に戻した。

　そして今度はお茶道具を片付け始める。

　そんな恋子に威圧されたのか、夕也も手早くコロッケパンを平らげて、安全第一ヘルメットをまとめにかかった。

　ガチャガチャ、と道具を整理し運ぶ音だけが響く。

　ゆすらは三つ目のテリヤキバーガーを三口で平らげて、ヘルメットを運ぶ夕也に歩み寄った。

「……ユウ」

「え？」

　足を止めて、夕也は振り返った。

　ゆすらは、捨てられた子犬のような瞳ひとみでじっと夕也を見つめている。

「ええと……」

　困った顔で、夕也はすぐにゆすらから視線を逸そらした。

「そうやって目を逸らすのは、心に疚やましいことがある証拠です」

　ぴしゃり、と恋子は言った。

「うっ。い、いや、別に、疚しいことなんて……」

　恋子もマグカップや湯沸かしポットを片付ける手を止めて、

「ないんですか？」

　と夕也に詰め寄った。

「……ええと」

「そりゃあ、中学生の耶や宵よいちゃんを放ほったらかしにしとけ、とは言えませんし。自分の家に帰るのをダメとも言えませんけど。でも、帰宅しない部を作るって言い出した人が真っ先に帰るってのも、どうかと思います！」

「……」

　恋子のきつい口調に気け圧おされたのか、夕也はすぐには何も言わなかった。

　――ああ、もう！

　言ってしまってから、恋子の心にも濁ったような後味の悪さが残る。

　シスコン云うん々ぬんはさておき、両親が不在の柊木ひいらぎ家で、兄の夕也が妹の耶宵を一人放置しておくことが道義に反することは恋子も理解しているのだ。

　しかし、それでも。

　面白くない。

　――こんなシスコン野郎、関係ないです。こんな無責任で勝手な男の子なんて、少女マンガでは……あれ、結構ある気が？　むしろ男の子の無む茶ちやや勝手に振り回されるのって王道……？　いやいや、でも、その原因がシスコンとか、やっぱないです！

「ええと……、確かに、言い出しっぺが、って点については申し訳ないんだけどさ」

　本当に申し訳なさそうな顔で、夕ゆう也やは言った。

「でもほら、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいもすぐには動けないだろうし、熊の剥はく製せいっていう抑止力もこっちの手元にあるし、当面の危機は去ったと見ていいと思うんだよね」

「それは……そうですけど」

「ゆすらにも言ったけど、何も部をやめるってわけじゃないからさ。何かあれば戻ってくるし、部員探しもできる範囲でちゃんとやるよ」

「そっ、そんなの、当たり前です！」

　と、そこへ、カン、カン、カン、と上の地下倉庫へと続く縦穴にかけられた脚きや立たつを下りてくる足音が聞こえてきた。

　帰宅しない部のメンバーは、すでにここに全員揃そろっている。他ほかにここのことを知っているのは武装風紀委員部隊関係者しかいない。

　三人が身構える中、下りてきたのは武装風紀委員部隊どころか、そのトップの琴こと音ねだった。琴音は「よいしょ、よいしょ」と下りてきて、下り終わるなり掘り抜かれた空洞を見渡して、

「あらあら、こんなに掘って……まったく、困ったものねえ」

　と嘆息した。

　がるる、と唸うなりながら、ゆすらは腰のナイフに手をかけた。

「琴こと姉ねえ……！　何しにきたの」

「何って、一昨日うちの子たちが発見した縦穴を確認しにきたのよ。それより、夕ゆうくん、一いちノの瀬せ先生が呼んでいたみたいよ？」

「え？　先生が？」

　聞き返しつつも、夕也は警戒心丸出しで琴音を見据える。

　そんな夕也の様子に琴音はくすりと笑って、

「うふふ、別に何もしないわよ？　何かする気なら、とっくに武装風紀委員部隊を突入させているわ。もっとも、その武装風紀委員部隊もまともに機能していないけれど」

「え、そんなに大おお怪け我がした人がたくさんいたんですかっ!?」

　驚いて訊きく恋れん子こに、琴音はやんわりと微笑ほほえんだ。

「いいえ、欠席している隊員は一人もいないわ。大事をとってもらっているだけよ」

　ホッと、恋子は胸をなで下ろした。

「ほら、それより夕くん、一ノ瀬先生をあんまり待たせちゃ悪いわよ？」

「……」

　夕也は逡しゆん巡じゆんを見せつつ脚立へと歩み寄り、脚立に手をかけながらも顔を恋子に向けた。

「恋子。琴姉が意味もなくこんなところに来るとは思えない。何かを聞き出したいか、何かを吹き込みたいかのどっちかだと思う」

「あらあら、酷ひどい言われようね」

　しかし、夕ゆう也やは琴こと音ねの言葉を完全にスルーして、

「口で琴こと姉ねえに勝てると思わない方がいい。ちょっとでもまずいと思ったら、不自然だろうが失礼だろうが構わないから、返答を拒否して」

「そんなこと、言われるまでもなくわかってます」

　つーん、と恋れん子こは素っ気なく答えた。

　夕也は不安と諦あきらめが混在したような表情をして、

「ゆすらも、ナイフはダメだよ」

　と言い残して脚きや立たつを上っていった。

　それを見送って、琴音は、

「うふふ、引っかかった引っかかった」

　と無邪気に笑った。

「え？」

「嘘うそなの。一いちノの瀬せ先生が呼んでるっていうの」

「はあ？　意味がわかんないんですけど。なんでそんな嘘を……」

　琴音は恋子の質問を無視してパンと手を打ち、

「さあ、じゃあ、せっかく女の子だけなんですから、ガールズトークを楽しみましょうか」

　と宣言した。

「は？」

「……がう？」

　恋子とゆすらは、揃そろって首を傾かしげる。

　そんな二人に、琴音は、

「貴女あなたたちは、夕ゆうくんのことが好きなの？」

　超どストレートにそう質問した。

「は、はあっ!?　な、ななななっ、何を言ってるんですかッ」

　顔を真っ赤にして慌てふためく恋子とは対照的に、ゆすらは涼しい顔で、

「がう」

　とうなずいた。

「……ユウは大事な仲間。嫌いなわけない」

「あらまあ、ずいぶん対照的な肯定ね」

「ちょ、誰だれが肯定しましたか――――ッ！」

「あら、そんなに必死になっていたらうなずいているのと一緒でしょう？」

「ちーがーいーまーす――っ！　べ、べ、別に、ただの幼なじみですし！　そ、そりゃあ再会の時にぶつかったりとか、色々と少女マンガ的なフラグが随所で立ってる気はしますけど……」

「じゃあ、貴女あなたは夕ゆうくんが誰だれかと付き合うことになっても異論はないのね？」

「うっ、それは……。あ、アレです！　幼なじみとしては、変な人とか悪い人と付き合いそうになってれば、やめさせようとしたり諫いさめたりはします！　あくまで幼なじみとして、ですけどっ！」

「うふふ、苦しいわねえ」

「うるさいですっ！　だいたい、そんなこと生徒会長には関係ないじゃないですかッ！」

「あら、関係なくはないわ。わたくしも、夕くんのことを狙ねらっているもの」

「え……え――――ッ!?」

「だって、わたくしに見向きもせずに妹のことばっかりなのよ？　屈くつ辱じよくだわ。かしずかせたいと思うじゃない？　跪ひざまずかせたいと思うじゃない？」

「……。なんか、そんな鬱うつ屈くつした人にあたしのことゴチャゴチャ言われたくないです。そもそも、あんたのそれって、もはやガールズトークじゃねーです」

「……がう？」

　意味がわからない、という顔でゆすらが首を傾かしげた。

「あ、えーと、要するに、あの人は、おに……じゃなくて、柊木ひいらぎ……っていってもわかりにくいですかね。ええと、ユウ先輩を自分の手下とか下僕にしたいんだそうですよ」

　そう恋れん子こが説明してやると、途端にゆすらは琴こと音ねを睨にらみつけた。

「……ダメ。ユウは、私の群れの仲間」

「貴女はとてもストレートでわかりやすいのね。そういうのも嫌いじゃないわ」

　艶えん然ぜんと微笑ほほえみ、琴音は豊かな胸を誇こ示じするように腕を組んだ。

「とにかく、ここにいる三人は、今現在は利害が一致するわ。そうは思わない？」

「どういう意味ですか」

　用心深く琴音を見据えながら、恋子は訊きいた。

「言葉通りの意味よ？　貴女たちにとっても、わたくしにとっても、一番手て強ごわい敵は共通しているでしょう？」

「は？　誰のことです？」

「耶や宵よいちゃんよ。朝、話は物陰からこっそり聞かせてもらったわ。夕くん、今日は帰っちゃうんでしょう？　貴女たちとしては、困った事態よね。わたくしとしても、夕くんを耶宵ちゃんからは引き離しておきたいの」

「そんなの無理ですよ。中学生の妹を夜一人にさせておくわけにはいかないって、超正論じゃないですか。しかもそれを言ってるのがシスコンですから。っていうか、あんなシスコンはもうどうでもいいです」

「あらあら、意地っ張りね。でも、夕ゆうくんは本当にシスコンなのかしら？」

「はあ？　だって、携帯に耶や宵よいちゃんの写真を何枚も持ってて、耶宵ちゃんのためにプリン作ったりビーフストロガノフ作ったりしてあげてるんですよ？　今日も腕に抱きつかれてデレデレになってましたし」

「うふふ、確かに。でも、健全な高校生の男の子なら、妹かどうかにかかわらず、女の子に密着されたらドキドキするものじゃないかしら」

「それは……」

　恋れん子こはゆすらにベタベタされたときの夕ゆう也やの表情や、トイレに付き合ってもらったときなどに自分が引っ付いてしまったときの反応などを思い出して、少し顔を赤らめつつ、もにょもにょと言いい淀よどんだ。

「貴女あなたたちは知らないかもしれないけれど、耶宵ちゃんを見かけ通りの清せい楚そな女の子だと思っていると痛い目に遭あうわよ。というより、朝のたった一言で、もう彼女の思い通りの展開に持っていかれて困っているのでしょう？」

「……」

「あの子はしたたかよ。最近になって、わたくしには、夕くんは耶宵ちゃんによってシスコンに仕立て上げられているんじゃないかって思えてきたの。その証拠に、耶宵ちゃんが不在の間は、夕くんは貴女たちに親身になっていたでしょう？」

「それは……そうですけど……でも、そんなことって……」

「ねえ、貴女……桜さくら江えゆすらさん、だったかしら。貴女も、夕くんを取り戻したいんでしょう？」

「がう」

　即座にゆすらはうなずいた。

「だったら、いったん同盟を結びましょう？　まず、夕くんを帰宅しない部に取り戻すの。わたくしとの勝負はそれから。悪い条件ではないはずよ」

「……信用できねーです。どこまでが本心なんですか」

　その質問が無意味であることは承知で、恋子は訊きいた。夕也とはタイプこそ違え、同じ血が流れている、というのがよくわかる。何を考えているのか、どこまで深く考えているのか、何手先まで想定しているのか、まったく理解ができない。騙だまし合あい、化かし合いではまるで勝てる気がしなかった。

「全部、と答えても信じてもらえないかしら。でも、当面はわたくしも、夕くんを耶宵ちゃんから引き離すことが目的なの。わたくしは、そのために貴女たちを利用したい。貴女たちも、夕くんを取り戻すためにわたくしを利用すればいいわ。この同盟は、貴女たちが好きなときに破棄してくれて構わない。どう？　貴女たちにデメリットは何もないわ。少なくとも、耶宵ちゃんについては、わたくしは貴女たちよりもずっと詳しく知っているわよ？　その情報も、全部提供するわ」

　考え込む恋れん子この袖そでを、ゆすらが引っ張った。

「え、なんですか？」

「……ユウを、取り戻す」

　強い意志に満ちた瞳ひとみで、恋子を見上げた。

　琴こと音ねの提案に乗り気なのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　――この人を信用するのはかなり危険ですけど……でも、あたしが何を言ってもゆすら先輩は手を組むって言い出しそうですし……。べ、べ、別にあたしはあんなシスコンはどうでもいいと思ってますけどっ、この状況でゆすら先輩が生徒会長に丸め込まれたら、全員が完全に孤立しちゃいますよね……。

　意を決して、恋子はまっすぐに琴音を見た。

「わ、わかりました。あ、あたしは別にあんなシスコンは関係ないと思ってますけど、ゆすら先輩の顔を立てて、一時休戦です」

　にっこりと、琴音が微笑ほほえむ。

　その笑顔に、恋子は不安しか感じることができなかった。



　騙だまされたと憤ふん慨がいしながら夕ゆう也やが戻ってきたのは、琴音が去った一〇分後のことだった。



    

  
    
      
第二章　学園ディティクティブ



　放課後。

「ついていらっしゃいな。面白いものを見せてあげるわ」

　そういう琴音に、ゆすらと恋子は訝いぶかりながらもついていった。

　琴音は高等部用の校門を出て、中等部用の校門の前まで来ると、近くの自動販売機の陰に身を隠した。ゆすらと恋子もそれに倣ならう。

「こんなところで何するんですか、生徒会長」

　恋子の問いに、琴音は「静かになさい」と唇の前で人差し指を立てた。

「これから尾行するのよ。目立たないように気をつけてちょうだいな」

「はあ……？」

　校門から出てくる中等部の生徒たちは、不審者を見る目で恋子たちを一いち瞥べつし、ときおりヒソヒソ話をしながら小走りで通り過ぎていく。中には、露骨に怯おびえて走り去る生徒もちらほらいる。

「超目立ってる気がするんですけど」

「がう」

　ゆすらもうんうんとうなずいた。

「しっ！　ターゲットのお出ましだわ」

　校門からは、今まさに耶や宵よいが鞄かばんを手に出てきたところだった。

「さあ、行くわよ」

　琴こと音ねは路上駐車している車や電柱の陰を経由しながら、耶宵の後をつけ始めた。

「なーんかむかつきます。主に、あの電柱に隠れきらない胸の大きさとかが」

「……きっとお前にもいいことある」

「何を上から目線で憐あわれんでるんですか。ゆすら先輩だって似たようなもんだって自覚してください」

　そんな軽口を叩たたき合いながら、ゆすらと恋れん子こも琴音に続く。

　耶宵は三人に気づいた素振りもなく、軽やかな足取りで家路を行く。

　と、耶宵が突然つんのめって歩みを止めた。どうやら路肩に停とめてあった高級そうな黒塗りの車のサイドミラーに、鞄につけていたマスコットが引っかかったらしい。

　耶宵はマスコットをサイドミラーから外すと、一切の躊ちゆう躇ちよなく黒塗り高級車のドアにガンッ！　と蹴けりを入れた。

　――えぇ――――ッ!?

　その決定的瞬間を目まの当あたりにして、恋子は驚きを隠せなかった。

　思わず、声が出ないように自分で口を押さえてしまっていた。

「俺おれの車に何してくれてんだ、お嬢ちゃん」

　ちょうど近くのコンビニから出てきた強こわ面もての男が、額に青筋を浮かせて耶宵へと歩み寄る。ブランドものらしきスーツを着崩して、肩で風を切っている、いかにも善良な一般市民は関かかわりたくない感じの、肩書きの頭に『ヤ』がつきそうな厳いかつい大男だった。

　一人でも困るのに、コンビニからは同様の方々が三人ほど続いて出てきて、すぐに耶宵は取り囲まれてしまった。

「生徒会長、ど、どうしましょう！　なんとか助けないと……」

「……がるる」

　アレすぎる展開に焦る恋子と、不穏な空気を察知してナイフに手をかけたゆすらを、琴音は手で制した。

「静かに。たぶん大丈夫よ。むしろ、わたくしが見せたいのはこれからよ」

「でも」

「いいから、見ていなさい」

　琴音の強い語気に押されてゆすらと恋子は耶宵に視線を戻した。

　耶宵は怯おびえどころか焦りさえも見せず、最初に出てきた男を見上げていた。

　そして次の瞬間。

「ごめんなさい、お兄ちゃんたち」

　悪びれもせずにテヘッ、と舌を出して、そう宣のたまった。

　表情、仕草、口調、声質、何より上目遣いの視線が、腹立たしいほど可愛かわいらしい。

　自分の可愛さをどう見せたら最も効果的か、それを知っている者の行動だった。いっそ、わざとらしいほどに。

　しかし、途端に強こわ面もての男たちの頬ほおがデレデレに緩み、あたりに漂っていた危険な雰囲気は瞬またたく間まに雲う散さん霧む消しようした。

「お、おう。あーもう可愛いな、おい！　こんな妹が欲しかったぜちくしょ――ッ！　わかりゃいいんだがよ」

「だ、だよな。やべえ、お嬢ちゃん超妹だ。マジ守ってあげたくなる……！　いいか、気をつけろよ。俺おれたちだからよかったけどよ、世の中には怖い連中もいるんだぜ」

「こ、これが萌もえってやつか……！　妹萌えってやつなんだな……！　胸がきゅんきゅんするぜ！　なあ、あんまりやんちゃなことしちゃダメだぞ、お嬢ちゃん」

　男たちは怒っていたことなど完全に忘れたように車に乗り込み、「何か困ったらいつでも俺たちに言えよー！」とか手まで振りながら走り去っていった。

　――なんじゃそりゃ――――です――――ッ！

　開いた口がふさがらない、とはこのことか。

　恋れん子こには、たった今目の前で起こった事態がさっぱり理解できなかった。

「驚いたわ……。報告書の通りになるなんて」

「あの、生徒会長。いったい今のはなんなんです……？」

「わからないわ。でも、耶や宵よいちゃんを調べさせた秋あき月つき家のエージェントによると、昔から耶宵ちゃんには、ああいう『極端に周囲から愛される』ような事例が多々あるそうよ」

「は？　いやその、エージェントって方がぶっ飛んでません……？」

「そうかしら？　とにかく、話を戻すけど……今の様子を見ていると、自覚してやってる節ふしがあるわね。単に可愛さの賜たま物ものなのか、一種の催眠効果なのか、詳しくはわからないけど……。まだ偶然や他ほかの要素の可能性が否定できないけど、こんなことを意図して起こせるとしたら、これは驚異よね」

「そんな、非科学的な」

「……がう」

「そうね。実際に見ても、ちょっと信じられないわ」

「あーもう！　ここで『お前が非科学的とか言うのか』的なツッコミがないとなんか気持ち悪いです――――ッ！」

「はあ？　貴女あなたは何を言っているのかしら？」

「なんでもないです。こっちの話です」

　そうこうしている間にも耶や宵よいは移動して、いつの間にかおしゃれなクレープ販売車のお兄さんと談笑を始めていた。

　こそこそ近づいてみると、

「くうぅ、相変わらず妹っぽくて可愛かわいいなあ、耶宵ちゃんは。はい、これ、ごちそうしちゃうから！」

「ありがとう、お兄ちゃん」

　と、どうやらタダでクレープをせしめたらしい。

「……美お味いしそう」

　ふらふらとクレープ屋さんに引き寄せられそうになるゆすらの襟えり首くびを、恋れん子こはむんずと掴つかんで引き戻した。

「何やってるんですか。見つかっちゃいますよ」

「……でも、いい匂においが」

「言い訳にすらなってないし！　ユウ先輩を取り戻すんじゃないんですか」

　そう言われて、ゆすらはようやくハッと我に返った。もっとも、口元は今にもよだれがこぼれそうなままだったが。

　その後も耶宵はお肉屋さんで熱々のコロッケをもらい、ケーキ屋さんで売り物ではないもののケーキの端切れをお店の裏から持ってこさせ、お総菜屋さんで焼き鳥をせしめるなど、商店街を片っ端から渡り歩いた。

「……あの女はずるい」

　ひたすらに耶宵がタダでもらった食べ物を食べ続ける様を見せつけられていたせいか、そう言い放ったゆすらは半泣き状態だった。

「っていうか、耶宵ちゃんの胃袋は底なしですか。あのスレンダーな身体からだのどこにあんなに……あっ、今度は和菓子屋さんに!?」

「もうこの検証は充分かしらね。これ以上見ていても、特異な能力なのか、商店街の人たちに愛されているだけなのか区別がつかないわ」

「どうするんです？　まだ尾行を続けるんですか？」

「いいえ。もう今日はこれ以上、新しい発見はないと思うわ」

　琴こと音ねは「そうねえ」と腕を組んで思案して、

「耶宵ちゃんはもうしばらく一人食い倒れツアーを続けるみたいだし、貴女あなたたち二人は夕ゆうくんの家に行ってみてはどう？　今いま頃ごろきっと、耶宵ちゃんのリクエストでブイヤベースの準備でもしているんじゃないかしら」

「それで、あたしたちに何をさせたいんです？」

「うふふ、わたくしの言葉のすべてに意図や裏があるわけではないのよ？　でも、きっと鍵は貴女たちが握っていると思うの。悔しいけれど」

「……意味がわからない」

　ゆすらが首を傾かしげた。

「何もかもをわかる必要はないのよ。特に貴女あなたのようなタイプは。ああ、そうだわ。その前に、クレープでも食べましょうか。貴女、食べたかったんでしょう？」

「がう！」

「……ゆすら先輩、餌えづけされないでくださいよ。その人は一時的に手を組んでるだけで、本来は敵なんですから」

「がう！」

　もうクレープのことしか頭になくなっているゆすらを見て、恋れん子こは山ほどの不安を抱えたまま大きなため息をつくのだった。
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「……ユウの家には行かない？」

　クレープを食べて琴こと音ねと別れたあと、ゆすらはまっすぐ学校へ向かう恋子を追いかけて訊きいた。

「ええ、行きませんよ。行って簡単に連れ戻せるようなら苦労はないです。耶や宵よいちゃんがいる以上、ちょっと行って説得したくらいでどうにかなるもんじゃないですから。それに、生徒会長の言いなりっていうのも面白くないですし」

「……でも、何もしないよりはマシ」

「マシなだけで意味はないです。もしかしたら、生徒会長はあたしたちを学校から引き離しておきたいだけかもしれませんよ？　で、あたしたちが戻る前に門を閉めちゃうとか防衛ラインを敷いて入れないようにしちゃうとか」

「……それは困る」

「でしょ。だから閉門前に戻るんです。それに、あたし、やることありますから」

「……でも」

　ドスドスと足音がしそうなほど、恋子は苛いら立だちを地面にぶつけるように不機嫌丸出しで歩いて行く。

「行きたいなら、ゆすら先輩一人で行けばいいじゃないですか」

「……」

　恋子は意固地になっている。

　それは、ゆすらにもわかった。

　――このままでは、いけない。

　いいはずがない。せっかく一つになった群れが、このままではバラバラになってしまう。

　ゆすらは早足で学校へ向かう恋れん子こを追いかけながら、しかしどんな言葉でそれを伝えればいいのかわからなかった。

　恋子は怒っている。

　そして、その原因は夕ゆう也やのことなのだろう、ともわかる。

　しかし、それ以上のことがわからない。

　そして、気がついた。

　ゆすらは恋子のことを何も知らない。

　ゆすらと恋子は、夕也を介して繋つながっていたのだ。だから、夕也がいなくなってしまえば、どう接していいのかさえもわからなくなる。

　――それは、ボスとしてはダメだ。

　夕也のことは気になる。早く帰ってきてほしいし、そのために行動する必要があるとも思えて、気は急せくばかりだ。

　しかし、ゆすらは知っている。

　――困難には、一人で立ち向かうより群れで立ち向かうべき。

　だから、ゆすらは後ろ髪を引かれながらも、夕也の家には向かわずに恋子を追いかけることに決めた。



　学校に戻るなり、恋子が発掘現場からの道具の回収作業を再開した。

　ゆすらとしてはどう手伝っていいのかわからないので、しばらくその様子を眺めたあと、自分にできることをやろうと、一度部室に寄りドラム缶を持って学校の裏山へ向かった。

　そこで駆け回って、二人分のニジマスとイチゴをドラム缶に確保した頃ころには、もう空はすっかり暗くなっていた。

　そんな中、地下倉庫の発掘現場に向かおうとしたものの、体育館の裏の方がずいぶん明るいことに気がついた。

「……？」

　ふらりと光の方へと歩いて行くと、体育館の裏では、恋子がコードリールでどこかから電源を引っ張ってきて投とう光こう器きを焚たきつつ、スコップで穴を掘っていた。

「……こんなところで何を」

　そう声をかけると、恋子は顔も上げずに、

「発掘ですよ！　ネクロマンサーには死体が必要なんです！　あんなシスコンにかまけて、時間を無駄にするわけにはいかないんですよ！　それに、外なら武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいと戦うときに落とし穴にも使えて一石二鳥のザマァ見ろなんです！」

　もはや、ゆすらには恋子の言っていることがサッパリ理解できなかった。色々な意味で。

「で、何しにきたんですか。シスコン野郎の家に行ったんじゃないんですか」

「……行ってない。魚とイチゴ獲とってきた。ご飯」

　それを聞いて、ようやく恋れん子こはスコップで地面を掘る手を止めて、ゆすらの方を見た。

「え、あたしの分も獲ってきてくれたんですか？」

「……がう。お前は群れの仲間。食べ物分け合うのは当たり前」

　恋子はなんだか照れたように視線を泳がせて鼻の頭を掻かいた。

「そ、それはありがとうございます。そういえば、確かにお腹おなが空すきました」

「……ご飯を作りに行こう。そして、魚を焼く機械を使って」

「え。まさか、自分じゃ使い方がわからないからあたしを呼びにきたんですか……？」

「……そういうわけじゃない。考えすぎ」

　無意識に目を逸そらしながら、ゆすらは言った。
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　耶や宵よいが玄関のドアを開けると、キッチンから魚介の素敵すぎる香りが漂ってきた。ブイヤベースは上々の仕上がりらしい。

　兄が自分のお願いを聞き入れてくれて、ちゃんと帰ってきてリクエスト通りの料理を作ってくれていることに耶宵は満足げに笑みを浮かべた。

　そして鞄かばんも置かずにキッチンへ顔を出した。

「兄様、ただいま帰りましたの」

「あ、お帰り」

　戸棚を開けて何かを取り出そうとしている夕ゆう也やが耶宵を振り返った。

　――兄様は、何を取り出そうとしていますの……？

　普段、ブイヤベースを盛りつける皿が仕し舞まってあるのは別のところだ。棚のあの位置には何が仕舞ってあっただろうか。

　――ああ、わかりましたの。きっと、兄様はタッパを取り出そうとしてますのね。それで、多めに作ったブイヤベースを学校のあの人たちにも分けてあげるつもりですのね。うふふ、そうはさせませんの。

　清せい楚そに微笑ほほえんだまま、耶宵は自分の仮説を確かめるべくコンロの鍋に歩み寄った。

「ああ、いい香りですの。もうブイヤベースはできあがってますの？」

　そして、鍋のフタを開けて中を覗のぞき込こんだ。

　そして、確信する。

　鍋の中には、いつも夕也が作る量の倍近いブイヤベースが美お味いしそうに煮えていた。

「あ、うん。ちょうど今ね」

「まあ、兄様、私がお腹を空かせて帰ってくることがどうしてわかりましたの？　帰ってくる道々、今日は兄様がいつもよりたくさん作っていてくれればいいなあ、って思いながら歩いてきましたの」

「……え」

　困り顔で、夕ゆう也やが凍りついたように動きを止めた。

「今日は、兄様のブイヤベースをこ――んなにいっぱい食べられますのね」

「あ、あれ？　今日は商店街に寄らなかったの？　いつもは商店街で色々買い……じゃなくて、貰もらい食いしてくるのに」

「寄ってきましたの。でも、兄様の料理は別腹ですの」

　にっこりと、最高の笑顔で耶や宵よいは言った。

　――ふふふ、学校に持ってなんか行かせませんの。

「えーと……あのさ、耶宵。何もそんなに欲張らなくても……」

「いやですの」

　夕也は固まったまま、困り果てた顔をする。そしてその顔のままかなり悩み込んで、その末に、

「……そ、そっか。じゃあしょうがないなあ」

　と愛あい想そ笑わらいで言うのだった。

　――ああ、素敵。兄様のお料理が大好きだって持ち上げつつ、困らせた上に、あの泥どろ棒ぼう猫ねこどもに意地悪もできるなんて。

　ゾクゾクと背筋を駆け上がってくる圧勝感に酔いしれながら、耶宵はお願いを聞いてくれる兄の態度に満足げにうなずいた。

　兄にちょっかいを出す悪い虫の存在は気に入らない。

　しかし、その虫どもに圧倒的に勝つというのはなかなか気分がよかった。

　――うふふふふ。

　近所の川に大切にしていたアクセサリを落としたと泣いて見せて、泥だらけになって探す兄を橋から見下ろしたときは最高の気分だった。

　下着を買ってきて、とお願いしてランジェリー売り場で周囲の視線に顔を真っ赤にして耐える兄をこっそり観察したときは最高に楽しかった。

　もしかしたら、そのとき以上の何かが味わえるかもしれない。

　そんな、確信に近い予感があった。

　――うふふ。最高だわ、兄様。でも、そのためにはこんな程度じゃ生ぬるいですの。もっと、もっと、もっと、もっと！　徹底的に、敗北感と屈くつ辱じよくにまみれさせてやった方が楽しいに決まってますの！

　そう、完かん膚ぷ無なきまでに。

　特に、あの泥棒猫の片割れには。

「ねえ、兄様。朝一緒にいらした長い黒髪の方かたですけど」

「ゆすらのこと？　桜さくら江えゆすらさんだよ。僕と同じ二年生の」

　夕ゆう也やが口にした名前に、耶や宵よいは笑顔の下に苛いら立だちを隠した。

「その方と兄様が、学校で、しかも公衆の面前でキスをしたというのは本当ですの？」

「ぶっ!?」

　虚を突かれたのか、タッパをあきらめて皿を出そうとしていた夕也は、慌てて皿をお手玉してしまった。なんとか皿を落とさずにバランスを取り戻して、テーブルに置いて、夕也はふう、と安あん堵どのため息をついた。

「な、何をいきなり」

「今日、中等部でそんな噂うわさを聞きましたの」

　じっと、耶宵は夕也の目を見上げた。

　夕也は耶宵から目を逸そらして、困惑気ぎ味みに視線を泳がせた。

「ええと……あれは事故っていうか、誤解っていうか……あ、あはははは、そういうんじゃないんだよ？　いや、ホントに」

　――事実ですのね。

　一度、耶宵は唇を噛かんだ。が、すぐに笑顔に戻って、兄の腕にそっと触れた。

「いいんですの。兄様がどなたと恋をするのも自由ですし。でも、兄様たちの部活が危ないこともしている、というような噂も耳にしましたの。もし、その方にたぶらかされて兄様が無理をなさっているのであれば……」

「ち、違うよ！　そりゃあ武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいとやり合うなんて危険だったかもしれないけど、それは僕自身の考えからだよ。だいたい、ゆすらに男を色香で操るような真ま似ねはできないと思うよ？　琴こと姉ねえじゃないんだから」

「そうなんですの？　……でも、兄様、これからも怪け我がなんかしないで帰ってきてくださいね」

「う、うん。とりあえず、ご飯にしようよ。ほら、着替えてきなって」

「はい、ですの」

　耶宵は夕也の腕から手を離し、キッチンを出た。

　――事故でも偶然でも、兄様とキスをするなんて。兄様は、私のものなのに。許しませんの。うふふふふ、そんな泥どろ棒ぼう猫ねこには、兄様が絶対に手に入らないことを理解させて、絶望をたっぷり味わって頂きますの……ッ！

　兄の目が届かなくなった瞬間に、耶宵の笑みは、清せい楚そさとはほど遠い暗く凄せい絶ぜつなものへと変わっていた。
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　家庭科実習室に、いい香りを通り越してバターの焦げる臭においが充満し始めた。

　フライパンの上ではニジマスの皮が無残に張り付いて、身もボロボロになった上に焦げ付いている。

　小麦粉や黒くろ胡こ椒しようがしっかり残っていたため、恋れん子こが見よう見まねでムニエルを作ってみようとした結果である。

　言うまでもなく、惨敗であった。

「……この魚たちにどんな恨みが」

「やかましいです。道具すら使えない人に言われたくないです」

「……私は、焚たき火びでなら上う手まく焼ける」

「うっ。……マジですか」

「がう」

「だって……っていうか、あたしは料理が苦手だって言ってたじゃないですか――っ！」

「……タルトは？」

　ゆすらがイチゴを指さして言った。

「無む茶ちや振りにもほどがあります。イチゴまでこの有様にしたいんですか」

「……イチゴはそのまま食べよう」

「賛成です」

　かくして、ムニエルになりきれなかった魚定食（山積みイチゴ付き）の実食と相成った。

「……美お味いしくない」

　渋い顔をしてゆすらが言った。恋子は機嫌悪そうに顔を上げて、

「わかりきってることをいちいち言わないでください」

「……胸も小さいのに」

「料理は胸でやるもんじゃないですッ！　ふん！　どうせあたしは胸もぺたんこだし、料理もできないし、死体一つ掘り当てられないダメダメ中二病ネクロマンサーですよ！」

「……やっぱり、ユウがいないと」

「あーもう、しょうがないでしょ！　シスコンなんですから！　そりゃあ妹が帰ってくれば妹の方に行くでしょうよ！」

　恋子はそう怒鳴った後に、ちょっとうつむいて、

「それに……耶や宵よいちゃんには、周囲に愛されるっていう変な能力っていうか特性があるっぽいんですから。あんなの、反則ですよ……」

　悔しそうに、そううめいた。

「……」

　きっと、恋子も同じように感じているのだろう、とゆすらには感じられた。

　意地を張ってはいても、恋れん子こだって夕ゆう也やに帰ってきてほしいのだ。

「……お前、名前はなんだっけ」

「名前すら覚えられてなかった!?　酷ひどすぎませんか、それ。恋子です！　木き滝たき恋子！」

「……恋子。これから、恋子を名前で呼ぶ。言いたいことも、遠慮しないで言う」

「は？　これまでのどこに遠慮があったんですかッ!?　っていうか、なんでいきなり名前でなんて」

「……群れの仲間だから」

「え？」

「……仲間には敬意を払う。だから名前で呼ぶ。仲間は信頼し合って、助け合うもの。恋子の苦手は私がやって、私の苦手は恋子がやる」

「はあ。まあ、上う手まく焼けるなら、今後魚はどこか外で焚たき火びで焼いてもらった方が助かりますけど」

「……料理だけじゃない。二人で、ユウを取り戻す」

「あ……。本気、なんですか」

　ゆすらは力強くうなずいた。

　恋子は少し照れながら、そっぽを向いて、

「ま、まあ、ゆすら先輩がそうしたいって言うのなら？　べ、別にあたしも協力してやってもいーですけど。あんなシスコン野郎はどーでもいいですけど、ゆすら先輩がそこまでして頼むなら仕方ないですよね、うん」

「……恋子。訊ききたいことがある」

「なんです？」

「……中二病って何？」

「はあ？」

「……さっき恋子が言ってた。ユウも時々言ってた」

「耶や宵よいちゃんからシスコン野郎を奪だつ還かんするための話じゃねーんですかッ!?　しかも聞きにくいことをズバッと躊ちゆう躇ちよなく……」

「……で、何？」

「ああもう、中学二年生が考えそうなしょーもなくて痛い妄想とかのことですよ！」

「……いまいちよくわからない。子どもっぽいってこと？」

「なんで子どもっぽいって言いながら胸を見るんですか！」

「……他意はない」

「どうだか……」

「……もう一個訊きたい。シスコンって何？」

「は……？　そ、それを知らないで取り戻すとか言ってたんですか!?」

　脱力気ぎ味みに、恋れん子こは肩を落とした。

「ええと、要するに過剰に妹を可愛かわいがる人のことです。シスター・コンプレックスですね。まあ、本来シスターって単語は姉も含みますけど」

　ゆすらはそれを聞いて首を傾かしげた。

「……家族は大事。妹も大事。何がいけない？」

「そりゃそうですけど……、でも、結局、その妹に全部持ってかれちゃって困ってるのがあたしたちじゃないですか」

「……そうだった」

　とはいえ、敵が怪け我がをしないようにと気遣うのが夕ゆう也やという人間である。その夕也が妹を大事にするのは当たり前に思えた。

「まあ、妹を妹として可愛がってる分にはちょっとくらい過剰でも問題はないんですけどね。問題は、そこに恋愛感情が発生した場合ですよね」

「……恋愛。確かに、近親間での交配は遺伝子の多様性が失われて生物としての生存能力に多大な劣化を及ぼす危険性がある」

「は？　い、いきなり何難しいこと言ってるんですか。っていうか、恋愛からいきなり交配って、こ、子ども作るところまでぶっ飛ぶのはどうかと思うんですけど！　まず、日本では法律上許されてないですし、モラル上もダメなことなんです！」

「……ユウは、妹と子どもを作りたい？」

「だから、なんで子作りに直結なんですかッ！　知りませんよそんなの、本人は違うって言い張ってますけど！」

「……ユウがそう言ってるなら、私は信じる」

「まあ、信じたところで誰だれかさんが帰ってくるわけでもないですけどね」

「……もしユウが帰ってきたら、妹は独りぼっち？」

「えーと、まあ、親もいるから独りぼっちってことは……あ、でも、今は遠いところに行ってるんでしたっけ？　だとしたら、そうなっちゃいますかね……」

「……」

　お互い、沈黙することしばし。

「……ユウ」

　握っていた箸はしを置き、ゆすらはふらりと立ち上がった。

「あ、ちょ、どこに行くんですか」

　恋子の問いにも答えず、ゆすらは家庭科実習室を後にした。

　そして、気がつけば、ゆすらは屋上にやってきていた。

　何度も、遠い森の仲間オオカミたちを想おもって遠とお吠ぼえをしていたこの場所に。

　暗い夜空の下、街の明かりがどこまでも広がっている。

　見上げれば、かなり欠けた月が寂しげに浮かんでいた。

「……それでも、ユウと一緒がいい」

　目を閉じれば、夕ゆう也やだけではなく、かつて一緒に森を駆け回った仲間たちの顔も思い浮かんでくる。

　――仲間とは、一緒にいなければダメだ。

　しかし、どうすればいいのか、ゆすらには皆かい目もく見当もつかなかった。

　しかも、それは妹から夕也を奪うことにもなるという。

　家族を大事にする。それは素晴らしいことだし、優しい夕也はそうでなければ、とさえも思う。

　戻ってきてほしい。

　それは偽らざる気持ちだが、それはつまり、夕也を妹から引き離すということなのだ。

　――ユウ。

「あおぉ――――――――――――――――――――――ん……」

　月に向かって、吠ほえた。

　仲間に呼びかけるように。

　夕也に呼びかけるように。

　――私の群れには、ユウが必要だ。絶対に。

　一緒に森を駆け回った仲間たちや、そのボスのアルファに群れを自慢するなら、まず夕也から自慢したい。

　――だから……取り返したい。なんとしても。

　なわばりも群れも、仲間があってこそのものだ。

　仲間のいないなわばりに、なんの意味があるだろうか。

　――でも。

　ゆすらは迷いを振り払おうと、もう一度月に向かって全力で吠えた。
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　恋れん子こが部室で毛布にくるまっても、ゆすらは戻ってこなかった。

　――どこに行ったんですか、まったくもう。食器の片付けまで全部押しつけて。あんな顔でふらふら出ていかれたら、心配になっちゃうじゃないですか。まあ、それでも美お味いしくないとか言いながらも全部食べてから出ていったのがらしいといえばらしいですけど。さっきまで遠とお吠ぼえも聞こえてましたし、まあ、大丈夫ですよね……。

　ごろん、と寝返りを打つ。

　――アイツもアイツです。ちょっとこっちに歩み寄ってきたと思って、気を許し始めたら妹のところに帰るって、どういう了見ですか！　あのシスコン野郎は！

　ごろん。

　――でも、一番気になるのは耶や宵よいちゃんです……。

　琴こと音ねの言葉が蘇よみがえってくる。

『夕ゆうくんは、本当にシスコンなのかしら？』

　つまり、琴音はこう言いたいのだ。

　夕ゆう也やは耶宵の能力だか特性だかの効果によって、シスコンに仕立て上げられているのではないか、と。

　そして、その効果から夕也を救い出すために、耶宵から引き離したい、と。

　――理屈はわかりますけど……リアルに兄妹きようだいで家族ですし……一緒に住むのは当たり前ですし……。引き離すなんて、本当に可能なんですか……？

　ごろん。

　かつて一緒に遊んでいた幼い頃ころから、あの二人はいつでも一緒だった。

　あの頃から、羨うらやましかったのかもしれない。

　認めたくはないけれど……、ずっと。

　そしてまた、結局は耶宵と同じ距離まで近づけないでいる。せっかく再会して、また親しくなれたというのに。

　あの頃から、何も変わっていない。何一つ進歩していない。それが無む性しように情けない。

　――ああでも、こんなふうに別れ別れになる展開って、少女マンガとかでもよくあったりしますよね……。すれ違いや色んな妨害で会えなくて、とか。クライマックスでようやく会えたら、固い抱擁とか、き、きき、ききききききき、キスとか……って、きゃー、何考えてんですか、あたしはッ！

　誰だれもいない部室で、恋れん子こは真っ赤な顔で「ないですないですないです――――ッ！」と叫びながらゴロゴロとのたうち回った。

　――違います違います！　あんなヤツのことなんかどうでもいいんです！　お兄ちゃんのバカッ！

　ひとしきり転がって、恋子は闇やみの中天井を見上げてため息をついた。

　空き部室の中が静かすぎて落ち着かない。

　たった数日前までは、それが当たり前だったのに。

　どんなに認めたくなくても、どんなに否定してみても、一度味わってしまった贅ぜい沢たくからはなかなか脱却できない。

　昨日までこの部室に満ちていた笑い声の残響が、脳の中にこびりついている。

　その残響と、現実の部室を満たす静寂とのギャップが大きすぎて、頭がどうにかなってしまいそうだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　――寂しいです……。

　ごろん。

　涙をこらえるように、恋れん子こは毛布をギュッと握りしめた。

「うう……」

　寝返りを繰り返すうちに、自然の摂理に則のつとった欲求がじわじわと鎌かま首くびをもたげ始めた。

　――どうしよう。

　今は、一緒にトイレに行ってくれる夕ゆう也やはいない。ゆすらさえもいない。

「……バカ。シスコン。頭でっかちの、ヘタレ鈍感」

　ここにはいない相手への悪態をつきながら、恋子はむくりと身体からだを起こした。悪態をついているだけでは、尿意は何も解決しない。

　おそるおそる部室のドアを開けると、結局仕し舞まわずじまいだったボロボロの熊の剥はく製せいが月明かりに照らされていた。

「ひぃ……」

　あることがわかっていても、動かないとわかっていても、怖いと思ってしまう。

　熊を見ないようにしながら部室棟を出て、早足でトイレのある一般教室棟へと入る。

　長い廊下に、自分の足音だけが反響した。

　闇やみが、学校ごと自分を呑のみ込こもうとしているように思えた。

　――ひ、怯ひるむな、あたし。今までは一人でトイレに行ってたじゃないですか！

　と、何かが聞こえてきた。

　カラカラという、車輪キヤスターが回るような音。

　その音が、廊下に反響しながら闇やみの中から漏れてくる。

「ひっ」

　――台車？　にしては、音が軽いような気がします……。

　音から連想されたのは、ストレッチャーだった。病院などで使われる、患者を運ぶためのキャスター付きの担架。

　――うああ。学校が病院跡地に建ってて、看護婦の霊が出るとか、学校の怪談ではかなり定番なパターンです……。

　血ちの気けが引いていく。思わず、恋れん子こは一歩後あと退ずさっていた。

　カラカラカラカラ。

　音はなおも響き続ける。否いな、少しずつ、近づいてきているようだった。

　――まずいですまずいです！　確かあの怪談、看護婦に見つかったら……！

　恋子が聞いたことのある怪談は、誰だれも乗っていない車くるま椅い子すを押しながら追ってくる看護婦の話だった。

　どこまでもどこまでも追いかけてきて、追いつかれたら、その車椅子に乗せられていずこかへ連れ去られてしまうのだという。

　――き、きっと捕まったらストレッチャーに乗せられて、どこかへ連れていかれちゃうんです……！　そして、生きたまま麻酔もなしに手術とか……最悪、解剖とかされちゃうのかもしれません……！　ひいいいいっ！　怖っ！　怖いです……ッ！　そんなホラーコミックみたいなバッドエンドは絶対ごめんですッ！

「ううう……」

　廊下の先に延びる闇の中から、カラカラという音と一緒に、うめき声のような気き味みの悪い音まで聞こえてきた。

　それが鼓膜に届くなり、背筋を強烈な悪お寒かんが走り抜け、周囲の気温が氷点下にまで下がってしまったような気がした。

　――だ、誰かが捕まってる!?　そ、それとも、看護婦の幽霊が地じ縛ばくされた苦しみにうめきながら徘はい徊かいしているんですか……っ！

「あああ……」

　震えが止まらない。

　心の中は、恐怖一色で塗りつぶされていた。

　カラカラ。

　カラカラカラカラ。

　やがて、闇やみの中に白い影が見え始めた。

　保健医のような白衣をまとい、その肩に波打った長い黒髪がかかった、何者かが縛りつけられたストレッチャーを押してくる女の姿が。

　ゆっくりと、ゆっくりと近づいてくる。

　闇の中、赤いルージュを塗った、にいっと妖よう艶えんに笑った唇が月明かりに浮かび上がる。

「い――――――――――――や―――――――――――――ぁぁっ！」

　恋れん子こは半泣きで、くるりと回れ右をして、全速力で走り始めていた。

　そして、あちこちにぶつかったり転んだりしながら空き部室に駆け込んで、毛布を頭から被かぶって神への祈りをエンドレスで唱えながらガタガタと震え続けた。

　その後、それでも耐えきれなくなった恋子は、そそくさと着替えて学校近くのコンビニに逃げ込んだのだった。
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　空が白み始めるまで時間を潰つぶして、ついでに朝ご飯用にとゆすらの分もおにぎりなどを買い込んで、恋子はおそるおそる学校へと戻った。

　空が明るくなっても、雀すずめがチュンチュンと鳴き出していても、早朝の誰だれもいない学校というのは不ぶ気き味みさがまだ漂っている。しかも、休日の土曜日は熱心な運動部も平日の朝練ほど早くは練習を始めないので、まだまだしばらくは静かなはずだった。

　おっかなびっくりで空き部室にたどり着き、恋子がドアを開けると、オオカミさんリュックを抱きしめたゆすらがシュラフにくるまって寝息を立てていた。

　見知った顔と合流できたことにホッとしつつも、その寝顔の脳天気さに若干イラッときて、恋子はわざと大きな音を立ててドアを閉めた。

「……んー」

　ゆすらは目をこすりながらむくりと起き上がり、寝ぼけ眼まなこで恋子を数秒凝ぎよう視しした。

「……恋子」

「え……ええ、そうですけど」

「……名前で呼ぶことに決めた」

「今さら再確認ですか」

「……その袋はご飯？」

「自分で言い出した名前の流れを完全にぶった切りますか。まあ、その通りですけど」

「……食べよう」

　恋子は大きくため息をついた。そしてなるべく心の隅に残った恐怖を隠そうと平静を装いつつ。

「はいはい。それはいいですけど、今日はご飯のあとの片付けとかちゃんとやってくださいね。あと、夜中にトイレに付き合ってもらえると嬉うれしいです」

「……なんでトイレ？　怖い？」

「ええそうです、怖いんです！　悪いですか!?　昨日の夜にすっごく怖い思いをしたんですよ！　仲間なんですから助け合いは当然って言いましたよねっ!?」

「……わかった。恋れん子こは仲間。ボスは仲間を助ける」

「あ、あれ？　意外とあっさり!?　いや、ええと、ありがたいですけど……」

「……いつでも頼るといい。それがボスというもの」

「なんかあたし、ゆすら先輩を誤解してたかもしれません。なんていうか、もっと面倒くさい人かと思ってました……」

「……そんなことより、ご飯」

「えー。ちょっと恥ずかしいと思いつつ吐露したあたしの青春友情発言はやるせないほどに行き場を失ってしまったんですけどっ!?」

「……ご飯」

「わかりましたよ、もう」

　恋子はあきらめたように一つため息をついて、靴を脱いで部室に入った。

「……食べたら、考える」

「考える？　何をです？」

「……ユウを取り戻す方法を」
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　土曜日の午前中。

「兄様」

　と、耶や宵よいは玄関で靴を履きかけていた夕ゆう也やを呼び止めた。

「何？」

　振り返った兄に、耶宵は屈くつ託たくなく微笑ほほえんで見せた。

「コンビニにでもお出かけですの？」

　もちろん、学校へ行くのだろうと耶宵には想像がついていた。あの二人の世話を焼きに行くのだろう、と。その上で、布ふ石せきとして訊きいたのだ。

「いや、ほら、部活とか始めたからね」

　耶宵は寂しいような、それでいてちょっと拗すねたような顔をした。

「その部活は、どうしても行かなければいけませんの……？」

「え？」

「あ……その、こんなことを言ったら兄様を困らせてしまうことになるのはわかっているんですけど……母様のお供で兄様に会えない日が何日か続いたので、今日は兄様と一緒に過ごせると思って楽しみにしていましたの」

　夕ゆう也やは数秒固まったあと、頭を抱えて悩み始めた。

　――ああ、兄様が困っていますの。うふふふふ、私のわがままに困る兄様の顔……。この顔、堪たまりませんの。

　ゾクゾクと背筋を駆け上がってくる快感と、こみ上げてくる笑みを噛かみ殺ころしながら、耶や宵よいは清せい楚そでいじらしい妹の顔を維持し続ける。

　――そして、結局私の『お願い』を聞いてくれる兄様が……

「ええと、まあ、確かに約束したわけでもないし、行っても特に何をするわけでもないから……」

　――うふふ、あはははは！　大好き！　だぁい好き！　ですの！

「そんな、それでは兄様のお友達に申し訳ないですの」

　しおらしくそう言いながらも、耶宵は内心で勝利に酔いしれていた。

　――うふふ。今日は、兄様でい――っぱい遊びますの。まず、兄様の部屋にエッチな本を投入して反応を楽しんで、そのあとに現場を押さえて追及して。きっと兄様、心当たりもないのに大慌てしますの。うふふふふふふ、それから、それから……。



    

  
    
      
第三章　スイートホーム・ホリデー



　日曜日の朝。

　耶宵のお願いならなんでも聞いてくれる兄の夕也は、料理も上う手まいし、ほとんどの家事をきっちりとやってくれる。

　が、朝が苦手なことだけはずっと変わらなかった。特別寝起きが悪いわけではないのだが、耶宵より先に起きたことはない。ちょっとくらいイタズラをしても、気づかずに眠り続ける有様だった。

　――まあ、おかげで毎朝起こす楽しみがあるわけですから、そんな兄様もそれはそれで気に入ってますの。

　ベッドから下りて、パジャマを脱ぎ、クローゼットを物色して、部屋着としておかしくなく、しかし兄の気を引ける程度にはおしゃれなものを、と考えてオフショルダーのチュニックを選んだ。

　着て鏡に映してみて、少し肩が露出しすぎかとも思ったものの、

　――いいえ、近ちか頃ごろは兄様の周りをウロチョロする悪い虫もいますもの。このくらいサービスして、兄様の気を引いておくべきですの。

　自室を出て顔を洗い、素直に流れるショートボブの髪も軽く梳とかして身支度を整え、いざ、夕ゆう也やを起こしに向かおうとしたその瞬間。

　来客を告げるチャイムが鳴った。

　耶や宵よいは思わずチッと舌打ちしていた。

　――こんな朝っぱらから……非常識にも程がありますの。いったい、どこの○チ■※野郎かしら。兄様が起きてしまったらどうしてくれますの!?

　苛いら立だちながらも、耶宵は急いで玄関へと向かった。これ以上チャイムを鳴らされては、いかに起きるのが遅い兄でも目を覚ましてしまいかねない。休日の朝の楽しみを奪われるなど、我慢がならなかった。

　完璧な笑顔でイライラをカムフラージュして、耶宵は「はいですの」とドアを開けた。

　そこにいたのは、幼なじみの恋れん子こだった。

　淡いピンク地に白のボーダーが入った、ふわっとしたワンピース。よくよく見れば、白いボーダーの部分は花のレースを使っているという念の入れようだった。

　――なんですの、この気合いの入った服……。兄様の目を意識していますの……？

　一瞬にして、耶宵は恋子にそういう意図があると判断した。

　――まあ、確かに考えるまでもありませんの。兄様を変な部活に引きずり込んだ泥どろ棒ぼう猫ねこの片割れですもの。そういえば昔も、妹でもないくせに『お兄ちゃん』とか馴なれ馴なれしく呼んで、目障りなことこの上ない女でしたの。

　もはや、耶宵にとって恋子は懐なつかしむべき旧友ではない。完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきのめし、絶望を味わわせるべき悪い虫だった。

「まあ、恋子ちゃん、こんなに朝早くからどうしたんですの？」

　嗜し虐ぎやく的てきな笑みを押し殺して、耶宵は清せい楚そな笑顔で訊きいた。

「おはよう、耶宵ちゃん。あたし、様式美って大切だと思うんですよ」

「はい？　いきなりなんですの……？」

「幼なじみたるもの、朝は起こしに来るものじゃないですかっ！　パターン的に！」

「……はあ？」

　耶宵は、一瞬、本気で意味がわからなかった。

「というわけで、お邪魔しますっ！」

　強引に上がり込もうとする恋子を、耶宵は反射的に真正面に立ちはだかって阻止した。そしてホホホと笑いながら、

「恋子ちゃん、何を言ってますの？　そんなベタな幼なじみなんて、同居している妹がいる時点でお払い箱ですの」

　勝ち誇ったように言い放った。

「ふふふ、そんなことないです。だいたい、兄と妹じゃろくなことにならないです。不幸確定です。それとも、実は血が繋つながってないとかいう裏設定でもあるんですかッ」

「うっ。それは……確かに、戸籍や母子手帳を調べても、兄様と私が実の兄妹きようだいであることは間違いありませんの……」

「うわ、戸籍まで調べたんですか！　まさか、それだけのために役所に行ったんですか!?」

「ええ、行きましたの。それがなんですの？」

「兄がシスコンなら、妹もガチでブラコンです―――ッ！」

「ふん、関係ありませんの。だって、この胸に燃え上がる想おもいは誰だれにも止められないんですもの！　そう、私自身にだって！」

「ダメです！　幼なじみとして、みすみす不幸になるのを放置なんてできないです！　全身全霊をもって、止めてみせますッ！　あたしには、夜、トイレについてきてくれる人が必要なんです――――っ！」

「はあ!?　なんですの、そのふざけた理由は！」

「もはや、問答無用です！」

　恋れん子こはパン！　と耶や宵よいの目の前で手を打って猫騙だましをかまし、耶宵が驚いた隙すきに脇をすり抜けて柊木ひいらぎ家の中へと入り込んだ。

「くっ」

　恋子は一瞬で靴を脱ぎ捨てて、一ミリの迷いもなく二階にある夕ゆう也やの部屋へ向かおうとしている。

　――そういえば、昔は何度もお泊まりに来てましたし……勝手知ったる柊木家というわけですの？　うふふ、でも、そう簡単にはッ！

　耶宵は玄関に備えてあった来客用のスリッパを掴つかみ、「ていッ」と力一杯投げつけた。

　スリッパは短め尻尾しつぽのポニーテールが揺れる恋子の後頭部にスパ――ン！　とクリーンヒットする。

「あいたっ」

　恋子が怯ひるんだその一瞬を逃さず、耶宵は恋子を追い越して先に兄の部屋に到達しようと走り出した。が、恋子も簡単には道を譲らない。

　二人はお互いの進路をブロックし合いながら、半ば取っ組み合うようにして階段を駆け上がった。

「おに……先輩ッ！」

「兄様ッ！」

　ほぼ同時に、二人は勢いよく夕也の部屋のドアを開けた。

「「……」」

　開いた窓から吹き込んでくる風が、夕也の部屋のカーテンをふわりと揺らしていた。そのたびに、陽ひの光が揺らめくようにして暗い室内に入り込んできた。

　ベッドには、まだあどけない顔で眠り続けている夕ゆう也や。

　優しい風が、ときおりその頬ほおを撫なでていく。

　そして。

　そのベッドに潜り込んで寄り添うようにすやすや眠っている黒髪の少女の姿が、約二名の怒りに火を点つけた。

「何やってんですか――――ッ！」

「何をやってますの――――ッ！」

　今までの醜い争いが嘘うそだったかのように、恋れん子こと耶や宵よいは息ぴったりにシンクロして、そう叫びながら夕也の布団を引ひっ剥ぺがした。

「うわあっ」

　突然叩たたき起おこされて、夕也はベッドから転がり落ちた。そして、状況が飲み込めないのか、目を白黒させた。

「な、な、何!?」

　夕也は打った腰をさすりながら立ち上がり、ようやく事態を把握したのか、

「どうして恋子とゆすらが……？」

「どうしてじゃないですッ！　何度も同じパターンやらかしてるんじゃねーですっ！」

「え……ええー、僕のせい……？」



    

  
    
      



    

  
    
      　ゆすらは周囲の騒ぎなどどこ吹く風で、眠そうな目をこすりながらのっそりと身を起こして、可愛かわいらしいあくびをした。休日だというのに制服姿で、背中のオオカミさんリュックや腰のナイフもいつも通りだった。

「……ユウ」

　そして口元を引きつらせている恋れん子こと耶や宵よいを完全に無視して、夕ゆう也やに小さく微笑ほほえんだ。

「なんのつもりなんですか、この雌犬は――――ッ！」

　そんなゆすらに駆け寄って、恋子は胸ぐらを掴つかんだ。

「……群れは身を寄せ合って寝る。ユウは温かい」

「またそれですかッ！　まったく、バカの一つ覚えみたいに……！」

「……でも、きっと夏になったら寝苦しくなる」

「夏も引っ付いて寝るつもりなんですかッ!?」

　なんでそんな当たり前のことを訊きくんだ、とでも言いたげな不思議そうな顔で、ゆすらは恋子を見つめた。

「そんなのダメに決まっていますの。バカじゃありませんの？　まったく、油断も隙すきもない……。妹の権限で却下しますの！」

「ダメなのは同意しますけど、妹の権限ってなんですか。耶宵ちゃんも言ってることがメチャクチャですよ……」

「やれやれ。っていうか、ゆすら、どうやって入ってきたの……？」

　ゆすらは恋子に胸ぐらを掴まれたまま、ベランダを指さした。

「……開いてた」

　よくよく見れば、ベランダにはスニーカーが脱ぎ捨ててあった。

「いや、確かに風が気持ちよかったから窓を開けて寝たけどさ。でも、ここは二階だよ？」

「……あのくらい、余裕でよじ登れる」

「どこまで野生児なんですか」

「えーと、あのさ、ゆすら。次は玄関からチャイムを押して入ってきてね」

「がう」

「ホントにわかってるのかなあ」

　夕也が苦笑する。

「もう、せっかくの休日が台無しですの。遊びにくるにしても、礼儀とかマナーがあるでしょう。ねえ、兄様。この無ぶ粋すいな方かたたちに帰って頂くわけにはいきませんの？」

「え……。いくら耶宵のお願いでも、それはさすがに……いや、耶宵は可愛いし……でも、仲間だし、言い出したのに帰っちゃった借りもあるし……でも耶宵は可愛いし……」

　夕也が凄せい絶ぜつに葛かつ藤とうし始めた。わかりやすく頭を抱えて、ときおり床をゴロゴロ転がったりしながら呻うめき続けている。

　――あああ、兄様が困ってますの！　しかも、恋れん子こちゃんや泥どろ棒ぼう猫ねこな雌犬の前で、こんなにみっともなく……。ああ、これはこれで……。

　ゾクゾクするものを感じながらも、ふと耶や宵よいは思った。

　案外、この状況を利用するのも面白いのではないか、と。

　――こんなふうに何度も兄様を困らせて彼女たちを幻滅させるもよし、テリトリーの我が家で彼女たちを陥おとしいれて印象を悪くさせるもよし、ですの。

　耶宵は邪悪な笑みを抑え込みつつ、しゅんとして見せながら、

「兄様、恋子ちゃんたちも、ごめんなさいですの。せっかく来てくれたのに、ついカッとなって帰ってなんて言ってしまって……」

　と申し訳なさそうに言った。

　夕ゆう也やはホッとしたように起き上がって、

「え、いや、まあ、わかってくれたんならいいんだけど……」

「本当にごめんなさいですの」

「いや、気にしなくても。じゃあ、とりあえず、みんなで朝ご飯にしようか」

「……ご飯！」

　嬉うれしそうに、ゆすらが笑った。

「えー、そんなー、申し訳ないですよー。遠慮なく頂きますけど！」

　恋子も、悪びれもせずに言う。

　そんな中、耶宵はニヤリと笑いながら、先に部屋を出た三人に続いたのだった。



　　　＊



　かなり高性能な望遠鏡を目から離して、琴こと音ねは呆あきれ気ぎ味みにため息をついた。

「もう、帰宅しない部というより、まるでハーレム部だわ」

　朝っぱらから女の子三人が火花を散らしている柊木ひいらぎ家から少し離れた高層マンションの一室である。

　金曜日に、恋子やゆすらと別れた後に手配させた部屋だった。なので、普通の四人くらいの家族が悠々生活できるであろう広さの室内は、家具も家電も生活感もほとんど皆無の殺風景な状態だった。

　そんな部屋のベランダに設置した望遠鏡を、琴音は昨日から度々覗のぞき込こんでいるのだった。言うまでもなく、望遠鏡の照準は柊木家の窓に合わされている。

「それにしても……、やっぱり音声がないのは寂しいわ。盗聴器とか、あの家に忍ばせる方法はないかしら……？」

　口元に人差し指を当てるようにして、琴音は小首を傾かしげた。

　そして十秒以上固まったまま考え続けて、

「……突撃してみようかしら」

　ぽつりとつぶやいた。

　口に出してみると、案外妙案のような気がした。従姉弟いとこという間柄なのだから、特に両親が不在という現状では、生活に協力するという建前で訪ねていってもおかしくはない。

　――うふふ、何より、羨うらやま……いえ、直接行って引っかき回した方が面白くなりそうだもの。

　琴こと音ねは携帯電話を取り出して、執事の名を選んで通話のボタンを押した。

「鮫さめ島じま、これから言うものを大至急用意してちょうだい。まず、盗聴器を一〇個ほどと、受信機を」

『盗聴器にも色々種類がございますが。個人的には、コンセントに直接差し込む三角タップ型が目立たない上に動力も確保できて半永久的に稼働可能な点からお薦めです』

「あらあら、じゃあ、それでお願いするわ。それと、何か手て土産みやげも欲しいから……適当にお肉でも見繕ってもらえるかしら。最近は夕ゆうくん、お料理もするそうだから、ブロックのままの方が喜ぶかしら？」

『かしこまりました。すぐにお嬢様のお手元にお届けいたしますので』

「お願いするわね」

　そして電話を切ると、うふふと微笑ほほえんで、琴音はまた望遠鏡を覗のぞき込こんだ。
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　トーストにミルク、生野菜のサラダと焼いたソーセージと椎しい茸たけやほうれん草などの野菜とチーズをたっぷり包み込んだオムレツ。そして、優しい味のコンソメスープ。

　起きるのが苦手なわりに、夕ゆう也やは朝食も手を抜かない。

　そして、それらの料理は大好評のうちに女の子たちの胃袋に収まった。

　もともと耶や宵よいという食欲魔神を抱えているため、主食はそれなりの量を用意するのが柊木ひいらぎ家の常である。にもかかわらず、食事の途中、食パンが足りなくなって夕也が追加分を買いに出なければならないほどの好評ぶりだった。

　そんな朝食をすませ、後片付けを終え、リビングに移動してだらけることしばし。

「ねえ」

　と口火を切ったのは恋れん子こだった。

「一昨日のことなんですけど……」

　しかし、恋子が言いかけた矢先、耶宵がパンと手を打って、

「あ、そうですの。何か飲み物でも淹いれますの」

　そう言って立ち上がった。

「兄様、コーヒーと紅茶、どっちにしましょうか」

「そうだなあ……。ええと、二人はどっちがいい？」

「……？」

　ゆすらは首を傾かしげている。もしかしたらコーヒーを飲んだことがないのかもしれない、と思って夕ゆう也やは視線を恋れん子こに向けた。

「恋子は？」

「コーヒーで」

　いきなり話の腰を折られた恋子が、若干イラッとしたものを含んだ口調で答えた。

「だってさ」

「わかりましたの」

　ガチャッとドアを開けて、耶や宵よいはリビングを出ていった。パタパタとスリッパの足音がドアの向こうで遠ざかっていく。

「で、一昨日なんですけど……」

　気を取り直して恋子が口を開くが、しかし。

　パタパタ、ガチャ。

「コーヒー豆がブラジルとコロンビアとキリマンジャロの三種類ありましたの。どれになさいますの？」

「別にどれでもいいです」

　言いつつ、恋子はさらにイラッとした顔をする。

「兄様はいつもはどうなさってますの？」

「四対三対三でブレンドするけど」

「そうでしたの？　では、それで淹いれますの」

　耶宵はそう言い残して、またキッチンへと向かった。

「もう、普段やってないことがバレバレです……」

「あ、あはは。まあ、確かにいつもは僕がやるけど。きっとゆすらと恋子の前で女の子っぽいってところを見せたいんだと思うよ」

「付け焼き刃というか、生なま兵びよう法ほうというか……」

　やれやれ、と恋子が肩をすくめる。

「それで、何？」

「あ、はい。一昨日の夜に……」

　パタパタ、ガチャ。

「お砂糖とミルクは……」

　恋子は額に青筋を浮かせて立ち上がった。

「耶や宵よいちゃん、わざとやってますよねッ!?　あたしに話させる気、ないですよねッ!?」

　対して耶宵は涼しい顔を崩さない。

「ホホホ。あらあ、そんな、まさか。勘ぐりすぎですの、恋れん子こちゃん」

　困ったように苦笑しながら、夕ゆう也やは、

「ええと、砂糖なら右の戸棚の一番上だから。ミルクを入れるのにちょうどいい入れ物も一緒に入ってると思う」

「はい、ですの」

　耶宵が姿を消し、今度こそはと恋子が喋しやべろうとしたその瞬間。

　今度は来客を告げるチャイムが鳴った。

「もう、なんなんですか――――ッ！」

　切れかけた恋子を「まあまあ」となだめながら、夕也は応対に出ようと腰を上げた。その後ろには、いつものようにゆすらがくっついてきて、不機嫌そうな顔の恋子も後に続いたのだった。
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　柊木ひいらぎ家に訪れたのは、琴こと音ねだった。

　着ているのはワンピースだったが、恋子の可愛かわいらしいそれとは対照的に、落ち着いたベージュの、ややおとなしめなデザインだった。

　が、大きく開いた胸元はスニーカーのようにジグザグに紐ひもを通した、いわゆるレースアップになっており、着ている人間の特性も相まって、全然おとなしくないことになっていた。主に谷間的に。

　玄関のドアを開けるなり、夕也は一瞬起伏が激しすぎる谷間に目を奪われて顔を赤らめ、次に目を逸そらして顔をしかめた。

　夕也についてきたゆすらと恋子も、キッチンからやってきた耶宵も、来訪者の圧倒的すぎるおっぱいオーラに、それぞれ感嘆のため息をつくなり、顔をしかめるなり、舌打ちをするなり反応していた。

「……何しにきたの」

「あらあら、そんな邪険な扱い、悲しいわ」

「だって、立場上は敵だしさ」

「うふふ、立場の話をするなら、親戚でもあるでしょう？　ご両親が家を空けていると聞いて、お手伝いをしようと思って来たのよ」

　そして琴音は、はい、と手にしていた袋を重そうに差し出した。

「何これ」

「……肉の匂においがする」

　鼻をクンクンさせながら、ゆすらがつぶやいた。

「まあ、さすがね。正解、お肉よ。近おう江み牛ぎゆうのリブロースのブロック、二キロ」

「はあっ!?　それって、すごい高いんじゃないの!?」

「それほどでもないわ。もう、夕ゆうくんったら大おお袈げ裟さなんだから」

「いやいやいやいやいや、日本三大和牛に数えられる牛だし！」

「でも、Ａ５って言っていたから、五番目とかでしょう？　一番じゃないもの」

「最高級だよ――――ッ！　およそ市場に出回ってるお肉でこれ以上のものなんかないって代しろ物ものだよ！」

「あらあら、そうだったの？　だったらよかったわ」

　夕ゆう也やは琴こと音ねから袋を受け取って、中を覗のぞき込こんだ。包み紙に覆おおわれてはいるが、なるほど、確かにその塊は肉であるらしく、すさまじい存在感を放っていた。

「本当はサーロインとか、もっといいところが欲しかったのだけれど、思いつきで急に手配させたからこれしか手に入らなかったの」

「いやいや、リブロースも相当いいところなんですけど。むしろ、肉の風味が一番楽しめるって言う人もいるくらいなんですけど」

　ちなみにサーロインとリブロースは部位的におとなりに位置する。唯一『サー』の称号がつくサーロインが肉質は上とはされているが、リブロースも厚みがあって霜降りが入りやすい部位であり、美お味いしい肉であることに変わりはない。



    

  
    
      



    

  
    
      「あら、そうなの？　うふふ、喜んでもらえたのなら嬉うれしいわ」

「あー、うん。むしろ高級すぎて恐縮だけど……ありがとう……」

「……」

「……」

　しばしの沈黙。

「ええと、帰る気はない……？」

「まあ、夕ゆうくん、どうしてそんな冷たいことを言うの？　それとも、もう周りにたくさん女の子がいるからお邪魔だって言うの？　悲しいわ」

「まあ、お肉をもらっておいて帰れっていうのはあまりに無慈悲ですよね。上がってもらえばいいんじゃないですか？」

「……がう。肉はいいものだ。おっぱいさんを見直した」

「あら、かばってくれるのね。嬉しいわ。でも、おっぱいさんって呼ばれるのはちょっと複雑だわ……」

「っていうか、まるで自分の家のようにそんなことを言うのもいかがなものかと思いますの。まったく、厚かましい……」

「耶や宵よいちゃん、何か言った？」

　じろりと横目で睨にらむ恋れん子この視線をさらっと受け流して、耶宵は、

「いいえー、別にー、ですの」

　と、わざとらしくしらばっくれて微笑ほほえんだ。

「兄様、とりあえずそのお肉を冷蔵庫に入れてきますの」

　言いつつ、耶宵が夕ゆう也やから肉の袋を受け取ろうとする。

「あ、いや、冷蔵庫には入れないでいいよ。そのままテーブルの上に置いといて」

「はい？　いいんですの？」

「うん。こんなブロックを使うことって滅めつ多たにないし、ドカンと丸々使ってローストビーフを作ろうと思うんだ。冷蔵庫に入れちゃうと冷えて火の通りが悪くなるから」

「え、夕くん、これを全部焼く気なの？　二キロもあるのに」

「どうせ琴こと姉ねえも早々に帰る気はないんでしょ？　耶宵もゆすらもよく食べるし、五人もいれば食べ切っちゃうと思うよ」

「……肉を焼く!?　ユウ、早く！　早く食べよう！」

　ぐっと夕也の服を掴つかんで、テンションを一気に上げたゆすらがせがんだ。

「え？　いやいやいや、朝ご飯食べたばっかりじゃない。それに、材料を買ったり料理する時間とかもあるから、食べるなら晩ご飯だよ」

　がーん、という効果音が聞こえてきそうな顔で、ゆすらが愕がく然ぜんとする。

「……待ちきれない」

「ええー、困ったな……。あのね、お腹おなが空すいてから食べた方が美お味いしいよ？　空腹は最高のソースって言うしね」

「……！　美味しい……。どうせなら、美味しい方がいい……」

「でしょ。まあ、ほら、お肉は逃げないから、楽しみはとっておこうよ」

「………………がう」

　我慢を噛かみしめるように、ゆすらはうなずいた。

「とりあえず、立ち話もなんですからリビングへどうぞ、ですの。琴こと姉ねえ様」

「うふふ、ありがとう、耶や宵よいちゃん」

「兄様たちも。もうコーヒーもできたと思いますの。このお肉を置いたら、すぐに持っていきますの」

　耶宵はそう微笑ほほえんで、キッチンへと姿を消した。
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　キッチンに入るなり、耶宵の顔から微笑みは消えた。

　――まったく、次から次へと……。今日はどうなってますの……？

　どん！　と肉をテーブルに置き、思考を巡らせる。

　――いいえ、これが偶然のはずはありませんの。金曜には、あの三人は揃そろって私を尾行していましたもの。つまり、これも琴姉様の作戦ですのね……。

　頭の冷却は数秒で切り上げ、耶宵はコーヒーを出す準備に取りかかった。コーヒーカップを人数分並べ、コーヒーを注つぐ。それらをトレイに載せて、ミルクポットと小鳥を象かたどった可愛かわいらしい砂糖壺つぼも一緒に載せた。

　――うふふ。いい機会ですから、また兄様の周りをウロチョロし始めた琴姉様にも思い知って頂きますの。

　普段浮かべる清せい楚そで可か憐れんな微笑みとは似ても似つかない邪悪な笑みを口元に、耶宵は戸棚から下剤の瓶を取り出した。

　――こんなこともあろうかと用意しておいたこの超強力下剤で、無ぶ様ざまにお腹を下して悶もだえ苦しみやがれ、ですの。

「うふふふふふふふふふふ」

　つい漏らしてしまった笑い声に、すぐ側そばから、

「……何が面白い？」

　突如そう声をかけられて、耶宵は心臓が飛び出そうなほど驚いた。

　反射で飛とび退のいて、持っていた下剤を後ろ手に隠した。

　見れば、肉の塊を前に、首だけ耶や宵よいの方に向けているゆすらがいた。

「ど、どうなさいましたの……？」

　口元を引きつらせつつ訊きくと、

「……肉を見にきた」

　――意味がわかりませんの！　なんなんですの、この人ッ！

　理不尽なものを目一杯感じつつも、それを隠すように耶宵は無む理り矢や理り微笑ほほえんだ。

「いえ、コーヒーが美お味いしくできたと思って、思わず笑ってしまいましたの。……あ、そういえばティースプーンを忘れていましたの」

　言いながら、戸棚の引き出しを開けて、スプーンを取り出しつつ下剤を引き出しの中に隠し、閉めた。

　――不審に思われたかもしれませんの。とにかく、この下剤を見つけられてはまずいですし……一度、キッチンから連れ出さなきゃ、ですの。

「お肉ばかり見ていても仕方ありませんの。コーヒーも淹いれましたし、みんなのいるリビングへ戻りましょう？　ですの」

　ゆすらはまだ未練がありそうだったが、後ろ髪をかなり強烈に引っ張られながらも、

「……がう」

　とうなずいた。

　安あん堵どしつつも計画の失敗に苛いら立だちつつ、トレイを持って、「さあ」とゆすらを急せかしながら、耶宵はキッチンを出たのだった。
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　耶宵の淹れてきたコーヒーが、全員に行き渡った。

「ありがとう、耶宵」

　そう言いつつ、夕ゆう也やはブラックのままでカップを口に運んだ。

　それをじっと見ていたゆすらは、同じように何も加えず、おそるおそるなめるように味を確かめ、その苦さに「うへっ」的な渋い顔で舌を出した。そしてカップをソーサーの上に戻し、要らない、とばかりにカップをテーブルの中央に押しやった。

「あはは、口に合わなかった？」

　うなずくゆすらが押しやったコーヒーに、夕也は砂糖を二杯ほど加えてよくかき混ぜ、さらにたっぷりのミルクも入れて、ゆすらの前に置いてやる。

「これで甘くなったよ」

　夕也の言葉に、ゆすらは怖こわ々ごわともう一度コーヒーをなめ、今度はパッと顔を綻ばせた。

「美お味いしい？」

「がう！」

　元気よく返事をして、ゆすらはふーふーと息を吹きかけながら、もう一口コーヒーを口に含んだ。

「あらあら、優しいのね、夕ゆうくん。わたくしも夕くんにお砂糖を入れてほしいわ」

「自分で入れればいいじゃない」

「もう、素っ気ないのね。悲しいわ」

　そんなやりとりをする夕ゆう也やを、恋れん子こが恨めしげに睨にらんでいた。

　耶や宵よいは耶宵で、嬉うれしそうにコーヒーを啜すするゆすらにちらりと憎ぞう悪おの目を向けた。

　が、耶宵はそんなネガティヴな表情は一瞬で消し去り、ねだるような声で、

「兄様、私のコーヒーにもお砂糖とミルクを入れてほしいですの」

　その瞬間、夕也の心にゲリラ豪雨並みの勢いで妹が可愛かわいいという思いが降り注ぎ始めた。

　夕也をまっすぐに見つめる、期待に満ちた、揺れる大きな瞳ひとみ。

　その瞳をふわっと飾る、黒くクセのない前髪の柔らかさ。

　オフショルダーから覗のぞく細い肩の白さ。その下には、中学生としては破格の、琴こと音ねと同じ血をがっつり感じさせるふくらみ。

　こんなに可愛い妹からお願いをされて、断ることなどできるはずがあろうか。

「え？　耶宵まで何を言い出すの。まったく、甘えん坊なんだから」

　デレッとした苦笑でそう言いながら、夕也は言われるがままに耶宵のコーヒーにも砂糖とミルクを入れてやる。

「ありがとう、ですの。うふふ」

　勝ち誇ったように、耶宵は微笑ほほえんで一度ずつ恋子と琴音を見やった。

　が、恋子の顔からは悔しさはすでに消えていて、何かを観察するような真面目まじめなまなざしを夕也と耶宵に向けていた。

　そして、恋子がちらりと目め配くばせをするように琴音を見やる。

　琴音も、呼応するように小さくうなずいた。

　そんな二人のアイコンタクトには気づきもせずに、夕也は恋子へと顔を向けた。

「そういえば、琴こと姉ねえが来る前に何か言いかけてたよね」

「あ、そうでした。一昨日の晩は誰だれかさんがいなかったせいで酷ひどい目に遭あったんです！」

　恨めしげに、恋子は言った。そしてゆすらのコーヒーと同じくらい自分のコーヒーを甘くカスタマイズして、ゴクリと一口飲んだ。

「酷い目って？」

「ゆ、ゆ、幽霊に襲われそうになったんです！」

　いかにも凄すごいことを言った、という顔の恋子に対して。

　夕ゆう也やと琴こと音ねと耶や宵よいは口を揃そろえて「はあ？」と呆あきれ顔がおをした。

　ゆすらは我関せずで、甘いコーヒーを楽しんでいた。

「あーっ、信じてない!?　ひ、酷ひどいです！」

「頭は大丈夫ですの？　幽霊なんて、いるわけありませんの」

「また怖がってテンパって、何かを見間違えたんじゃないの？」

「またってなんですか！　ホントに出たんですっ」

　必死で訴える恋れん子こを「まあまあ」と琴音がなだめた。

「夕ゆうくんも耶宵ちゃんも、とにかく話を聞いてみましょう？　それが幽霊であるかどうかはともかく、何かに遭遇したことは確かみたいですもの」

「あ、なるほど、それは確かに」

「……？　夜の学校で何に遭遇するって言うんですの？」

「ああそうか、耶宵は知らないんだね。どうもね、ゆすらと恋子以外にも、夜の学校で生活してる人がいるみたいなんだ」

「はあ。学校で生活なんて、世の中、おかしな人がいるものですの」

「おかしな人って言われたです……。しかも、結局信じてないです……」

　恋子がうつむいてしゅんとなる。

「でもさ、ホントに幽霊だったってオチより、違ってたって方が恋子的にも嬉うれしいんじゃないの？　今後生活していく上でもさ。それに、もし違うんなら部員候補でもあるじゃない。説得できれば、だけど」

「それはそうですけど」

「さあ、詳しく話してご覧なさいな」

　うふふ、と笑って琴音が言った。

「ええと……夜中に、トイレに行こうと一般教室棟に行ったんです。そしたら……」

　恋子は言葉を切って、怖さを思い出したのか自分を抱きしめるようにしてガタガタと震え始めた。

「そしたら？」

　夕也にうながされて、恋子は、

「き、聞こえてきたんですよ！　廊下の先の闇やみの中から、カラカラ、カラカラってストレッチャーのキャスターが転がる音が！」

「ふーむ。琴こと姉ねえ、うちの学校の保健室ってストレッチャーはある？」

「ええ、確か高等部には三台ほど備品があったと思うわ」

「じゃあ、まだ現実的にありうる範はん疇ちゆうだね。ところで、ゆすらはその幽霊は見てないの？」

「……？」

　コーヒーを飲み干して、ゆすらは首を傾かしげた。

「……そんなことより、おかわり」

「本当に自由な人ですの……」

「だね」

　夕ゆう也やはゆすらからカップを受け取り、「ちょっと待ってね」と立ち上がってキッチンへ向かった。余っていたコーヒーをカップに注つぎ、リビングに戻ってまた砂糖とミルクを入れて、ゆすらに手渡す。

「で、ゆすらは見てないの？」

「……知らない」

「一昨日はゆすら先輩はそのとき部室にいなかったんですよ。だから、あたし一人で行ったんです」

「そっか。てっきりゆすらに一緒に行ってもらったと思ってたんだけど……」

「……昨日はついていった。恋れん子こは仲間だから、ボスの私は面倒を見る」

「あれ、ゆすら、恋子のことを名前で呼ぶようになったんだ」

「がう。仲間のことは尊重する」

　この二人があまり噛かみ合あっていないように見えていた夕也にとっては、少し意外だった。

　――もしかしたら、僕がいない時間があったからこそ二人が仲良くなったのかな。

　そう考えれば、夕也としても後ろめたさや申し訳なさが少しは和らぐような気がした。

「恋子ちゃん、まさかまだ一人でトイレに行けませんの？」

「なっ、違いますーっ！　ずっと一人で行ってたんですーっ！」

　しかし、耶や宵よいは白い目で恋子を見ている。

　恋子はその視線に「うっ」と怯ひるんで、

「……た、たまたま、一緒に行ってくれる人がいる日は甘えちゃうだけですっ」

「あら、そうなんですの？　でも、それでも充分お子様っぽいと思いますの」

　そう言って微笑ほほえんだ耶宵は、完全に獲物をいたぶる猫の目をしていた。

「……私の仲間を悪く言うな。恋子はお子様じゃない。ただ、夜に一人でトイレに行くのが怖いだけ」

「フォローになってないです――――ッ！」

　血の涙でも流しそうな勢いで、恋子が魂の雄お叫たけびをあげた。

　が、ゆすらは恋子の剣けん幕まくなどどこ吹く風できょとんとしている。

「恋子、落ち着いて。みんなも、脱線しすぎだよ」

「うふふ、それはそれで楽しいわ。でも、幽霊の話も気になるものね？　話を続けてくださらない？」

「ううっ、なんか色々納得いかねーですけど……、とにかく、暗い学校の廊下で、ストレッチャーを動かすカラカラって音が近づいてきて、今度はうめくような声も……！」

「それは恋れん子こじゃなくても怖いかもね。ただでさえ夜の学校って不ぶ気き味みで怖いし。で、肝心の相手の姿は見たの？」

「見たです！　白衣を着た、髪の長い女だったです！　誰だれかを縛りつけたストレッチャーを押しながら、どぎつい真っ赤な唇がにいって笑ったんですよ！　これはきっと、あそこに病院が建っていた頃ころに起きた悲しい事件とか悲惨な出来事とか、そういう深い因縁があるに違いないんです！」

「まあ確かに、病院跡地に建った学校とかでは看護婦の幽霊とかは怪談の定番だけど」

「でも、おかしいわねえ」

　琴こと音ねが首を傾かしげた。

「あそこの土地は江戸時代から秋あき月つき家のものなのだけど、病院が建っていたことがあるなんて聞いたことがないわ」

「え」

　びっくりした顔で、恋子が固まった。あっさりと持論を覆されて、ポカンと口を開けたまま愕がく然ぜんとしている。

「まあ、状況だけ聞いてると、恋子が幽霊だと思ったのも無理はないかもね。たぶん、僕も夜の学校でそんな人を見かけたら同じように思っちゃうかもしれない。でも、琴こと姉ねえの話によると、僕らの学校に看護婦の幽霊がいる因果関係は否定されたわけだから、本物の幽霊である可能性はかなり低くなったと考えていいんじゃないかな」

「兄様。ですから、最初から幽霊なんて可能性は考えるだけ無駄ですの。このご時世に、非科学的にもほどがありますの」

　夕ゆう也やは曖あい昧まいに苦笑した。

　何しろ、魔法などというものの存在を目まの当あたりにした経験があるのだ。

　剥はく製せいの熊に仮かり初そめの命が吹き込まれる瞬間を。

　そのせいで、非科学的なものを即座に否定することができなくなってしまっている。

「うふふ、もしかしたら、夕ゆうくんたちと同じような学校に住みついた生徒かもしれないわね。まったく、困ったものだわ。いったい何人が夜の学校に居座っているのかしら」

　微笑ほほえみの裏側で、琴音はその人物をどうやって追い出すか考えているのだろう、と夕也には容易に想像できた。

　――先を越されるわけにはいかないな。もし幽霊じゃないなら、なんとか琴姉より先にその人物と接触して、仲間になってくれるように説得しないと。

「あらあら、うふふ」

　いつものように、穏やかに微笑む琴音と目が合った。

　琴音が夕也の考えていることを見抜いているのは、どうやら確定のようだった。

　――琴姉に出し抜かれるわけにはいかない。逆に、どうやって出し抜くべきか……。

　そう考えながら、夕ゆう也やも琴こと音ねに微笑ほほえみを返した。
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　お昼には野菜炒いためがほぼ丸々乗った野菜たっぷりタンメンを作って食べ、その後もダラダラとお茶を飲んだりお喋しやべりをしたりローストビーフに使う薬味や野菜を近くの商店街に買いに行ったりして過ごすこと数時間。

　そろそろ夕方という頃ころになって、夕也はいよいよローストビーフ作りに取りかかった。

　二キロの牛肉の塊は、包装を解ほどかれるなりその大きさで一同の度肝を抜いた。

　美しい赤と白のコントラストは、調理する前から美お味いしそうに見える。むしろ、色っぽくさえあった。

「さて、と」

　夕也はやる気満々で腕まくりをした。

　まず、オーブンに火を入れる。

　そして、オーブンが温まるまでの時間を使って、タマネギやニンジン、ピーマン、セロリなどをザクザクと切っておく。他ほか、包丁の腹で潰つぶしたニンニクや薄切りにしたショウガなどなど。

　次いで、肉の塊に塩と胡こ椒しようをすり込んでいく。

　その様子を、ゆすらが大興奮で見つめていた。まるで大スペクタクル映画でも鑑賞しているようなテンションである。

　そして恋れん子こと琴音と耶や宵よいの三人は、料理の様子をというより、ゆすらのハイテンションぶりを位置的にも心情的にも引き気ぎ味みで見守っていた。

「この大きさだと、たこ糸で縛っておかないと形が崩れちゃうかな」

　ぐるぐると、夕也は手て際ぎわよく肉の塊にたこ糸を巻いていく。夕也がギュッとたこ糸を引っ張るたびに、糸は肉に食い込んでいく。

「まあ、夕ゆうくんったら、こんな特技も持っていたのね……。あらあら、あんなに手際よく縛って……」

「あのほどよい食い込み具合……なんだか、ちょっとドキドキしますの……」

　約二名が、ほんのりと頬ほおを染めて、若干悩ましいため息とともにつぶやいた。

「変態……！　変態っぽい人たちがいます……！　いったい今ので何を想像したっていうんですかっ！」

　が、琴音と耶宵は一瞬でケロッとした顔に戻って、

「それはもちろん、焼き上がったローストビーフの姿よ？　あんなにサシが入っているんだもの、きっととってもジューシーで美味しいわ」

「そうですの。恋れん子こちゃんこそ、私たちが何を想像したと思ったんですの？」

「なっ！　そ、それは……その……」

「うふふ、お顔が真っ赤よ？」

「恋子ちゃんったら、いやらしいですの」

「は、はめられたです――――ッ!?」

　そんな外野の喧けん噪そうをよそに、夕ゆう也やは柊木ひいらぎ家にある一番大きな中華鍋を火にかけた。火力を最大にして中華鍋を熱していく。

「いやあ、これだけ大きいと表面を焼くだけでも大仕事だね」

　言いながら、夕也は肉の塊を持ち上げ、熱くなった中華鍋に置いた。途端にジューッという音とともに、肉と脂あぶらが焼ける香りがキッチン内に充満する。

「……いい音、いい匂におい！」

　ゆすらの興奮はさらに高まったらしく、まるでライブ会場で激しい曲に乗るように、身体からだを揺らしたりピョンピョン跳びはねたりし始めた。

　夕也はこまめに肉の焼く面を変えて、すべての面に焼き色がつくと、今度はオーブンで温めておいたオーブン皿に切っておいたタマネギを敷き詰めた。その上に肉を置き、周囲にこれまた切っておいた野菜を盛って、そのままオーブンへと放ほうり込んだ。

「よし、あとは一七〇度でじっくり焼き上げる……！」

　夕也が額の汗を拭ぬぐいながらいうと、いつしか作業に見入っていた周囲の面々も感嘆の息を漏らした。

「……じっくりはどのくらい？　五分？」

「ゆすら、早く食べたいのはわかるけど、せっかちすぎるよ。そうだなあ、一時間強くらいかな。お肉のコンディションにもよるからハッキリは言えないけど、途中で一回ひっくり返そうとは思うから、その時点でもう少し正確な時間がわかると思う」

「……一時間。そんなに」

　愕がく然ぜんとした顔で、ゆすらは数歩よろめいて後あと退ずさった。

「そんな大おお袈げ裟さにショックを受けなくても。それに、実際に食べられるのは、焼き上がってから三〇分後くらいだよ」

「……そんな」

「いやだって、あんなに大きな塊なんだから、そりゃあ時間もかかるよ」

「……がう」

「じゃあ、焼き上がるまでにお米研といだりしちゃおうかな」

　こうして、夕也の料理ショーはいったん幕を閉じた。
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　そして、およそ一時間。

　背中に女の子たちの歓声を受けながら、夕ゆう也やはオーブンからオーブン皿を取り出した。その上に載った肉の塊に鉄串を差し込み、何秒か待ってから抜き取って、串の温度を唇に当てて確認する。

　――確か、ほんのりと温かいくらいがちょうどいい火の通り加減……うん、まさにそんな感じだ。

　どうやら火を通しすぎずにすんだらしい。そのことにホッとして、夕也はすぐさま取り出した肉の塊をアルミホイルで包み始めた。

「何をしてるんですか？」

　恋れん子この質問に、夕也は作業の手は休めることなく、

「最後の仕上げだよ。こうしてアルミホイルで包んで三〇分くらい置いておくんだ。熱を均等に行き渡らせるためにね。これをやらないと肉汁が安定しないんだってさ。料理本に書いてあった」

「兄様が料理のことで本を参考にするなんて、最近では珍しいですの」

「そりゃあ、何回か作れば覚えるけどさ、ローストビーフなんて初めてだし」

　夕也は肉をアルミホイルで巻き終えると、大皿にどんと載せた。そして、オーブン皿に赤ワインをかけながら野菜をこそげ落として、中華鍋へと移していく。

「夕ゆうくん、その野菜はどうするの？」

「ソースに使うよ。このあと、アルミで巻いた肉から出た肉汁がお皿に溜たまるから、その肉汁をこの鍋に入れて一緒に煮るんだ。で、味を調えて漉こせば美お味いしいグレービーソースのできあがり」

「なんか本格的です！　これは、ゆすら先輩じゃなくてもテンション上がりますね！」

「……早く食べたい」

　恋する乙女のような顔で今にもよだれを垂らしそうなゆすらに、なんとなく全員がほっこりと和なごむ。

「兄様、一段落ついたなら、お風ふ呂ろはいかがです？　もう沸いてますの。ずっとオーブンの前にいて汗もかいてるでしょうし」

「ホント？　助かるよ、耶や宵よい。さすがにオーブンに火が入ってる間は離れるわけにもいかなかったしさ」

「はい、ですの。今、タオルを用意しますの」

「えっと、そういうわけで、ちょっと失礼。ゆすら、まだ食べちゃダメだからね」

「……がう」

　夕也と耶宵は揃そろってキッチンを出ていった。

「あらあら。まあ、そうよねえ。オーブンの様子を見ながら、ポテトサラダを作ったりスープに使うワカメを戻したり、ずっと動き回っていたもの。汗もかくでしょうし、お風ふ呂ろにも入りたくなるわよねぇ」

「ですね。……ゆすら先輩、お肉に手を出さないように見張ってた方がいいですかね」

「あら。彼女なら、キッチンから出ていったわよ？」

「え？　い、いつです？」

「たった今、かしら」

「えー。ゆすら先輩がお肉を放置して……？　そんなこと、天と地がひっくり返ってもありえな……あっ、まさかっ！」

「どうかしたの？」

「ゆすら先輩には、おに……じゃなくて、ええと……」

「うふふ。お兄ちゃんでいいじゃない。昔はそう呼んでたんでしょう？　調べはついているのよ？」

「う、う、うるさいです。あんなシスコンは先輩で充分です！」

「もう、強情ねえ。で、夕ゆうくんがどうしたのかしら？」

「そうでした！　ゆすら先輩には、仲間と一緒にお風呂に入ると言って、おに……先輩をドラム缶風呂に引きずり込んだ前科があるんですッ！」

「まあ」

　琴こと音ねは腕を組んで何ごとかを考え始めた。

「何のんびりしてるんですか！　ゆすら先輩、お風呂場に素すっ裸ぱだかで突撃してるかもしれないんですよ!?」

「うふふ。わたくしも、しちゃおうかしら」

「はあッ!?　な、何をですか!?」

「もちろん、お風呂に突撃を、よ」

「生徒会長がトチ狂ったです――――ッ!?」

「少し落ち着きなさいな。これはチャンスなの」

「何のチャンスですかッ！　い、い、淫いん乱らん！　変態！　見損ないました！」

「もう、いいから聞いてちょうだい。いい？　夕くんが入っているお風呂に女の子が乱入するなんて、耶や宵よいちゃんにとっても看かん過かできない事態でしょう？」

「当たり前じゃないですか！」

「だから、耶宵ちゃんがどう動くのかを見られるでしょう。ねえ、これは耶宵ちゃんに変な力があるのかどうかを検証するチャンスなのよ？」

「えっ？　あ、えーと……」

「今日の耶宵ちゃんを見ていると、あえてわたくしたちを泳がせているようにも見えるわ。でも、大好きな夕ゆうくんがお風ふ呂ろ場ばで女の子に囲まれていたら、さすがに耶や宵よいちゃんだって本気で邪魔者の排除に動くはず。そうは思わない？」

「……え、ええ？　なんだか、わかるようなわからないような理屈です……」

「っていう口実。うふふ、お風呂場で夕くんを誘惑しようなんて、そんな勝手はさせないわ。お肌の勝負なら、この胸がある分、ダントツでわたくしが有利なはず……！」

「本音がダダ漏れです――――ッ！」

「あら。…………。冗談よ」

「全ッ然冗談に聞こえないんですけど!?」

「まあ、別に無む理り強じいはしないわ。ここでお留守番をしているのも立派な選択肢の一つですもの。負けないわ、夕くんを下僕にするのはこのわたくしよ……！」

　ほほほと笑いながら、件くだんのバストをこれ見よがしに揺らしながら、琴こと音ねは優雅な足取りでキッチンを出ていった。

「……」

　夕ゆう也やが誘惑される。あの規格外のおっぱいに。

　その様をかなり微に入り細を穿うがち想像して、恋れん子こは顔を真っ赤に染めた。

　そして。

「ちっ、違います！　これは、帰宅しない部の存亡に関かかわる問題だからあたしも無視はできないだけで、あんなシスコンが従姉いとこにおっぱいで何をされようが妹と爛ただれた昼メロ的関係を構築しようがゆすら先輩と野生動物的に理性を捨て去る展開になろうが関係ないのであってお風呂で鉢合わせなんてマンガでは定番ですしそんなフラグまで立ったらちょっとアレな気はしますけどそれ以前に極限ムカツクから突撃です――――ッ！」

　支離滅裂なことを口走りながら、不ふ埒らちな生徒会長をダッシュで追いかけたのだった。
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　バスタオルを手に、耶宵は脱衣所に入った。

「兄様。バスタオル、カゴのところに置いておきますの」

「ありがとう」

　兄の声が、磨すりガラスの中折れ戸一枚を隔てた浴室から聞こえてくる。

　――うふふ、優越感ですの。ここまで踏み込めるのは家族の特権。あの女たちには、この臨場感は味わえませんの……！

　そうして耶宵が悦に入いっていると。

　からり。

　脱衣所と廊下を隔てる戸がいきなり開けられた。

「え？」

　耶や宵よいが振り返ると、そこにはゆすらの姿があった。

　全裸の。

「――――ッ!?」

　長く艶つややかな黒髪が、健康的な白さの肩にかかって流れている。その下にある、小ぶりながらも確かな膨らみが女の子らしさを主張していた。

　しなやかで引き締まった、野生の狩人かりゆうどを思わせる体つきには、荒々しさのようなものを秘めた独特の美しさがあった。

　が、それ以前に、廊下に脱ぎ捨てられた衣服や、ためらいなく全裸になるという行為が、色々アレな部分を際きわ立だたせてすべてを台無しにしていた。

「ちょっと、貴女あなた。なんのつもりですの？」

「……ユウは仲間。仲間と一緒にお風ふ呂ろ」

「はあ？　そんなこと、許すはずが……」

　耶宵がゆすらの肩を掴つかもうとした、その瞬間。

「ちょっとお待ちなさいっ！」

「ちょっと待つです――――ッ！」

　琴こと音ねと恋れん子こまでもが、脱衣所に突撃してきた。

　それぞれ、バスタオル一枚という姿で。

「なッ!?　琴こと姉ねえ様と恋子ちゃんまで、そんな格好で何を考えていますの!?」

「耶宵ちゃん、仕し舞まってある場所変わってなかったんで、バスタオルを借りました！」

「うふふ、ごめんなさいね、ちゃんと洗って返すから」

　耶宵の目の前で起こりつつある事態は、完全に想定外だった。

　――まさか、ここまでやるなんて……！　少し甘く見ていましたの……。

　耶宵はぐっと唇を噛かんで、全裸に次いで突入してきたバスタオル組のプロポーションを睨にらみつけた。

　恋子の胸はゆすらのそれより明確にスモールサイズで、もはや憐あわれむレベルではあったものの、バスタオル越しでもわかるくらいに腰がキュッとくびれていた。さらにそのラインは美しさを保ったまま下へと続き、行き着いたお尻しりはこれまた芸術的なまでの、女の耶宵でさえも惚ほれ惚ぼれするほど美しい卵形をしていた。

　琴音はといえば、わかっていたことではあったが、バスタオルに収まっているのが奇跡に思える豊かさである。

　そしてミニスカート以上に短いバスタオルから伸びるふともものむっちり感や長い脚のラインは、胸を抜きにしても男の目を惹ひきつけるであろうことは疑いようがなかった。

　ゆすらは一度恋子と琴音を振り返りはしたものの、さして興味は示さずに、思いっきり磨すりガラスの浴室への中折れ戸を開け放った。

「な……ちょ、ゆすら!?　な、何やってんの!?」

　浴室から、悲鳴に近い夕ゆう也やの声が聞こえてきた。

「後れをとったわ。木き滝たきさん、突っ込みますよーっ！」

「ううう……もうどうにでもなれです――――ッ！」

　恋れん子こと琴こと音ねも、ゆすらを追いかけるように浴室へと飛び込んでいく。

「ＢＡ――――ッ！」

　もはや言葉として意味をなしていない夕也の叫び声が聞こえてきた。

「くっ、兄様……！」

　焦った耶や宵よいはパンツを脱ぎ、そしてオフショルダーのチュニックやその他の衣類も勢いに任せて脱ぎ捨てた。

　琴音ほどではないにしても、中学生としては破格の大きさを誇る胸がふるんと揺れた。

　そして、兄のために持ってきたバスタオルを身体からだにギュッと巻き付ける。

　――どいつもこいつも、破は廉れん恥ち極まりないですの……っ！　あんな泥どろ棒ぼう猫ねこどもに好き勝手させてはおきませんのッ！

　そういう建前を胸に、耶宵もこれから浴室で起こるであろう兄を巡る戦乱に身を投じた。
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　――脱衣所が騒がしいな……。

　そのことに若干の不安を感じながらも、夕ゆう也やは浴槽から出ようと腰を浮かせた。

　が、まさにその瞬間、夕也の不安はあらゆる常識的想定をぶち抜いて見事に的中した。

　ガラッと中折れ戸を勢いよく開けて、全裸のゆすらが浴室に飛び込んできたのだ。

「な……ちょ、ゆすら!?　な、何やってんの!?」

　慌ててタオルを手に取り、夕也は浮かせかけた身体からだを湯船の中に沈めた。

　浴室に充満する湯煙の向こうに見える、真っ白い華きや奢しやな肢体。

「……ユウ」

　ぺたぺたと、ゆすらが浴槽へと歩み寄ってきた。

　比較的裕福な柊木ひいらぎ家の浴室は、両親のこだわりからかなり広い。が、それでも浴室に数歩踏み入れば、もうそこは浴槽である。

　ゆすらは浴槽のすぐ側そばに立って、夕也へと手を伸ばした。

　凛り々りしい顔立ちに浮かんだ笑顔と、その口元に見え隠れするチャームポイントともいうべき牙きばのような八重歯。

　身体を隠そうともしない無防備さ。

　いつもの野性的な振る舞いからは想像しづらいほど細い肩。その上を流れていく黒髪。

　あまりに近い女の子の存在感に、脳が痺しびれ始めていた。

「後れをとったわ。木き滝たきさん、突っ込みますよーっ！」

「ううう……もうどうにでもなれです――――ッ！」

　そこへ、さらにバスタオル一枚を巻いただけの恋れん子こと琴こと音ねまでもが乱入してきた。

　ゆすらの全裸だけでさえ対処に困っている夕也の理性に対して、照れで顔を真っ赤にしている恋子の身体のラインや、今にもバスタオルからこぼれ落ちそうな琴音の胸や悩ましい脚がセクシービームの集中砲火を浴びせかけてくる。

「ＢＡ――――ッ！」

　その言葉にならない叫びが、驚きからなのか、恥ずかしさからなのか、嬉うれしさからなのか、当の夕也本人にもわからなくなっていた。

　ただ一つ言えることは、現時点ですでに夕也の理性は陥落寸前であるということだった。

「兄様から離れなさいですのッ！　まったく、何をやってるんですのっ!?」

　さらに、やはりバスタオル姿で耶や宵よいが突撃してきた。

「え――――ッ！　耶宵まで!?」

　耶宵は恋子と琴音を押しのけ、ゆすらの肩を掴つかんでグイッと引っ張ってどかし、浴槽の縁ふちに両手をついた状態でゆすらと恋子と琴音を肩越しに振り返ってキッと睨にらみつけた。

　自然、浴槽につかった状態の夕ゆう也やの目の前には、可愛かわいい妹のたわわな谷間バスタオル包みがほぼゼロ距離で迫ってくることになった。

　――ゆ、揺れてる……。うわーっ、最近育ってるとは思ってたけど、まさかここまで凶悪に成長してるなんて……いやいや、違うだろ僕ッ！　耶や宵よいは妹！　そういうのとは断固として違う！　違うんだ妹なんだから僕には疚やましい気持ちなんて全然なくてだいたい大きさとか揺れだけだったら琴こと姉ねえの方がずっといやそれも違うし僕は何を考えてとにかくこのおっぱいは妹なんだ妹なんだ妹なんだ妹なんだ……ッ！

「そうですよ、ゆすら先輩！　何をやってるんですか！」

「そうよ、うふふ、抜け駆けはいけないわ」

「貴女あなたたちもですのッ！　何を自分たちは悪くないみたいな空気を作ってますの!?」

「っていうか、みんな何やってるの！　自分たちの格好、わかってるのっ!?」

　夕也が恥ずかしさやら嬉うれしさやら、何やら色々入り交じった感情を隠すように叫んだ瞬間、その視線に気がついた恋れん子こは顔を真っ赤にして、バスタオルの上から両腕で自分の身体からだを隠した。

「あわわ、その、これは、違うんですよ？　あたしはゆすら先輩を止めなきゃと思って来ただけであって、この格好だって服が濡ぬれたら困るからとかそういう……べ、べ、別に他意とか下心とかはないんですからっ、ご、誤解しないでくださいねッ！」

「言ってることも状況も全然理解できないんですけどっ!?」

「そうですの！　全員揃そろって非常識ですのッ！」

「あらあら。でも、耶宵ちゃんもバスタオル姿になっている以上、人のことは言えないわよ？　怒るだけなら脱ぐ必要なんてないんだもの」

「うっ」

　痛いところを突かれて、一瞬耶宵が怯ひるんだ。

　その隙すきをついて、ゆすらが耶宵の脇をするりとくぐり抜けた。

「……みんなで一緒にお風ふ呂ろ。ユウと一緒にお風呂」

　そして、夕也に飛びつくように湯船の中へとダイビングした。

「いや、ちょ、だめだってば――――ッ！」

　夕也はなんとか逃げようとするが、所しよ詮せんは狭い浴槽の中、ろくに身体を動かせるわけでもなく。

「どこまで突き進む気なんですか――――ッ！」

　恋子の叫びも一切の抑止効果を発揮せず、虚むなしく浴室に響くのみ。

　ざぶんと飛沫しぶきを上げながらゆすらは湯船に着水し、ガシッと夕也の腕に抱きついた。

　お湯の中でさえも、ゆすらの肌が持つ熱がしっかりと伝わってくるように感じられた。

　――ああああ、っていうか、こんなに引き締まっているのに、ふにっとした柔らかい感触してるのが理不尽すぎるーッ！

　肌にはゆすらの感触。目の前には耶や宵よいの谷間。視線を逸そらそうにも、どっちを見てもバスタオル一枚の女の子ばかり。

　――死ぬ。このままでは確実に萌もえ死ぬ。っていうか、死ぬ前にのぼせそう……。

　夕ゆう也やは意を決して、

「ちょ、ごめんね、ゆすら」

　そう言いながら、ゆすらに抱きつかれたまま、若干腰が引けつつも立ち上がった。もちろん、大事なところはタオルでなんとか死守する構え。

「とりあえず、僕は出るから、後はみんなで……」

　しかし、浴槽の外に待ち構えるのはさらなる肌色の桃源郷。

　そこを突破しなければ。

　浴室から脱出しなければ。

　そうは思っても、わずか数歩で到達できるはずの中折れ戸の向こう側があまりに遠くに見えた。

　腕をゆすらに制圧されているせいで浴槽からさえ出られずにいるところへ、琴こと音ねが耶宵以上の渓谷を誇こ示じしつつ、夕也の顔に自分の顔を寄せてきた。

　柔らかそうな桜色の唇が、

「ねえ、夕ゆうくん」

　と五センチの距離で囁ささやく。

「は、はい……？」

「うふふ。この際、帰宅しない部なんか辞めて生徒会にいらっしゃい？　もし生徒会に来てくれるなら、色々サービスしてあげてもいいのよ？」

「は？　その話は前にも断ったし！　っていうか、サービスとか、何を言ってるの……」

　琴音は上気した頬ほおを隠すようにちょっとうつむき加減になって、目を逸らして、

「例えば……こんな提案をするのは恥ずかしいけど、このおっぱいをスポンジ代わりにして背中を――」

「恥知らずって自覚があるなら言うなです――――ッ！」

　叫びながら、恋れん子こは琴音と夕也の間に無む理り矢や理り割って入った。そして、ゆすらに占拠されていない方の夕也の腕をがっちりと掴つかんで、

「しかも、どさくさに紛れて引き抜きとか最悪ですっ！　まったく油断も隙すきもない！　だいたい、お、お、おっぱいでとか下品すぎですッ！」

「あら。でも、このおっぱいはもう夕くんに鷲わしづかみにされているのよ？」

「「なっ」」

　恋子と耶宵の声が綺き麗れいに重なった。

「あれは事故だってば――――ッ！」

「ということは、事実ですの……？」

「あのときですか。まさかあのときですか」

　二人の鋭い視線が夕ゆう也やを射貫く。

「うっ」

「その前には、夕ゆうくんはこの胸に顔を埋うずめもしたのよ？」

　夕也を射貫く視線に、さらなる鋭さが上乗せされた。

「ああ、あのときの夕くんはわたくしのことをとても熱い目で見ていたわ」

「助けようと必死だっただけなんですけど――――ッ!?」

「そんな、乙女の柔やわ肌はだを手にかけておいて、そんな言い方するなんて……悲しいわ」

「だから、いちいち誤解を招きそうな変換をしないでよっ」

「もう、夕くんったら、照れているのね。可愛かわいいわ」

「だからっ、ちが……」

「あーもう！　あたしたちに『神聖な学まなび舎やで破は廉れん恥ちな行為に及ぶなんて』とかなんとか言ってたのはどの口なんですかっ！」

「あら、だってここは神聖な学舎じゃないもの」

「琴こと姉ねえ様、さすがにそれは屁へ理り屈くつがすぎますの」

「そうかしら？　まあそれはさておき、耶や宵よいちゃんには一つだけ言っておくわね」

「な……なんですの？」

「貴女あなたのおっぱいもとても素敵だわ。形もよさそうだし、超中学級ね。さすがにわたくしと同じ血を受け継いでいるだけのことはあるわ。でも」

　琴こと音ねは話題の的である胸を寄せ上げるように腕を組んで、余裕の笑みを浮かべながら耶宵を睥へい睨げいした。

「貴女は所しよ詮せん、妹でしょう？　夕くんにとって、貴女のおっぱいは触れてはいけない禁きん忌きのおっぱいなの。でもその点、わたくしは従姉いとこ。法律上結婚も許されている、触っても許されるおっぱいなのよ！」

「くっ……！」

　一番のウィークポイントを直撃されて、耶宵は悔しさに握った拳こぶしを震わせた。

「うふふ、わかる？　夕くん。実はこの場にはおっぱいがたくさんあるように見えて、実質はわたくしのおっぱいしか存在しないのと同義なのよ！」

「どういう意味ですか！」

「がう！」

　夕也より先に若干サイズ的に不ふ憫びんな二人が抗議の声を上げるが、琴音は鼻で笑いながら前髪をかき上げた。

「だって、事実でしょう？　うふふ。揉もみ甲が斐いもない上に、挟んであげることもできないおっぱいに価値なんてないのよ」

「言い切りやがりました!?　だいたい、挟むって何を挟むつもりですか！」

「そんなこと言わせないで。恥ずかしいわ」

　かなり苛いらついた顔で、恋れん子こは、

「ふん、生徒会長のおっぱいだって触って許されるもんじゃないと思いますけどね。主に許さないのは武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの武闘派でしょうけど」

「あら、物理的にどうにもならない人たちの問題に比べたら、ハードルは比較にならないほど低いと思うわ」

「物理的にとか言われたッ!?　ムカツク――――ッ！　っていうか、ゆすら先輩も何か言ったらどうですか。大事なユウ先輩が、生徒会長にとられちゃいますよ？」

「……！」

　ゆすらは夕ゆう也やの腕を解放し、「がるる」と琴こと音ねを威い嚇かくした。

「なあに、脅しのつもり？」

「……ユウは私の仲間」

「今は、でしょう？　この先もそうとは限らないわ」

「……ユウはそんな人じゃない」

「だといいわね。でも、男の子はおっぱいに弱いものなのよ。ねえ、夕ゆうくん？」

「えっ」

　急に話を振られて戸惑った夕也に、ゆすらと恋子の視線が突き刺さる。

「どうなんですか」

「いやまあ、強いか弱いかと言われれば、弱いと思うけど……」

「これだから男は……ッ！　ふん、おっぱいにばっかり目が行く連中はみんな爆発すればいいんです！」

「ちょ、いや、あくまで一般論の話だよ？」

「じゃあ、あんたはどうなんですか」

「それは……ええと…………」

　答えに窮して、夕也は目を逸そらしつつ言いい淀よどんだ。

「爆発しやがれです――ッ！　そしてそのお化けおっぱいも誘爆すればいいんですっ」

　言うなり、恋子は掴つかんでいた夕也の肘ひじを極きめた。

「いででででででッ！　ぎ、ギブギブ！　折れる――――ッ！」

「ほら、帰宅しない部にいたってそんな目に遭あうだけでしょう？　やっぱり夕くんはわたくしの生徒会に来るべきだわ」

「……勝手なこと言うな」

　ゆすらが浴槽に片足をかけて、

「……だいたい、お前たちおかしい。お風ふ呂ろには裸で入るもの」

　そして、跳んだ。

　空中で身を捻ひねりつつ、すさまじい速度でゆすらの手が動く。

　一瞬にして、全員の身体からだを隠していたバスタオル及びタオルがゆすらの手によって剥はぎ取とられた。器用なことに、夕ゆう也やの腕を極きめたままの恋れん子このバスタオルまでしっかりと剥ぎ取っている。

　数秒の静寂。

　夕也の目の前に広がったのは、四人もの女の子（妹含む）が一糸まとわぬ姿で状況を理解しきれずに立ち尽くしているという魅惑のエル・ドラド。

「「「きゃあああ――――ッ！」」」

　恋子と琴こと音ねと耶や宵よいが揃そろって悲鳴を上げた。琴音と耶宵は両手を駆使して胸と腰を隠し、恋子はしゃがみ込んでしまった。

　つまり、極められていた夕也の腕は解放された。

　夕也もタオルをゆすらに奪われてしまったが、今この瞬間、この状況に活路を見いだすほかに色々なものを守り通す道はないように思えた。

　今なら、女の子たちは身体を隠すために手がふさがっている。浴室からの脱出を妨害できないはずだ。

　ゆすら以外は。

「じゃ、じゃあ僕、先にあがるからッ！　ごゆっくり！」

　唯一両手が利くゆすらがタオル奪取乱舞の後、着地から体勢を立て直す前に、夕也は全裸の女の子たちの間を縫って一気に中折れ戸の向こう側へと駆け抜けた。両手で大事なところを隠しながら。

　そのまま、身体が濡ぬれたままなのもお構いなしで脱衣所を通り抜け、階段を駆け上がって自室へと逃げ込んだ。

　そして荒くなった呼吸を整えながら、ついさっきまで眼前に広がっていた肌色全開の極ごく楽らく絵え図ずを思い出して、複雑な思いに駆られた。

　正直、惜しいことをした、とは思う。

　揃いも揃って美人だったり可愛かわいかったりする女の子四人もの裸を同時に拝める機会など、日常生活の中にあるはずがない。普通は一生の中で一度だって起こりえない奇跡だ。

　しかし、あれ以上あの場にいて理性が保てる自信はなかった。

　いわんや、その裸×四に反応した身体の一部をさらしておくことをや。



　　　＊



　身体からだを拭ふいて服を着て、夕ゆう也やは料理を再開した。

　――煩ぼん悩のうを拭ぬぐい去るには、手を動かすに限る。

　自らに言い聞かせつつ、アルミホイルで包んだ肉から染み出してきた肉汁を中華鍋に投入してグレービーソースを仕上げていく。

　ほどなくして、ゾロゾロと女性陣もキッチンへと戻ってきた。もちろん、服を着て。

　足音に夕也が振り返ると、ケロッとしているゆすら以外、恋れん子こと琴こと音ねと耶や宵よいは一様に頬ほおを染めた。

　そんな女の子たちの表情を見て、夕也も顔が熱くなった。

「いやその、なんかごめん……」

「兄様は悪くありませんの」

「そ、そうですね。あたしたちが踏み込んだんですし……」

「そうねえ、うふふ。それに、見たとか見られたとかはお互い様だもの」

「あ、うん。じゃあ、この話は水に流して、お互い忘れるって……こと……で……」

　言いかけて、気づく。

「え。み、見た……の……？」

　ゆすらが「がう」とうなずいた。

　恋子は頭から湯気が出そうなほど顔を真っ赤にしてうつむいた。

　琴音は両手を自分の頬に添えて、顔を赤らめつつも「うふふ」と妖あやしく微笑ほほえんだ。

　耶宵は耳まで赤くしながら、

「昔は、あの頃ころはあんなに可愛かわいらしかったのに……いつの間にかあんなに凄すごいことになっていましたの……？」

　とかうわごとのようにブツブツとつぶやいていた。

　そして、夕也の顔がさらに熱くなった。

　――し……死にたい……。

　見られたという。しかも四人もの女の子（妹含む）に。しかも、その当人たちに対して反応したアレを。

「うふふ、夕ゆうくん、そんなに落ち込まないで。見られたのはお互い様なのよ」

「それはそうだけど」

　そんな気恥ずかしいやりとりを繰り返していると、ゆすらが小走りに近づいてきて、夕也を見上げた。

「……ユウ。焼いた肉は」

「あ、う、うん。そうだね、き、気にせずご飯にしよう！」

　わざとらしく陽よう気きに言って、夕也はソースを仕上げて「さて」と包丁を取り出した。

　女の子たちはすでにキッチンのテーブルを囲んで席に着いてスタンバイしている。

　夕ゆう也やはテーブルに鎮座ましましている肉のアルミホイルを剥むき、たこ糸を切って解ほどいて、こんがり焼き色のついた肉の塊に包丁を入れた。

　肉の端を切り落とすと、火は通っていながらも色が変わりきってはいない、美しい桜色の断面が現れた。

　同時に、女の子たちから歓声が上がる。

「……肉。いよいよ肉！」

「お、おかしいです。こういうのって、有名ホテルのレストランとかでしか見られない光景だと思います……」

「あらあら。でも、本当ねえ。こんな綺き麗れいにローストビーフを焼けちゃうなんて、夕ゆうくん凄すごいわ」

「さすが兄様ですの」

「いやいや、ローストビーフは温度設定さえ間違えなきゃそんなに難しくないと思うよ。あと、問題なのは味だしね」

　手放しの賛辞に少し照れながら、夕也はローストビーフを少し厚めに切り分け、一人三枚ずつ盛りつけてポテトサラダを添え、グレービーソースをかけてそれぞれの前に「どうぞ」と差し出した。そして、やはり人数分のワカメとニンニクのスープをよそう。

「ポテトサラダはマッシュポテトの代わりのつもりで薄味に作ってあるから、もし物足りなかったらグレービーソースで調整してね」

　口々にいただきますを言いながら、ローストビーフを口に運ぶ。

「……っ！」

　ゆすらは歓喜の表情とともに、手にしていたフォークを高々と頭上に掲げた。そのフォークの切っ先がきらりんと光る。

「何、どうしたの」

　夕也が訊きいても、ゆすらは口いっぱいに詰め込んだローストビーフを噛かんでいて返事をできる状況ではなかった。

「美お味いしいって言いたいんだと思いますよ。無理もないです。外側はこんがりと香ばしくて、でも中心の方はすっごく柔らかくてしっとりしてて、その二種類の食感が口の中で混ざり合って調和して、しかも噛むほどに肉汁が溢あふれてきて、ああもうなんだこれ！　美味しすぎて意味わかんねーッ！　って感じですから」

「あらあら、お肉の焼き加減も素晴らしいけど、このソースも逸品よ？　これをつけただけで、ポテトサラダまでごちそうに変わっちゃうわ」

「さすが兄様ですの。今まで兄様が作った料理の中でも、トップクラスの美味しさだと思いますの」

「あはは、ありがとう。何しろ、材料がよかったからね」

　はにかんでそう答えながら、夕ゆう也やは炊きあがったご飯に刻んだ大葉と炒いりゴマを加えて混ぜ始めた。それを人数分の丼どんぶりに盛り、その上に薄く切ったローストビーフを花びらのように放射状に並べていく。さらに小分けにしたグレービーソースにわさび醤じよう油ゆを混ぜ、そのタレを上から回しかけた。

「はい、次はローストビーフ丼をどうぞ」

「……天国だ」

　幸せそうな表情で、ゆすらがバンザイをした。

「うわ、見た目も綺き麗れいです。薔ば薇らみたい……」

　さっそく一口食べた琴こと音ねは、

「あら。あらあら、わさびの香りが加わるだけでぐっとさっぱり感が出るわねえ」

　次いで箸はしをつけた耶や宵よいも、

「ご飯に混ぜてある大葉もさっぱり感には一役買ってますの。炒りゴマの香りもベストマッチですの」

　そしてものの二分ほどで、ゆすらと耶宵が空からになった丼を同時に夕也に突き出した。

「……おかわり」

「おかわりですの」

「はいはい」

「あたしはむしろこっちをおかわりです」

　恋れん子こは最初のローストビーフとポテトサラダのお皿を差し出す。

「わたくしも、お肉とポテトサラダをもう少し頂こうかしら」

「うん、ちょっと待ってね」

　こうして、二キロもあったリブロースの塊は、夕也が自分の分を確保しておかなければならないほどの勢いで女の子たちの（主にゆすらと耶宵の）胃袋に収まり、一時間かからずにこの世からその姿を消してしまったのだった。



　かくして、全員の胃袋が満たされた、まろやかな食後のひとときが訪れた。

　夕也が淹いれた焙ほうじ茶ちやを、それぞれが満足げに口へと運んでいる。

「夕ゆうくん、やっぱり生徒会で専属料理人をなさいな。最高の待遇を約束するわよ？」

「いやだよ。絶対に武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの怖い人たちに迫害されるし」

「そんなことさせないわ。それに、二、三回お料理を食べてもらえれば、きっとみんな認めてくれると思うの」

「そんな都合よくいかないと思うし、そもそも僕は帰宅しない部の一員として、武装風紀委員部隊と対立してる立場なんだから」

「そうです！　勝手なことは言わないでください！」

「がうッ！」

「それ以前に、私の兄様であるということを忘れないでほしいですの」

　ゆすらと恋れん子こと耶や宵よいは、面白くなさそうに顔をしかめた。

「あ。じゃあ、こういうのはどうかしら？　夕ゆうくんが帰宅しない部を辞めて生徒会に来てくれたら、大目に見るだけじゃなくて、生徒会も武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいも全組織を挙げて帰宅しない部の成立を後押ししてあげるわ」

「はあ？　何それ」

　怪け訝げんな顔で、夕ゆう也やが首を傾かしげる。

「悪くない取引だと思うんだけど、どうかしら？　これでその二人も、夕くんがいなくても安泰でしょう？」

「……ダメ」

　ゆすらが席を立って、夕也の腕にガッとしがみついた。

「え、ちょ、ゆすら、何を……」

　焦る夕也はそっちのけで、ゆすらは琴音を睨にらむ。

「……ユウは群れの仲間。お前には渡さない」

「そうですっ」

　恋子も、勢いよく席を立って、夕也の反対側の腕に自分の腕を絡めた。

「部の成立は、あたしたち自身の手で成し遂げるんです！　生徒会長の手なんか借りません！　まして、人ひと身み御ご供くうに仲間を差し出すなんて絶対にあり得ませんッ！」

「二人とも……」

　自分のために、友情とか仲間意識のためにキッパリと言い切ってくれた二人に、ちょっと胸が熱くなった。それが食い意地のためとか、夜トイレに一緒に来てほしいからとかではないと嬉うれしいな、とも思ったが。

「あらまあ、強情ねえ」

「ちょっと、貴女あなたたち。部活とかのことはどうでもいいですから、兄様にベタベタしないでほしいんですの」

　イラッときたのを隠しきれていないような、不自然に歪ゆがんだ笑顔で耶宵が言った。

「……いやだ」

「なっ……」

　あまりにストレートに断られて、耶宵はさらに口元を引きつらせた。

「……ユウ、帰ろう。群れの仲間は一緒にいるべき」

「あたしもゆすら先輩の意見に賛成です。今は、この」

　と恋子は琴音を指さし、

「生徒会長に対抗するためにも気を引き締めるべき時です！　今結束しないでどうするんですか」

「言いたいことはわかるけど……」

　それでも、耶や宵よいがいる以上は放ほうっておいて学校へ戻るわけにはいかない。

　夕ゆう也やが困って言葉を濁していると、

「いい加減にしてほしいですの！」

　ばん！　と耶宵がテーブルを両手で叩たたいて立ち上がった。

「琴こと姉ねえ様も貴女あなたたちも、勝手なことばかり言って……兄様はここに住んでいますの！　私と、この家に住んでいますの！　ここから帰るところなんて、ありませんのっ！」

「あら、わたくしは生徒会にと誘っただけで、この家に帰るななんて一言も言った覚えはありませんよ？」

　しかし、言葉の中身に関係なく耶宵は怒りに燃えた目でキッと琴こと音ねを睨にらんだ。

「まあまあ、耶宵もちょっと落ち着いて。耶宵は知らないだろうけど、この何日間かで色々あったんだよ」

「それはそれ、これはこれですの。ねえ兄様、もうこんな時間ですし、お客様にはお帰り頂いた方がいいと思いますの」

　――あ。

　一瞬、夕也は何かが脳に巻きついてくるような感覚に襲われた。

　不機嫌に膨らんだ頬ほおは、一流の画家でも表現が難しいであろう白磁に淡く儚はかなげな朱が入ったようなグラデーション。

　長い睫まつ毛げと桜色の唇が、怒りに震えている。

　――怒った顔も可愛かわいい、大事な妹……。ああ、耶宵超可愛い。

　巻きついてきたのが妹を可愛いと思う気持ちだと気づく前に、夕也の理性は奔ほん流りゆうのような妹愛に呑のみ込こまれてしまっていた。

　――確かにその通りだ。女の子を帰らせるのにあんまり遅くなったらいけないし。何より、耶宵は妹。大切な、可愛い僕の妹だ。兄として、可愛い妹の言うことは聞いてあげないと……。

「そうだね。もうこんな時間なんだね。そういうわけだから、悪いけど、もうお開きにしようか」

「……ユウ」

「そんな……」

　悲しそうに、寂しそうに、ゆすらと恋れん子こが夕也の顔を見つめる。

　ずきん、と心の奥底で痛みを感じた気がした。

「ごめんね」

　それでも夕ゆう也やから離れようとしない二人に、琴こと音ねが歩み寄った。

「聞いていたでしょう？　さあ、帰りましょう」

「……がるる」

　夕也の腕にしがみついたまま、駄だ々だっ子このように首を横に振るゆすらの肩を、琴音は優しく叩たたいた。

「今日はもう勝ち目はないわ。これ以上わがままを言って夕ゆうくんを困らせても、状況は悪化するだけよ？」

「悔しいけど、あたしもそう思います……」

　恋れん子こはそうつぶやいて夕也の腕から離れたが、ゆすらは涙目で首を横にブンブンと振り、夕也の腕から離れようとしなかった。

　恋子と琴音はゆすらをなだめたりすかしたりして、一〇分ほどかけて夕也の腕から引きはがした。

　そして、二人で首根っこを掴つかんで、ゆすらを引きずるようにして、

「ごちそうさまでした。そしてお邪魔しました」

「うふふ、夕くん、美お味いしいご飯をありがとう」

　と玄関へと向かっていった。

　引きずられながらゆすらは「うー」と悲しそうにうめきながら夕也に手を伸ばし続けていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　そんなドナドナされていくゆすらの目に溜たまった涙に、妹のためになんでもしてあげようという思考一色のはずの心が、さらにちくりと痛みを感じた。
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　柊木ひいらぎ家を辞して少し歩いたあたりで、

「図らずも検証できたわね。耶や宵よいちゃんの、相手を一瞬にしてシスコンにしてお願いを無む理り矢や理り貫通させる能力――言うなれば『超妹力』は本物だと言わざるをえないわ」

　と琴こと音ねが腕を組んで言った。

　もうすでに空は暗く、星や月に彩いろどられている。

　ゆすらは今なお未練がましく柊木家の方を見ているが、恋れん子こは琴音の言葉の意味を考えていた。

　一応は今は味方のように振る舞っているが、どさくさに紛れて夕ゆう也やを生徒会に引き込もうとした。

　まったく油断ができない。

　そして、夕也がいない以上……というか、正確には口八丁でゆすらが当てにならない以上、このおっぱい女め狐ぎつねに化かされないように気をつけるのは恋子の役目なのだ。

「確かに、あたしたちを追いだしたときのアレは顕著でしたね」

「ええ。そしてもう一つ。おそらく、『超妹力』は女性には効果がない。少なくとも、わたくしたちには」

「お風ふ呂ろで『超妹力』を使わなかったことですか？」

「それもあるけど、さっきのこともそうだと思わない？　夕ゆうくんに、わたくしたちに帰るように言わせたこと。もし『超妹力』がわたくしたちにも使えるなら、直接わたくしたちに帰るように力を行使すればいい話でしょう？　なのに、わざわざ夕くんに言わせた」

「あ、確かにそうですね」

「うふふ、でも、まだ結論を下すには早そう計けいかしら。女性でも、もしかしたらちょっと変わった嗜し好こうを持っている人は影響下に入ってしまうかもしれないし」

「それがわかったところで、あたしたちの不利は何も覆りませんけどね」

「直接的には、ね。でも、この戦いが長期戦になるかもしれないことを考えると、有効な一手を模索するためには、こうして情報を一つずつ積み重ねていくしかないのよ」

「そりゃあ、どんな情報が決め手になるかなんてわかりませんけど……」

「そう、だからどんな些さ細さいな情報でも、貪どん欲よくに集めていかないとね。……貴女あなたたちは学校に戻るのでしょう？　わたくしはこっちに車を待たせてあるから、ここでさようならね」

「止めないんですか？　あたしたちが学校に帰るのを」

「ええ。だって、夕ゆうくんにはあの家を出てもらわなければならないんだもの。言ったでしょう？　今、貴女あなたたちを学校から追い出しても耶や宵よいちゃんの思うツボなのよ」

　そう言い残して、琴こと音ねは十字路の角を曲がって行ってしまった。

「まったく、どこまで信用していいのかわかったもんじゃないです……」

　恋れん子こは疲れ果てたような顔でため息を漏らした。

　その脇で、ゆすらが突然、

「あおぉ―――――――――――――――――――――――――――ん」

　と悲しげに遠とお吠ぼえし始めた。

「わ、ちょ、ゆすら先輩、ダメですって！　こんな住宅地のど真ん中で……！」

　慌てて恋子はゆすらの口を手で押さえようとした。が、それを嫌ってゆすらは恋子から逃げ始めた。

「あ！　もう、どこに行くんですか！」

「あおぉ―――――――――――――――――――――――――――ん」

「ダメだって言ってるじゃないですか！　あ、ちょ、そっちは学校じゃないですっ」

　吠えながら逃げていくゆすらを、恋子は不平を漏らしながらも追いかけていった。
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　ゆすらと恋子と琴音が帰った後、少し冷静さを取り戻した耶宵は、自らの軽率さを後悔していた。

　さすがに仲の良い仲間を帰らせるようなわがままは、兄にとって不愉快だったはずだ。優しい兄はそれを怒ったりはしないけれど、そうしたことの積み重ねで兄に嫌われることだって考えられる。まして、ライバルが複数現れた今は、些さ細さいなことが致命傷にもなりかねないのだ。

　耶宵は自分の能力について自覚はしていない。

　ただ、どういうわけか自分のお願いを聞き入れてくれる人が多い、それは自分が可愛かわいいからに違いない、と認識しているにすぎなかった。

　つまり、ゆすらたちを帰らせるに至った能力の発動は、暴発だった。

　いや。制御ができるできない以前に、そもそも制御するという発想からしてないのだ。

　だからこそ撤回もできず、フォローも言い訳もする暇さえなかった。

「ねえ、耶宵。色々騒々しかったことは謝るよ。もしかしたら耶宵も休日の予定とか考えていたのかもしれないから、それを潰つぶさせちゃったことも、ゴメン。でもさ」

　――困りますの……。

「でも、彼女たちを嫌いにはならないでくれないかな。確かにちょっと変わってるけど、今は僕の友達だし、仲間なんだ。特に恋れん子ことは、耶や宵よいも一緒に遊んだ仲じゃない」

　穏やかに、夕ゆう也やが言った。

　諭すように、優しく。

　しかし、そもそも夕也が耶宵をたしなめること自体が、まずありえないことだった。何があっても笑って許してくれるのが、夕也という兄だったのだ。

「ごめんなさい……ですの。ちょっと言い過ぎましたの」

「うん、わかってくれればいいんだけど」

　従順な下僕であり、お気に入りのおもちゃである兄。常に兄の上位に立っていると自覚している耶宵だったが、その兄に嫌われるという事態は耐え難いものだった。

　――兄様……。

　兄の心に入り込みつつある女がいる。

　そして、そのせいで自分は兄の不ふ興きようを買ってしまった。

　――ムカツク……。許せませんの。兄様は、私の所有物なのに！　誰だれにも渡しませんの。誰にも。……絶対に！

　兄に向かって微笑ほほえみながら、耶宵は心の中で暗い炎を静かに燃やしていた。



    

  
    
      
第四章　学園ストラテジー



　日曜の晩が終わり、また新しい一週間が始まった。

　ゆすらと恋子が水飲み場で顔を洗っているところへ、

「あら、ごきげんよう」

　と琴こと音ねが歩み寄ってきた。

「生徒会長……」

「うふふ、昨晩は幽霊に遭あわずにすんだのかしら？」

「ええ、おかげさまで。昨夜ゆうべもゆすら先輩がいましたし、帰るときにゆすら先輩を追いかけ回したせいでヘトヘトでしたから、トイレにも起きずにぐっすり眠ってました」

「追いかけ回した？」

「がう。……ちょっと楽しかった」

　琴音は首を傾かしげながらも、

「そ、そうなの。よかったわね。それより、昨夜考えたのだけれど」

「何をです？」

「夕ゆうくんの奪だつ還かん作戦よ。思うのだけれど、闇やみ雲くもに説得をしても効果が薄いわ。昨日一日かけても無理だったのがいい証拠。違うかしら？」

「がう」

「そりゃ、あたしもそう思いますけど」

「でしょう？　そこで、一つ思いついたことがあるの」

「はあ」

「もともと、夕ゆうくんは貴女あなたたちを放ほうっておけないから仲間になったのでしょう？　だったら、また貴女たちがピンチになればいいのよ！」

「うーん、理屈はわかりますけど……」

　どこまで信用できるのか、という点で恋れん子こは引っかかりを感じていた。

　少なくとも、琴こと音ねがプロデュースする『ピンチ』に身を任せる気にはなれなかった。

「そんなに警戒されるなんて、悲しいわ」

「いや、警戒しない方がどうかしてると思いますけど」

「あらあら、やっぱり？」

「そりゃそーです」

「……もう一回クレープくれたら信用する」

「ちょ、真顔で何言ってるんですかっ」

「ずいぶん安い信用ねえ」

　くすくすと、琴音は口元を隠して笑った。

　と、そこへ。

「生徒会長殿！」

「会長ー」

　髪をそれぞれ左右でサイドアップにした双子の姉妹が駆けてきた。

「あら、左さ京きようさん右う京きようさん。どうしたの、そんなに慌てて」

　左京と右京は、琴音と一緒にいたゆすらと恋子に気がついて表情を険しくした。

「なんですか。言いたいことでもあるんですか」

「……がるる」

「はあ？　何それ。ボクたち、別に何も言ってないし！」

　露骨に苛いら立だちを顔に出す右京だったが、

「相手にするな」

　と左京にたしなめられて口をつぐんだ。

「生徒会長殿、お耳に入れておきたいことがあります。その……できればそちらのお二人には席を外して頂きたいのですが」

「えー。信頼関係って大事ですよねー、生徒会長？」

　ニヤッと笑って、恋子は琴音に言ってみた。

「なっ、き、キミねえ、ボクたちが下した手てに出てればつけあがって……！」

「別にあんたに言ってないし」

「がう」

　うんうん、とゆすらもうなずいて、そして腰のナイフに手をかけて、

「……それとも、また叩たたきのめされたいか」

「ふふふふふ、熊パーンチ！」

「キ――――ッ！　ムカツク――ッ！　特にそっちのキミ、一年生でしょ！　二年生のボクたちに少しは敬意とか払いなよ！」

「やめないか、右う京きよう。先輩である以前に、我々が一度後れを取ったことは事実。たった一歳の差で年長者を気取るのは余計にみっともない」

「左さ京きようさんの言うとおりだわ。それに、学校で私闘はダメよ？　ねえ、右京さん、それは彼女たちに聞かれてはまずいことなのかしら？」

「え、えーと、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの沽こ券けんに関かかわることだから、あんまり聞かれたくは……」

「そう言われちゃうと、逆に聞きたくなりますよねー、ゆすら先輩」

「がう」

　ふう、と琴こと音ねはため息をついた。

「いいわ、右京さん、ここで聞かせてちょうだい。彼女たちの前で、今さら沽券とかメンツに固執しても仕方ないわ」

「だそうだ、右京」

　釈然としない、という顔でムスッとしている右京を、姉の左京がそう促した。

「……実は、金曜日から無断外泊する隊員が立て続けに出てるんだよ」

「無断外泊？」

　鸚おう鵡む返がえしに、琴音が訊きいた。

「うん。金曜と土曜の晩に無断外泊した隊員は翌日には帰宅してるそうだし、日曜の晩に帰らなかった隊員とも今け朝さには全員連絡も取れてて、ちゃんと今日は学校にも出るって言ってるんだけど……」

「それの何が問題なんです？　そりゃあ褒められたことではないでしょうけど、高校生にもなれば家に帰りたくない日も反抗したい日もあるんじゃないですか？　別に行方不明になったわけでもないですし」

「あのね、学校で寝泊まりしてるキミにとってはそうでも、こっちは『風紀委員』を名乗ってるの！　それが率先して規則を破ってたんじゃあ示しがつかないじゃん」

「それに、これまでは隊員たちは全員規律を遵じゆん守しゆしていた。突然、それを破る者が同時に複数出るのは不自然だ。そうは思いませんか、生徒会長殿」

「そうねえ……。その無断外泊した子たちは、どうしてそんなことをしたのかしら？　それは訊きいてみたの？」

「うん、もちろん。でも、理由もどこにいたのかも言いたがらないんだよね。全員、頑として黙秘の一点張りで」

「休み中のできごとなのに、会いに行ったんですか？」

「いや、休日でもほとんどの武道系部活動は練習をしている。土曜と日曜の部活動で、前日に無断外泊した連中には各隊長たちが事情を訊いている」

「あ、なるほど」

　うーん、と恋れん子こは考え込んで、

「単にこないだの敗北で、忠誠心とかが揺らいだんじゃないですか？」

「それなら普通に辞めるだけだと思うよ。ボクたちの組織は、来る者は選別するけど去る者は追わないから。あと、ボクたちは負けたワケじゃないから。一回撤退に追い込まれはしたけど、武装風紀委員はまだまだ戦えるんだからね！」

「それを負けって言うんです」

「うるさいよ」

「だが、ほとんどの隊員は同じように思っている。今は貴様たちに雪せつ辱じよくを果たすと燃えている隊員の方が多い。もちろん、今回のことで生徒会長殿や我々隊長たちに失望した隊員がいないとは思わないが、それほど多数ではないはずだ」

「うげ。雪辱とかマジで言ってるんですか」

「ふふん、次はもう油断はしない。ボクたちが勝つ！　覚悟しておくんだね」

「それより右う京きようさん、その無断外泊をやった人は合わせて何人くらいいるのかしら？」

「あ、えーと、金土日各三人。全員二年生だよ」

「計九人……。もう偶然と言える数字ではないわね。しかも、毎日決まった人数が外泊しているとなると、関連があると考えるべきだわ……」

「日曜の三人はもちろん、金土の連中にももう一回直接話を聞いてみて、今日中じゆうに詳しく書面にまとめて提出するよ」

「ええ、お願いするわね」

「では、我々はこれで」

　ビシッと左さ京きようは琴こと音ねに対して敬礼をした。そしてまわれ右をして早足で去っていく。

「ふん、次はボクたちが勝つ！　ボッコボコにしてやるから、首を洗っておくんだね」

　右京もそう言い残して、左京を追いかけていった。

　琴音は二人の後ろ姿を見送りながら、腕を組んで、

「……これ、使えないかしら」

「え？」

「何かが起きている、そんな気がするでしょう？」

「その何かがさっぱりわからないじゃないですか」

「そうね。それの調べは進めるけれど、要は貴女あなたたちが不安を感じて怯おびえてるってことにすればいいのよ。それで夕ゆうくんに泣きつくの」

「あ、なるほど」

「うーん、そうね。貴女が見たっていう幽霊、あれと結びつけちゃいましょうか。看護婦が生きた人間を連れ去る、でしたっけ？　ラッキーなことに内容も符合するわ」

「連れ去られた後、あっさり解放されてますけどね」

「いいのよ、細かいことは。要は、貴女たちがそれに巻き込まれるかもしれない、そのことに不安を感じてる、って夕くんにわかってもらえればいいの」

「それもそうですね」

　少なくとも、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいに囲まれてピンチ、なんて展開よりはマシに思えた。

「では、その作戦で上う手まくやってちょうだいね。わたくしはこの件の展開次第で忙しくなるかもしれないから。きっと、ここが正しよう念ねん場ばよ？　これ以上自宅で過ごさせたら、巻き返すのは至し難なんの業わざになってしまう気がするの」

　それはその通りだろう、と恋れん子こも思う。

　ゆすらと恋子は、神妙な顔でうなずいた。
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　夕ゆう也やが校門をくぐると、待ち構えていたかのようにゆすらが超高速で突っ込んできた。そしてそのまま夕也の胴にガシィッとしがみつく。

「ええっ!?　い、いったいどうしたの」

　朝、校門の側そばで男が女に抱きつかれていれば目立つに決まっている。夕也は顔を赤くしてキョロキョロと周囲を気にしながら、

「ちょっと、ゆすら、ほら、みんな見てるからさ……」

「公衆の面前でキスをした人の言葉とは思えないです」

　二人に歩み寄ってきた恋子が、白い目で言った。

「だから、あれは事故だって……」

「へー。まあいいですけど。ってか、ゆすら先輩もいい加減離れてください」

　恋子が首根っこを掴つかんで夕也から引きはがそうとするが、ゆすらも「うー」とか「がー」とか言いながら必死で抵抗する。

「このっ、離れてくださ――いっ！」

「がーうーッ」

「ああもう、恋子もゆすらも仲良く！　恋子、そんなに引っ張らないの。ゆすらも、一回僕から離れて」

　夕ゆう也やになだめられて二人とも落ち着きはしたものの、ゆすらは夕也の制服を掴つかんだままで、見上げるように夕也の顔を覗のぞき込こんだ。

「……ユウ。怖いのがある」

「へ？　どうしたの、ゆすらまで恋れん子こみたいなこと言い出して」

　しかしゆすらはその質問には答えず、恋子を振り返った。

「えー、言い出しておいて丸投げですか……？　まあいいですけど。実は、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの人が、ここのところ謎の短期失しつ踪そうをしてるそうなんですよ」

「短期失踪……？　何その前後の意味が微妙に噛かみ合あってない単語」

「失踪した翌日には戻ってくるそうです」

「はあ？　じゃあ、戻ってきた人に真相を訊きけば即解決じゃないの？」

「それが、戻ってきた人は頑として話すことを拒否しているそうなんです。まあ、主にこの週末に起きたことらしいんで、生徒会長は今日から本格的に調べるみたいなことを言ってましたけど」

「妙な話だね」

「他ひ人と事ごとじゃないんですよ！　あたしたちだって、今夜には巻き込まれるかもしれないんですから！　きっとあたしが見た幽霊の仕業ですよ！　ストレッチャーに誰だれか乗せてましたし！　被害者がなんにも言わないのも、きっと呪いをかけられてるんです！」

「ああ……なるほどね。そう考えると、確かに状況も時間も合致するか。まあ、幽霊っていうより、夜の学校に残っている誰かがやらかしてるって考えた方が現実味はあるけど」

「どっちにしても、怖い存在が学校にいるかもしれないんです！　これじゃおちおち眠れないです！」

「……ユウ。怖い」

　恋子はともかくゆすらなら簡単に捕らえられたりしない気もするが、しかし、確かに不安に思うのも無理はないな、とは思う。無事に帰ってくるのなら心配も要らないのかもしれないが、そこは女の子である。短期失踪している間にどんな待遇で何をされるのかわからない以上、そもそもさらわれるという時点でよろしくない。

「じゃあ、僕らも独自に調べてみようか。雅まさ紀きにでも頼んでみようかな」

「そうですっ！　絶対そうした方がいいですっ！」

「がうっ」

　ゆすらと恋子は、顔を見合わせてニコッと笑った。

　そんな二人に、夕也は「……？」と首を傾かしげるのだった。
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　二時限目に体育の授業があった。

　またしても男子はサッカーで、相も変わらず運動に適性も興味もない夕ゆう也やと雅まさ紀きはゴールポストにもたれて女子のソフトボールをぼんやりと眺めたりしていた。

「桜さくら江えさんはすごいな」

「だね。身体能力のレベルが違うって感じだよね」

　前回ボールをナイフで真っ二つにしたあと、色々怒られたり教えられたりしたらしく、もうそのプレイぶりは見ていても心配にはならない。むしろ、ソフトボール部レギュラーのクラスメイトをしのぐファインプレーを見せることもしばしばだった。

　それでも、オオカミさんリュックやナイフを外させることは教え込むことができなかったようではあるが。

「お、その桜江さんの打席だ」

　小柄ながら、バットを構えるゆすらの姿は堂に入いったものだった。

　そして、プロさながらの豪快なスイングが見えた瞬間には、快音が鳴り響いていた。

「あ、打った。って、ちょ……！」

　ゆすらがかっ飛ばしたライナー性のファウルボールは、サッカーグラウンドとベースボールグラウンドの境界を越え、かなり距離が開いていたはずの夕也たちがいるゴールへと新幹線並みの速度を落とさぬままうなりをあげて飛来した。

「うわあああ――――ッ！」

　間一髪横っ飛びで避よけた夕也がいた空間を貫いて、微動だにできない雅紀の髪を風圧で揺らして、ゆすらの打球はゴールネットに突き刺さる。

「……何、今の超必殺技……」

　横っ飛びで地面にダイヴした夕也は、身を起こしながら、そんな雅紀の呟つぶやきを聞いた。

「あ、あ、あの、大丈夫ですか……？」

　グローブを手に、外野を守っていた眼鏡に三つ編みの女の子、保健委員の御み子こ神がみさんが走ってくる。

「……地味な印象に騙だまされて気づかなかったが、実は御子神さんもすごかったんだな」

　ぼそりと雅紀がつぶやいた。

　何のことを言っているかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　一歩ごとに、走る御子神さんの胸が大きく上下に揺れているのだ。

「これは、生徒会長のライバル出現か」

「……雅紀には関係ないんじゃない？　好み的に」

「まあな。やはり貧乳こそ至高だよ」

　夕也は立ち上がって体操着についた土つち埃ぼこりを払い、ゴールの中で転がっていたボールを拾って、駆け寄ってきた御み子こ神がみさんに「大丈夫大丈夫」と手渡した。

「あ、あの、すみません……」

「え、いや、幸い直撃は免まぬがれたし、そもそも御子神さんのせいじゃないし」

　が、そう頭を掻かいた夕ゆう也やの腕まくりをした肘ひじに、御子神さんの視線は釘くぎ付づけになった。

「た、大変！　怪け我がを……！」

「え？」

　見てみると、確かに夕也は右の肘をすりむいていた。少しではあるが血も滲にじんでいる。

「あ、ホントだ。でもまあ、たいした怪我じゃないから……」

「だっ、ダメですっ！」

　御子神さんは受け取ったボールをグローブごとその場に投げ捨てて、ガッと夕也の右腕を両手で掴つかんだ。そして頬ほおを赤くしながら、

「あ、あの、さ、些さ細さいな擦すり傷きずでもっ、適切な処置を怠ると破傷風になることだってあるんですからっ！」

「え？　あ、うん、それはそうだけど……」

「さ、さあ、保健室へ行きましょうっ！　わ、私、保健委員として同行しますからっ」

「いや、別に一人でも……」

「い、いいから、早く来てくださいっ！」

　今まで見たことがないほど強引な御子神さんに手首を掴まれ、引っ張られて、夕也はそのまま体育の授業から退場を余儀なくされた。



　校舎に入ったあとも、御子神さんは夕也の腕を掴んだままだった。

「ええと、あのさ、別に逃げたりしないから、何も腕を引っ張らなくても」

　苦笑混じりに夕也が言うと、御子神さんは顔を真っ赤にして、飛とび退のくように離れた。

「ごっ、ごごご、ご、ごめんなさいっ」

「あ、いや、謝られるほどのことじゃ……」

　手を離したあとも、御子神さんの顔は赤いままで、ソワソワしていたり、チラチラ夕也を見ていたりと、挙動不審は相変わらずだった。若干呼吸も荒い気がする。

　――やりにくいな……。

　なんだかぎこちないまま保健室のドアをノックするが、返事がない。ドアを開けてみると、どうやら保健医は不在らしかった。

　が、御子神さんは気にも留めずにズカズカと保健室に入り、お下げ髪を揺らしつつ棚から消毒薬やら何やらをテキパキと取り出しながら、

「あ、あの、そこに水道があるので、傷口を洗ってください」

「う、うん」

　――さすが保健委員というか、なんというか……自信なさそうな教室での御み子こ神がみさんとは別人みたいだなあ。

　教室で見るよりも、なんだか活いき活いきしているように見える。

「さ、さあ、じゃあ、て、手当てを開始しましょう！」

「う……うん」

　さらに上気して、やる気満々のその様子は、なんだか怖い気さえした。
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　その日の昼休み。

　保健委員の御子神さんが、週を跨またいでようやく絆ばん創そう膏こうの武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいクラスメイトに「あ、あ、あの、お、お怪け我がは、大丈夫ですか……？」とオドオドしながら声をかけられるようになっていたお昼休み。

　夕ゆう也やのところに雅まさ紀きがやってきた。

「頼まれていた短期失しつ踪そうの件、少し聞き込んできたんだが」

「え、もう？　朝頼んだばっかりなのに」

「まあ、部員の候補に関してはサッパリだからな。少しは役に立っておかないと」

　なんでも、一度勝ったとはいえ、武装風紀委員部隊有利の世論は動いていないのだという。もちろん、先の勝利でかなり見直された感はあるらしいのだが、いかんせん数の差という要因は簡単には覆らないらしい。

　要するに、二度目の奇跡が起こりうるか？　と見られているのだ。

　雅紀は眼鏡を中指で押し上げつつ、

「で、だ。件くだんの短期失踪……というか、無断外泊だな。それをやらかした生徒は計九人、いずれも武装風紀委員部隊の二年生男子だ。さらに共通点を挙げるなら、全員最後の目撃情報が校内であること、帰宅しない部との抗争で軽傷を追ったこと、くらいだ……と剣道部マネージャーの静香さんが言っていた。しかし、校内で聞き込んでいるんだから最後の目撃が校内なのは特別なこととは思えないし、軽傷を負っているというのも、武装風紀委員部隊のかなりの人数に当てはまる。それらが何か特別な共通点なのかと問われると、ちょっと微妙かもしれない。むしろ、全員が二年生という方が共通点としては際きわ立だっているかもしれないな」

「うーん。犯人も二年生で、自分の周りから標的をチョイスしているっていう可能性はあるけど……でも、どれも決め手とは言いにくいね。目撃情報は、具体的には学校のどのあたりなのかな？」

「主に部の活動場所周辺だな。怪我といっても練習に支障のない者ばかりだし、多少無理があっても筋トレとか、できる範囲での練習に取り組んでたらしい」

「なるほど。真面目まじめすぎてやだなあ。なんだかその努力って僕たちに向けられてそう」

「向けられてそう、じゃなくて、明確に向けられていると思うがな」

「うげ。で、部活が終わって解散してから足取りが途絶えている、と」

「ああ。特に土曜日は、一緒にいた三人がまとめて姿を消したんだそうだ」

「まとめて？」

「ああ。それで、ちょっと俺おれの流儀には反するんだが、当事者に直接話を聞いてみようと会いにいってきた」

「え、ホントに？　何もそこまで……」

「いや、運良く隊長格の子が話してるっていうか尋問してるところに出くわして、聞き耳を立ててるだけですんだんだがな」

「へえ。それで、何か面白いことでも言ってた？」

「いや、基本黙だんまりだな。言いたくありません、の一点張りで。終始赤面していたのが少し気になったんだが、まあ、質問してる隊長が女の子だったからな。そう不思議でもないのかもしれない」

「女の子？　あー、あのサイドアップのどっちかかな」

「ただ、その彼は最後に妙なことを口走っていたよ」

「というと？」

「『違う、違うんだ！　生徒会長閣下のお美しいバスト以上の胸なんて存在するはずがないんだ！』と、まるで自分に言い聞かせるようにね」

「……はあ？」

「俺にもその言葉の真意はサッパリ理解できない。あんなのはタダの脂肪の塊なのにな。微乳貧乳こそが究極の美だとなぜわからないのか……」

「いや、たぶん論点そこじゃないから。でも、あんまり物騒な話じゃなさそうだね」

「今のところはな。しかし、合意さえとれていれば物騒じゃないってことにもならないと思うんだが」

「っていうと？」

「例えば、援助交際とか薬物とか」

「あ、なるほど。……さすがに、むさい武道系男子がこぞって援助交際っていうのはないと思うけど」

「それは同感だ。だが、その無断外泊組が結託して口裏を合わせているようにも見える。可能性としては、被害者ではなく加害者である、という線もありうる」

「うーん。確かにそっちの方が現実的ではあるけど」

「少なくとも、無断外泊の時点で物騒な事態ではあるだろう。特に、ここみたいな私立のお行儀がいい学校では」

「……お行儀いいかなあ。まあ、確かに目立った非行とかイジメはないっぽいけど、ゆすらや恋れん子こみたいな違う方向に尖とがった問題児もいるし」

「今や夕ゆう也やもその一人だと思うがな」

「そりゃそうだ」

　苦笑して、夕也は考え込んだ。

　恋子が見た看護婦らしき幽霊。

　その幽霊が押していたというストレッチャーと、その上に寝かされていたという誰だれか。

　なぜか帰宅しなかった武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの人たち。

　金曜に三人。土曜に三人。日曜に三人。その三件を結びつける決定的な証拠はない。

　しかし……。

　夕也は立ち上がった。

「どうした、夕也」

「ちょっとね。少し思いついたことがあるから、試してみようと思う」

　そう言って、夕也は教室をあとにした。



　夕也は生徒会室へ直行し、ドアをノックした。

「どうぞ」

　という琴こと音ねの声に、ドアを開ける。

　生徒会室には、生徒会長である琴音と、副会長の右う京きよう、書記の左さ京きようの三人がいた。どうやら件くだんの外泊事件の報告書を、琴音が読んでいる真っ最中だったらしい。

「貴様は……ッ！」

「キミは……ッ！」

　サイドアップの双子が、夕也を見るなり腰を浮かせて鋭い視線を向けた。

「左京さん、右京さん、落ち着いて」

　琴音に言われて、志し々し谷や姉妹は渋々といった表情で浮かせた腰を椅い子すに落とした。

「珍しいわね、夕ゆうくんがここに来るなんて。生徒会に入る気になったのかしら？」

「まさか。仮に入っても、そこの二人にいじめられちゃうよ」

「じゃあ、なんのご用かしら？」

　夕也は琴音が持っている報告書を「それ」と指さした。

「例の短期失しつ踪そうの報告書でしょ？　その件で、ちょっと話があってさ」

「ああ……あの子たちに聞いたの？　うふふ、そうよねえ。得体の知れない何かがいるかもしれない学校で、知り合いの女の子が寝泊まりしてるなんて不安だものね？　まして、耶や宵よいちゃんのいる家に帰るなら、幽霊が出る夜中には一緒にいてあげられないし」

「……まあ、だいたい図星だけど」

「ねえ夕ゆうくん。ちょっと欲張りすぎなんじゃない？　いいえ、というよりは、無責任ね。一緒にいて戦ってあげられないなら、帰宅しない部のことはあきらめるべきだわ。あの二人は寂しがるでしょうけど、期待を持たせる方が残酷よ。昨日、帰かえり際ぎわの彼女たちの寂しそうな顔、見たでしょう？」

「うっ……」

　琴こと音ねは口元を隠して、夕ゆう也やを挑発するようにうふふと笑った。

「まあ、夕くんがこの調子で帰宅を続ければ、帰宅しない部も遠からず空中分解するでしょうし、そうなってくれればわたくしたちも楽でいいんだけれど」

「いや、言いたいことはわかるし耳が痛いけど、そんな展開には持っていかせないよ」

「あらあら。じゃあ、どうするのかしら？」

「無断外泊事件と幽霊の件を解決する。そのために琴こと姉ねえに協力をお願いしたいんだ」

「……。何か妙案でもあるのかしら？」

「妙案ってほどのものでもないけどね。それを話す前に、そちらのお二人に確認したいんだけど、いいかな？」

　そう言って、夕也は左さ京きようと右う京きように目を向けた。

「なんでボクたちが……！」

「図に乗るな。自分たちと貴様は敵同士だ」

「でも、この件については利害は一致してるでしょ」

　琴音は左京と右京を手で制して、

「とりあえず、確認したい内容を言ってご覧なさいな」

「うん。武装風紀委員から、看護婦の幽霊を見たっていう証言は出てないかな？」

「どうなの？　右京さん。報告書にはないけれど」

「……あったよ。馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思って削ったけど、日曜に無断外泊した一人が白衣を着た女の幽霊に連れていかれたのを見た、って証言が一件」

「その幽霊を見たっていう場所は？」

「第二武道場の近くだよ。部活が終わって着替えて出たところで、っていう話だった」

「なるほど、やっぱり」

「どういうことだ。まさか、幽霊が犯人だとでも言うつもりか」

　左京が夕也を睨にらむ。その鋭い視線に若干気け圧おされつつ、夕也は、

「幽霊かどうかはさておき、怪しい白衣姿の女がいるってことだよね。ゆすらや恋れん子こが学校に寝泊まりしてたんだし、他ほかにそういう人がいても不思議はないでしょ」

「あるわよ。まったくもう、次から次へと……。いったい何人が住んでいるのかしら」

「あはは、まあ、それはともかく、とりあえずその女を押さえようよ、琴姉。思うに、その女は『怪け我が』に反応してる。無断外泊事件の当事者は全員負傷者だし、目撃情報の看護婦っていうのから考えてもね。きっと、怪我をした武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの人を狙ねらってるんだ。だからその点を突けば、尻尾しつぽくらいは掴つかめるはずだよ」

「そう上う手まくいくかしら」

「うん。実はね」

　と、夕ゆう也やは制服の上着を脱いで、ワイシャツの袖そでをまくって見せた。

　あらわになったのは、体育のときにすりむいた肘ひじ。が、怪我の規模とは裏腹に、大おお袈げ裟さに包帯が巻き付けてあった。

「あら、夕ゆうくん、怪我をしたの？　大丈夫？」

「すりむいただけだよ。うちのクラスの保健委員が大袈裟で、包帯まで巻いてくれたんだ」

「つまり……キミも怪我をしたから、自分を囮おとりに犯人を釣り上げようって考えてるんだ？」

「正解。このあと、これ見よがしに袖をまくったまますごしてアピールするつもり。被害者は全員二年生だし、きっと犯人の目にも入ると思うんだ。でも、武装風紀委員部隊に怪我をしている人は多いし、閉門時間直前の部活が終わる時間帯に『怪け我が人にん』がたくさんいたんじゃかすり傷の僕が当たりを引く可能性は低いと思う。だから、琴こと姉ねえやお二人の権限で、今日は武道系の部活動を休みにしてほしいんだ」

「なっ！　そ、そんな勝手なことを……」

「無む茶ちやだよ！　部活を一方的に休みにするなんて、横暴もいいところだ！」

「でも、たぶん何も手を打たなければ、今日も短期失しつ踪そうしちゃう人は出ると思うよ。怪我人がこんなにたくさんいる期間は長くない。みんな軽傷だし、体力自慢ばっかりだから回復も早い。もう二、三日もすれば治っちゃう人もたくさん出てくる。犯人の目的も動機もまだ不明だけど、きっと犯人は怪我人がいる間になるべく活動しようとすると思う。何しろ、日曜日にまでやったんだから」

「そうねえ。その点に関しては、わたくしも賛成だわ」

「え!?　ちょ、会長!?」

「幽霊云うん々ぬんとの関連も憶測にすぎないし、ちょっと推論にしても論理の組み立て方が飛躍的すぎるけど……でもまあ、他ほかに何か可能性が見えているわけでもないわ。それに、怪我人が多い上に多数の無断外泊者を出しているような現状だもの。該当する部の活動自粛も不自然ではないわ」

「しかし、生徒会長殿。武道系の部員を帰してしまっては、犯人に対抗する人員が用意できません。せめて怪我をしていない部員だけでも残すべきかと」

「うふふ、ダメよ、左さ京きようさん。全員帰宅してもらいます。もちろん、貴女あなたたち二人にも。貴女たちも立派な怪我人だものね」

「は!?　ちょ、会長、それじゃあまさか会長一人で……!?」

「いいえ。夕ゆうくん、言い出したからには、その張り込みには帰宅しない部は動員してくれるんでしょう？　うふふ、今回はこっちの戦力は温存させてもらうわよ？」

「それは、もちろんそのつもりだけど……」

「では、よろしく。わたくしも責任者として同行します」

「生徒会長殿ッ！　さすがにそれは承しよう伏ふくいたしかねます！」

「何を言ってもダメよ、左さ京きようさん。もう決めたの」

「しかしッ」

「どうせ琴こと姉ねえのことだから、そっちで戦力を用意しなければ、こっちの内情や手の内を見ることができる……とか考えてるんでしょ」

「あら、やっぱりわかる？　まあ、そればっかりでもないのだけれど……でも、わたくしの同行を認めなければ、部活動休止の要求は呑のまないわよ？」

「はいはい、わかってますよ」

「では、交渉は成立ね。左京さんも右う京きようさんも、異論は認めないわ。すぐに各部長と顧問の先生に通達を出してちょうだい」

「……はっ、了解であります」

「……ちぇ、なーんか納得いかないなー」

　釈然としない顔で、しかしサイドアップの双子はうなずいたのだった。



    

  
    
      
第五章　学園ブレイク・スルー



　放課後。

　中等部が放課後に入る時間は、高等部より少し早い。

　だから、耶や宵よいが先回りして高等部の部室棟にやってきたときには、まだ部室棟には人影はなかった。

　しんとした部室棟で、帰宅しない部が占拠したという空き部室はすぐに見つかった。

　挑発的な張り紙が否いや応おうなく目に入る。

　ドアを開けて覗のぞき込こむと、ボロボロの熊の剥はく製せいとドラム缶が視界に飛び込んできた。

　――く、熊とドラム缶……？　シュールな部室ですの……。そういえば、木曜の朝に兄様たちが運んでましたけど……なんですの？　このボロボロの熊。

　まじまじと部室の中を眺めているところへ、夕ゆう也やとゆすらが連れ立ってやってきた。

　――同じクラスだそうですから、授業が終わるタイミングが一緒になるのが道理ですけど……面白くありませんの。

　しかしそんな不満は顔に一切出さず、穏やかな微笑ほほえみを維持したまま、

「あ、兄様。今日は部活ですの？」

　と訊きいた。

「うん。今日は幽霊に会いにいくんだ」

「幽霊……ですの？」

「ほら、昨日恋れん子こが言ってたでしょ。看護婦がどうとか」

「あたしがどうかしたんですか」

　と、夕ゆう也やとゆすらの背後から恋子もやってきた。

「っていうか、どうして耶や宵よいちゃんがいるんです？」

「兄様と一緒に帰ろうと思って迎えにきたんですの。でも、部活があるそうですから」

　帰ろう、と強引に兄にお願いする、という選択肢もちらりと考えたが、耶宵はすぐにそれを放棄した。

　前日の夜に、彼女たちを強引に追い出したことで、兄の好感度を下げてしまっているのだ。同じ失敗を繰り返すわけにはいかない。

　だからといって、悪い虫に囲まれている兄を置いて一人帰る、というのも面白くない。

「悪いですねー。そういうことですから、耶宵ちゃんは先に帰ってくださいです」

　その辺の思惑を完全に理解しているのであろう恋子が、嬉うれしそうに言った。それがまた、耶宵の神経を逆なでする。。

「いいえ、私もご一緒しますの」

「は!?　いやだって、これは部の活動ですし！　耶宵ちゃん、部員じゃありませんし！」

「あら、でも、まだ正式な部活動ではないと聞きましたの。だったら、固いことは言いっこなしですの」

「それはそうだけどさ、耶宵。もしかしたら危険な展開もあるかもしれないんだ。負傷中とはいえ、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいのメンバーを三人まとめて拉ら致ちしたとかいう話もあるしさ。やっぱり帰った方が……」

「いやですの」

　にっこりと、耶宵は笑って見せた。

「危険ならなおさら、兄様だけを行かせるわけにはいきませんの」

「でも……」

　なおも渋い顔をする夕也の肩を、たった今後ろからやってきた琴こと音ねが、ぽん、と叩たたいた。

「いいじゃない、夕ゆうくん、連れていってあげれば。ダメと言ってもついてきそうな顔をしてるもの」

「琴こと姉ねえ……」

「うふふ。それに、守るべき対象が多い方が、夕くんは色々と帰宅しない部の切り札を見せてくれそうだもの」

「はいはい、そんな魂胆だろうと思いましたよ」

「半分くらいは冗談なのよ？　ここまできて揉もめても仕方ないでしょう？」

「それはそうだけど」

「とりあえず、夕ゆうくんに言われたとおり、武道系の部活動は今日は活動を自粛してもらったわ。きっともう大半が帰宅しているはずよ」

「了解。その様子は、きっと犯人も見ているだろうね」

「でしょうね」

「兄様。犯人が帰宅中の怪け我が人にんの方かたを狙ねらったらどうしますの？」

「この時間だと人の目も多いし、さすがに避けると思うんだよね」

「だといいですけどね。とりあえず、立ち話もなんですから、部室に入ったらどうですか。正直お迎えしたくない顔もありますけど」

「あらあら、そもそも不法占拠なのに何を言っているのかしら」

　白々しく言う琴こと音ねのとなりで、耶や宵よいは内心でせせら笑った。

　――ふふ、きっと一番お迎えしたくないのは私ですのね。

「……いいからさっさと入る」

　ゆすらに促されて、全員が六畳ほどの部室の中にゾロゾロと入った。そして部室の中央に鎮座していた熊とドラム缶を隅へと移動させ、腰を下ろして車座になる。

「で、ほ、ホントに犯人は幽霊じゃないんですよね!?」

　全員が座るなり、恋れん子こが夕ゆう也やに詰め寄った。

「まあ、たぶん」

「たぶんってなんですか――っ!?　万が一本物だったら、あたしたち呪い殺されちゃうかもしれないじゃないですかっ」

「いやあ、今のところ連れ去られた人たちも翌日の朝には無事解放されてるし、そこまで物騒な相手じゃないとは思うけど。でもまあ、ホントに幽霊だったらその場で回れ右して全力で撤退だね」

「馬ば鹿からしいですの。ホントに幽霊だった場合の想定なんて、時間の無駄だと思いますの」

「そうねえ。わたくしも、その点に関しては同感だわ」

「むー」

　不機嫌そうに、恋子が唸うなる。

「まあまあ。今回の作戦の目的は、やっつけるとか捕まえるとかより、相手の正体を見極めることだからね。相手がどこの誰だれなのかわかれば、交渉だってやりやすくなるでしょ」

「交渉って、幽霊になんの交渉をする気なんですか!?」

「部員になってって」

「……群れの仲間を増やすことは大事」

　ゆすらはうんうんとうなずいたが、恋子は血相を変えて、

「いやいやいやいや、仲間も選びましょうよ！　ネタですかッ!?　リアル幽霊部員とか、使い古されすぎて面白くも何ともないです――――ッ！　っていうか、この部室に幽霊が常駐とか怖すぎますッ！」

「いや、だから僕は幽霊じゃないと踏んでるし、部員探しも急務だし……って、琴こと姉ねえ、何その不敵な笑いは」

「あら、なんのことかしら？　うふふ、部員なんて増やさせないわ、邪魔してやる、なんて思ってないわよ？」

「……。ま、いいや。とにかく、これから作戦会議を始めるからね。琴姉も、これ以上協力してとは言わないけど、あんまり引っかき回さないでよ」

「さあ、どうしようかしら？」

　すっとぼけながら、琴こと音ねは横目で意味ありげな視線を向けてきた。

　――挑発的ですの。琴姉様、何か企たくらんでいますの……？　ふふふ、でも、私の兄様は絶ぜぇぇっ対たいに渡しませんの！

　耶や宵よいは内心に燃えさかるものを隠しながら、いつも通りの清せい楚そな微笑ほほえみを返した。
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　夕ゆう也やが仲間に説明した作戦の概要は実に単純だった。

　怪け我が人にんである夕也が上着を脱いで肘ひじの包帯をこれ見よがしに閉門時間が近い校内を歩き回る。その様子を帰宅しない部の面々が隠れてマークし、犯人の出現を待つ。

　怪我人の武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいが誰だれ一人いない校内で怪我人を確保しようとすれば、夕也を狙ねらうしかない、という寸法である。

　多々出た反対意見を強引に押し切って、夕也は空き部室を出た。

　閉門時間まであと三〇分。

　各部活動の練習も佳境に入っているのか、校内のどこにいても威勢のいいかけ声が聞こえてくる。

　そうした喧けん噪そうはあるのに、夕也が歩く廊下に人の気配はほとんどない。体育館やグラウンドなど、あるいは文化系の部活動が行われている教室を除けば、もう生徒は残っていないようだった。

　――今日は活動を自粛してもらったけど、狙われていたのは武装風紀委員部隊の……武道系部活動の人たちだし、武道場の方へ行ってみようか。

　そう思って廊下の角を曲がろうとしたその瞬間。

　角の向こう側、完全に夕也にとって死角になっていた方向から、ひゅん、と何かが飛んできた。

「え？」

　白くて長いそれは、まるで意志を持っているかのようにぐるぐると夕ゆう也やに絡みつく。

　――これって……包帯……？

　そう思うと同時に、身体からだがぐいっと引っ張られた。

「うわあっ!?」

　両手を包帯に封じられては上う手まくバランスもとれない。引っ張られるままにたたらを踏んで、夕也はあっさりと包帯を放った人物の手元まで引き寄せられてしまった。

「あははははッ、捕まえたわぁん。救急患者一名様、ごあんなぁい」

　そして気がつけば、夕也はぐるぐる巻きのままストレッチャーに寝かされていた。

「な、ちょ、君はいったい……？」

　カラカラと走り出したストレッチャーから首を動かして見やると、押しているのは恋れん子こが言っていたような白衣の女だった。

　長い髪は、肩の辺りから波打って流れている。切れ長で高圧的な視線を放つ目。その右目の下には悩ましげな泣きぼくろ。口元には鮮やかな赤いルージュを引いていた。

　美しいという表現よりは、色っぽいと言った方がしっくりくるような顔立ちだった。飛び抜けて美人ではないが、男心をくすぐるような不思議な艶あでやかさがある。

　羽織った白衣の下、大きく開け放たれたブラウスの胸元から覗のぞくのは、琴こと音ねに勝るとも劣らない、一歩ごとに大きく揺れる、たわわすぎる双そう丘きゆう。それを包む黒い下着もばっちり見えてしまっている。というか、ブラウスの胸元の開はだけ方からして見せる気満々といった感じだった。

　そして、かろうじて見える腰から太ふと股ももにかけては、超がつくほど短いマイクロミニのスカート。その短さたるや、ガーターベルトが余裕で見えてしまうほどだった。足音からして、きっとハイヒールを履いているに違いない。

　見るからに、生徒の格好ではない。しかし、保健医の顔なら夕也だって知っている。同じ女性ではあるが、この秋あき月つき学がく園えん高等部の保健医は、保健医のくせにヘビースモーカーな、もっとサバサバした男っぽい先生だ。目の前にいる女とは似ても似つかない。

「いけない子ねぇん。搬送中はお喋しやべりしちゃダ・メ・よ。舌を噛かんだら大変でしょ？」

　甘ったるい口調で、白衣の女は言った。

「はあ」

　確かに、正論ではある。

　――ゆすらたち、ちゃんと追跡できてるかな。それにしても、この胸の揺れ方……。

　若干顔を赤くしつつも、その躍動感から目を離せない。

　――そこはかとなく、デジャ・ビュを感じるような……？

　しかし、前日には琴音のダイナマイトなアレを生で目撃したばかりである。そのときに焼き付いた記憶が揺さぶられているだけである可能性を、夕ゆう也やは否定できない。

　そうこうしているうちに、夕也を乗せたストレッチャーは保健室に到着した。そして保健室に入るなり、白衣の女は後ろ手にガチャリと鍵をかける。

「さぁて、診察のお時間よぉん？」

　白衣の女は嬉うれしさと興奮を抑えきれないとでも言いたげな表情で、ぐっと腰を折って夕也の顔を覗のぞき込こんだ。

　すると、ただでさえルーズな胸元が、前傾姿勢になったことでさらにすごいことになる。

　――なっ……なるほど、これは被害者が黙秘を貫くわけだ……。

　顔を真っ赤にして胸元からも至近距離の顔からも目を逸そらしつつ、夕也は思った。

　武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいは琴こと音ねのファンクラブのような組織である。それが、他ほかの女の色香に、他の女のおっぱいに鼻の下を伸ばしてましたとは言えるはずがない。

「ちょ、僕をどうするつもりですか」

「も・ち・ろ・ん、治療よぉん？」

「いや、僕の怪け我がも、昨日までの武装風紀委員部隊の人たちの負傷も、すでに処置はしてあったでしょう」

「あはははは、そんなの関係ないわぁん。だって、あたしが治療をしたいんだもの。さあ、治療中は大人しくしてなきゃダ・メ・だ・ぞ？」

「はあ？　意味がわかんないんですけど！」

「暴れないの。悪い患者ね。暴れると、手元が狂っちゃうかもしれないわよぉん？」

　笑顔で。

　はあはあと息を荒くして。

　白衣の女は、ぐるぐる巻きの包帯から夕也の右腕を引っ張り出そうとし始めた。

　どういうわけか、夕也の枕元から、覆おおい被かぶさるようにして。

「むぐっ！」

　半分以上が剥むき出だしになった白衣の女の胸は、当然夕也の顔を直撃する。が、女は気にした様子もなく、『治療行為』に没頭しているらしい。むにむにした柔らかさと、すべすべの素肌の感触、ときどき黒いランジェリーの肌触りがぐいぐいと押しつけられてくる。

　――なんでわざわざその位置から!?　ってか、息が……ッ！　気持ちいいけど、水一滴もなしで溺おぼれそうだ!?

　ぐるぐる巻きの包帯のせいで、抵抗どころか身じろぎさえほとんどできない。

　夕也は自分の推測した犯人像が正しかったことをほんの少しだけ喜びつつ、窒息する前に仲間が助けにきてくれることを切に祈り続けた。
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      　カラカラ、カラカラ。

　走り去るキャスターの音を、一定の距離をとって追いかけながら、バラバラに散って夕ゆう也やをマークしていた面々はいつしか合流していた。

「どこまで行くんでしょう？」

「保健室じゃないかしら。ちらりと見えた影は白衣みたいだったし、ストレッチャーの保管場所も保健室だし、向かっている方向から考えても」

　恋れん子この問いに、琴こと音ねがそう答えた。

　そしてその予想通り、夕也を乗せたストレッチャーが走る音は保健室付近で消えた。

　真っ先に、ゆすらが保健室のドアに駆け寄った。そしてドアを開けようとするが、鍵がかかっているのか、全然開く気配はない。

「どいてください、ですの」

　耶や宵よいがゆすらを押しのける様ようにして、ドアの前にしゃがみ込んだ。そして自分の髪からヘアピンを何本か外して、鍵穴をガチャガチャやり始める。

「こんな安物の鍵……こうして、こう……開きました！　ですの」

　ものの数秒で耶宵は勢いよく立ち上がった。

「えーっ!?　手て際ぎわよすぎです！　耶宵ちゃん、なんでそんな特技持ってるんですか!?」

「なんでって、そんなの兄様のお部屋に忍び込むために習得したに決まってますの！」

「堂々と言い切りました……」

「あらあら、我が従妹いとこながら、お行儀の悪い子ねえ」

「腹の中が真っ黒で性根が腐っている琴こと姉ねえ様に言われたくありませんの」

「耶や宵よいちゃん……あんたも腹黒さでは人のこと言えないと思います……」

「……どうでもいいから、ユウを助ける」

　ガラッとゆすらが引き戸を開けた。

　そこでゆすらたち女性陣が見たのは、包帯でぐるぐる巻きにされてストレッチャーに寝かされている夕ゆう也やと、呼吸を荒くして夕也に覆おおい被かぶさっている白衣の女の姿だった。

「ちょ、何やってんですか――――ッ！」

　恋れん子この声に反応して、白衣の女が上体を起こして入り口の方へと顔を向ける。夕也は「ぷはっ」と盛大に、そして貪どん欲よくに呼吸を再開した。

「あらぁん、ちゃんと鍵をかけたのに。どうやって開けたの？」

　そう言って首を傾かしげる、扇せん情じよう的てきな格好の白衣の女。

「あらあら。看護婦というより、まるで保健医ね。色々間違っている気はするけれど」

　やや呆あきれ気ぎ味みに、琴こと音ねが言った。

「でも、保健の先生じゃないです」

「中等部の保健の先生とも違いますの」

「そうね。教職員の中に貴女あなたのような人はいなかったと記憶しているんだけど……もしかして、貴女も高等部の生徒なのかしら？」

「うふ。当たり前じゃない。花も恥じらう一七歳よぉん？」

「花が恥じらうとしたら、年齢よりそのはしたない格好だと思いますの」

「……どうでもいい」

　言うが早いか、ゆすらはナイフを抜いて白衣の女に飛びかかった。

「なっ、ちょ、いやぁん。……危ないじゃないのよ、もう」

　ナイフに白衣の女が飛とび退のいた隙すきをついて、ゆすらは目標を夕也に切り替えた。そしてナイフで包帯を切り裂いた。

　そして恋子もストレッチャーに駆け寄って二人がかりで巻きついた包帯から夕也を助け出した。

「うひゃあ、助かったあ」

　助け出されて床に下りて、夕也は胸を撫なで下おろした。

　ゆすらはストレッチャーの側そばでナイフを構えたまま、白衣の女を牽けん制せいし続けている。

「あら、夕ゆうくん、本当にそう思ってるのかしら？　あの下品なおっぱいが名残惜しかったんじゃないの？」

「うっ。それは……いやいや、死ぬところだったし！　それより」

　夕ゆう也やは立ち上がって、白衣の女へと向き直って、

「ええと、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの負傷者を夜な夜な拉ら致ちしていたのは貴女あなたですよね？」

「そうよ。でも、拉致なんて物騒な言い方、ダ・メ・よ？　あたしは怪け我が人にんを誠心誠意看護していただけなんだから」

「いやいや、目的は関係なく、本人の意志を無視してやったら立派な拉致監禁ですから」

「やぁん。細かいことは気にしないでほしいわ」

「全然細かくないですの」

「そもそも、なんでこんなことをしたんです？」

「なんで？　それは愚問だわ。だって、そこに怪我人がいるのよぉん？　もう我慢も限界だったの！　あたしはねえ、傷口に消毒液を塗ったり、打撲で腫はれた患部に湿布を貼はったりする瞬間が一番ゾ・ク・ゾ・クするのッ！」

　自分を抱きしめるように豊かな胸を挟んで持ち上げながら腕を交差させて、腰までくねらせて、女は頬ほおさえ上気させてちょっとアレなカミングアウトをかました。

「変態がいます――――ッ！」

「一いち分ぶの隙すきもない変態ですの」

「特殊すぎる趣味よねえ」

「余計なお世話よぉん」

　白衣の女はふん、と憤ふん慨がいしながら、長い髪をかき上げた。その拍子に、大きな胸がたゆんと揺れる。

「……。なんか、何を言われたわけでもないのにケンカを売られた気分です」

「恋れん子こちゃん、気にする必要はありませんの。あんなの、大きいだけではしたないおっぱいですの。あんなふうになるくらいなら、ない方がマシですの」

「それは……持てる者の論理です……」

「二人とも、こんなときに何言ってんの……？」

　とは言いつつも、夕也とて健康な高校生男子なので、ついつい目は行ってしまう。

「あらあ、負け惜しみ？　あはは、お上品ならいいってもんじゃな・い・わ・よ？　だいたい、生徒会長ならともかく、そっちの中等部のお子様は完全な負け惜しみじゃないの」

「うるさいですの。治療フェチの露出狂には言われたくありませんの」

「口の減らない子ねぇん……。悔しいなら大きくなってみたら？」

「き――――ッ！　むかつきますの！」

「……相手にすらされない人間が人知れず傷ついていることを忘れないでほしいです……」

「え……えーと、まあ、それはさておき」

　放置すれば延々続きそうな不毛な罵ののしり合いを、夕也は遮った。

「周りに絆ばん創そう膏こうや包帯を巻いた人が増えちゃって、それで辛しん抱ぼう堪たまらん状態になっちゃったってことですか？　で、衝動に任せて怪け我がをした武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの人を拉ら致ちして、欲望の赴くままに手当てをしていた、と」

「そうよぉん。あんたらが怪け我が人にんを増やしたのがいけないのよ？　これまでは、夜な夜な保健室に忍び込んで、消毒液の匂においを嗅かぐことでこの気持ちを押し殺してきたのに、おかげで抑えきれなくなっちゃったんだからぁん」

「……変態にもほどがありますの」

「あんまりしつこいと、力ずくで黙らせちゃ・う・ぞ？」

　まあまあ、と双方をなだめつつ、夕ゆう也やは、

「ところで、もしかして、夜中にストレッチャーに怪我人を乗せて校舎内を行き来したりとか、しました？」

「したわよぉん。だって、トイレに行きたいって言うんだもの。尿し瓶びんでとってあげようかって言ったんだけど、顔真っ赤にして泣いていやがるし」

「そりゃあ……ねえ……」

「うふふ、残念だったわぁん。それだって看護のうちなのに」

「……ド変態ですの」

「お嬢ちゃぁん。そろそろウザくなってきたから、その口を閉じやがれ？」

　なんにせよ、これで恋れん子こが見た幽霊の正体も解明完了だ。

「えーと、まあ、だいたい事情はわかったよ。で、一つ提案があるんだけど。ゆすら、ナイフを仕し舞まって」

「がう？」

「話し合いに刃物は要らないでしょ」

「……わかった」

　うなずいて、ゆすらはナイフを鞘さやに収めた。

「で、提案って何かしらぁん？」

「うん。さすがに生徒を拉致したことはよくないけど、当事者たちは赤面しながら黙秘を続けてるわけで、酷ひどい目に遭あったってわけでもなさそうだしね。やってたことは治療とか手当てなんだろうし、とりあえず一言『ゴメン』って言ってもらえれば手打ちにできると思うんだ。だから、さっさと決着をつけちゃおうよ。で、ゴタゴタを終わらせた上で、どうせ夜学校にいるなら、僕らと一緒に帰宅しない部をやらない？」

「……はあ？」

「あ、部っていっても、特に規則とか決まった活動とかもないから、名目だけでいいんだ。普段は好きなことやってていいから、何かあったら相互に協力しましょうってだけで。あと、一緒に食べるなら晩ご飯はごちそうするよ？」

「意味がよくわからないわぁん。謝れっていうの？　お断りよ。それに、止やめる気だってサラサラないわ。あんな軽傷じゃすぐに治っちゃうのよ。看護できる期間だってそう長くないのよぉん。今を逃すわけにはいかないわ！」

「えー。っていうか、こんな人、仲間に誘うのもちょっとアレです……」

「あらあら、強情な看護マニアね」

「変態ここに極まれり、ですの」

「言っておくけど……っていうか、もう気づいていると思うけど、今日は貴女あなたのさらなる犯行を防ぐため、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの人たちの部活は休みにしてもらってるよ。貴女の言う患者は、もう全員帰宅しちゃってる」

　諦あきらめにも似た笑顔で、夕ゆう也やは告げた。

「わかってるわよぉん。それでターゲットを自分に絞らせるなんて、小こ癪しやくよねぇ」

「お褒めにあずかり光栄です」

「あらぁん、褒めてないわよ？　結構むかついてるわ」

「じゃあ、こういうのはどうかな。武装風紀委員部隊の人たちを含めて、僕らも怪け我がをした人たちに君の治療を受けるように説得して手伝いをするからさ」

「え!?　ちょっと、夕ゆうくん、何を言ってるの!?」

「いや、ほら、本人の合意さえあればいいかなって。で、説得は僕らも手伝うから、ここは一つそれを交換条件に帰宅しない部に入って頂くってことで」

「兄様、いくらなんでも主張がメチャクチャすぎますの」

「かもね。でも、僕らも学校に住みついたりしてるわけだし、人様に説教できる立場でもないんだよね。むしろ怒られる側だし。だからさ、怒られる側同士手を組んで、夜の学校をより住みよい環境にするのがいいと思うんだ」

「さすがにあたしも、言ってる意味がわかんねーです」

「もう、この局面で、夕くんが事件の解決よりも帰宅しない部の仲間確保を優先するなんて思わなかったわ……」

「だって、ここまで事態が把握できたら、僕らは解決にこだわる必要もないし」

「うふ。ゴチャゴチャうるさいわよぉん？」

　夕也が言い終わらないうちに、白衣の女は動いていた。

　自らの谷間に手を突っ込んで包帯を取り出して身構えた。

　その動きに反応してゆすらがナイフに手をかけるが、それを抜く前に白衣の女の右手が閃ひらめいた。

「あぶねーですっ！」

　ドン、と恋れん子こが夕也を突き飛ばした。

「うわっ」

　数歩よろめいた夕ゆう也やがいた空間を、包帯がよぎっていく。

　その包帯は触手のように自在に宙を駆けて、ゆすらと恋れん子こと胴を腕をぐるぐる巻きにした。

「ひゃっ!?　な、なんですかこれッ!?　包帯!?」

「……しまった」

「あははははははははッ！　こうなったら、全員捕まえて搬送してあげるわよぉん！　あんたたちのその発育不良ぶりも治療してあげるわね？」

「え、ちょ、えええ、なんですかこの馬ば鹿か力ぢからは――――ッ!?」

　そのまま、ゆすらと恋子はぐいっと引っ張られ、瞬またたく間まにストレッチャーに寝かされて、包帯で縛りつけられてしまった。

「いや――――ッ！　助けてくださいです――――ッ！」

「……恋子、どこを触っている」

「この状況でそんなこと言われてもアレです――――ッ！　ていうか、ちょ、あん、ゆすら先輩こそどこを……やんっ」

「……そんなところを触りながら変な声を出すな」

「あらあら、あんなところに手が触れてるなんて、ホントに偶然かしら。二人とも顔を赤らめちゃって」



    

  
    
      



    

  
    
      「いや、ちょ、そんなこと言ってる場合じゃ……」

「やぁん、二人も乗せたらさすがにストレッチャーは満席ねぇん。まあいいわ、まずは貴女あなたたちから搬送しましょ。あはははは、なんだかあんな擦すり傷きずの治療なんかよりずっと面白そうだわぁん！」

　そのまま、白衣の女はストレッチャーを押して駆け出した。そして夕ゆう也やや琴こと音ね、耶や宵よいの脇を走り抜けていく。

　武道の達人でもアスリートでもない三人が気づいたときには、もう白衣の女は保健室を出てしまったあとだった。

「ちょ、ホントに拉ら致ちされちゃいますよっ!?」

「……ちょっとまずい」

　廊下から、そんなゆすらと恋れん子このやりとりが、走り去るキャスターの音に混じってかろうじて聞こえてくる。

「くっ……」

　二人を助けなければ。

　夕也は追いかけるべく駆け出そうとした。

　が、その袖そでを耶宵が掴つかんだ。

「兄様、行ってはダメですの」

「なっ、何を言って……」

「危険ですの。あんな変な技を使う女と戦うなんて、危険すぎますの」

「でも、ゆすらと恋子が！」

「お願いですの、兄様。行かないで、ですの！」

　二人を助けなければ、と昂たかぶっていた気持ちに覆おおい被かぶさるように、何かが急速に湧わき上がってきた。

　真剣な目で、自分の身を案じてくれる妹。

　その目に浮かんだ涙が、まるで宝石のように見える。

　ヤバいくらいに、妹が可愛かわいい。

　ただただ、可愛い妹の言うことを聞いてあげなければ、という気持ちが心に、身体からだにまとわりついてきて――夕也は、走り出すどころか一歩さえも踏み出せなくなってしまっていた。



　　　＊



　言うまい、と耶宵は思っていた。

　こんな、兄がいやがりそうな『お願い』は。

　――でも。

　わかっている。

　友達を見捨てて、と耶や宵よいはお願いしてしまったのだ。兄がそれを快く思うはずがない。

　――でも。

　言わずにはいられなかった。

　あの二人を助けに行かせてしまったら、兄が奪われてしまうような気がして堪たまらなかったのだ。

　――行かせませんの。兄様は、私のもの。絶対に渡しませんの！

　兄が葛かつ藤とうしているのがわかる。

　――どうしてですの？　私がこうしてお願いしているのに。どうして、他ほかの女のことに必死になるんですの……？

　暗い炎が、心の中でどんどん燃え広がっていく。

「夕ゆうくん、急がないとあの二人が連れ去られてしまうわ」

　琴こと音ねが、兄にあの二人を追わせようと必死な顔で語りかけた。

　――鬱うつ陶とうしいですの……！　私のことをこそこそ調べて回ったり、家に押しかけてきて兄様をたぶらかそうとしたり……琴こと姉ねえ様の好きになんかさせませんの……！

「行ってはいけませんの。兄様に何かあったら、私……」

　ぐっと、兄の袖そでを握る指に力を込めた。

　――ごめんなさい、兄様。でも、これも仕方ありませんの。兄様を誰だれにも奪われないための必要悪ですの。

「兄様。お願いですの……！」

　祈るように、耶宵は兄にそう懇願した。



　　　＊



　心が埋め尽くされていく。

　妹が可愛かわいいという想おもいと、妹のお願いを聞いてあげなければという想いに溺おぼれそうになりながらも、夕ゆう也やはギリギリのところで踏みとどまっていた。

　――助け……なきゃ……。

　妹に対する想いが奔ほん流りゆうとなって、最後に残った理性をも押し流そうとする。

「夕くん！　それでいいの？　結局、帰宅しない部なんてその場の思いつき程度で、いざとなったら他ひ人と事ごとなの？　あの二人のことを見捨てるの？」

　微かすかに、琴音の言葉が耳に入り込んでくる。

　カラカラと、ストレッチャーの音がどんどん遠ざかっていく。

　――違う。見捨てるつもりなんて、ない……けど……。

　最後の理性が、もう限界を迎えようとしていた。耶や宵よいの言葉が、お願いが、耳が痛くなる琴こと音ねの言葉よりもずっと甘美な響きで脳を痺しびれさせる。

　妹が可愛かわいい。

　それだけが宇宙で唯一の真理であるかのようにさえ思えてくる。

　――もう……限界…………。

　夕ゆう也やの理性が力尽きようとしたその瞬間。

　廊下から、叫び声が響いてきた。

「た、助けてくださいです――っ！　こんなわけのわかんない人の変な治療なんて受けたくないです！　助けて……助けてよ、お兄ちゃんッ！」

　ガン、と脳を揺さぶられた気がした。

　お兄ちゃんという、その懐なつかしい響きに。

　――そうだ。僕には、もう一人妹がいたじゃないか。僕をお兄ちゃんと呼んで後ろをついてきた、幼なじみの妹分が。

　力尽きかけていた理性が、息を吹き返した。

　心と体にまとわりついている何かに、ぴしりとヒビが入ったように感じられた。

「………………行かなきゃ」

　ぽつり、と呟つぶやきが漏れる。

「……!?　そ、そんな……！　兄様、ダメですの！　追いかけるなんて、危険ですの。帰りましょう？　兄様。きっと恋れん子こちゃんたちは、自分たちでなんとかすると思いますの」

　困惑気ぎ味みにまくし立てる耶宵に、それでも夕也は兄としての優しい目を崩さなかった。

「……それでいいの？」

「え？」

「仲間や幼なじみを見捨てるような、そんな兄でいいの……？」

　耶宵は、夕也のその問いに何も答えられず、ただただ愕がく然ぜんとしていた。

　そして、次の瞬間。

「あおぉ―――――――――――――――――――――――――――ん」

　ゆすらの遠とお吠ぼえが保健室に流れ込んできた。

　途端に、夕也の脳裏につい何日か前のことがフラッシュバックする。

『……遠吠えで、ユウを呼んだのに』

　たかだか恋子のトイレに付き合うだけの、わずかな時間。

　その程度の時間離れただけで、涙ぐんだ目で夕也を追いかけてきたゆすら。

『……遠吠えは、仲間への呼びかけ。私の仲間は、ユウ』

　最初の群れの仲間、と夕也の後ろをくっついてきたゆすら。

　嬉うれしそうに、魚やイチゴを獲とってきたゆすら。

　幸せそうな顔で、夕ゆう也やの作った料理を食べるゆすら。

　夕也の家から帰るときに、悲しそうな顔で恋れん子こと琴こと音ねに引きずられていったゆすら。

　胸が締め付けられるように痛む。

　仲間オオカミたちの群れを離れ、慣れない異国の地でたった一人だったゆすら。

　夕也が最初の仲間になるまで、誰だれとも喋しやべることさえもできず、独りぼっちで。

　――何をやってるんだ、僕は。自分から手を差し伸べたくせに……！

「あおぉ―――――――――――――――――――――――――――ん」

　遠とお吠ぼえは、仲間への呼びかけ。

　ゆすらが呼んでいる。仲間を。夕也を。

「ユウ―――――――――――――――――――――――――――ッッッッ！」

　業ごうを煮にやしたのか、遠吠えが直接の名前に変わる。

　こんなにも求められているのに、惚ほうけていていいのか。

　助けに、行かなくちゃ。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお――――ッ！」

　自分の心を封じる何かに負けまいと、雄お叫たけびを上げながら、夕也は一歩を踏み出した。

　ヒビが入っていた呪じゆ縛ばくが、心の中で粉々に砕け散る。

「ごめん、耶や宵よい。そんな自分、僕はいやだ」

　袖そでを掴つかんでいた耶宵の手を振り払って、夕也は保健室から駆け出した。

「夕ゆうくん！」

　半分の驚きよう愕がくと、半分の嬉しさをごちゃ混ぜにしたような顔で、琴音が追いかけてきた。

「琴こと姉ねえはこのまま追いかけて！　僕は、車輪じゃ通れない中庭を通ってショートカットするから！　挟み撃ちにするよ！」

「うふふ、わかったわ。でも、敵の行き先はわかっているの？」

「たぶん、理科系の特別教室、もしくは中等部の保健室！　中等部の保健室はもちろん、生物室なら、解剖用のメスやガーゼ、他ほかにも使える薬品もあるかもしれない！　治療云うん々ぬん言ってたんだから、そういう道具がある部屋に向かうと思う！」

「なるほど……確かにそうね」

「いずれにしても、特別教室棟だよ！　中等部へも、特別教室棟を抜けるのが一番近い！」

　そして、廊下へ出ていった二人のそんなやりとりを聞きながら、愕がく然ぜんとした表情のまま、耶宵は糸の切れた操り人形のように両りよう膝ひざをついた。
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　カラカラ。カラカラ。

　車輪が回る音と振動が、包帯でぐるぐる巻きにされたゆすらの身体からだにも伝わってきた。

　風景が流れていく。

　見慣れた校舎の廊下を、白衣の女が押すストレッチャーは駆け抜ける。

「うー」

　なんとか身体を動かせないかともがいてみるが、ゆすら一人の力では腕や脚は動かせそうになかった。

　ナイフに手はかかっているのだ。あと少し腕を動かせれば、ナイフを抜けるというのに。ナイフさえ抜ければ、こんな布きれなどスッパリと切ってしまえるというのに。

　ゆすらのとなりでは、同様の試みをしているのであろう恋れん子こがうんうん言っていたが、やはりどうにもならないようだった。

「あははははは、ジタバタしてもむだよぉん？　もうあんたたちは、あたしの患者なんだからねっ」

「た、助けてくださいです――っ！　こんなわけのわかんない人の変な治療なんて受けたくないです！　助けて……助けてよ、お兄ちゃんッ！」

　恋子が喚わめくが、もちろん泣いても喚いても事態は変わらない。

　いや。

　その声が夕ゆう也やに届けば、何かが変わるのだろうか。

　妹の変な力によって群れを離れてしまった夕也が、帰ってきてくれるのだろうか。

　――ユウ。ユウ、助けて……！

　ゆすらも、力の限り吠ほえた。仲間に呼びかけるために。

　来て。お願い、来て、と。最後には、声の限り仲間の名前を叫んだ。

　誰だれかが追ってくる気配に気づいて、ゆすらと恋子は首を無理に曲げてみた。

　が、見える姿は琴こと音ねだけだった。夕也の姿はない。

「ふふん、追ってきたのは一人だけみたいねぇん。しかも女の方。うふ、まったく、頼りにならない王子様ねぇ？」

　――ユウ。

　悲しくて、涙がこぼれそうだった。

　これからどうなるのかなど、ゆすらの頭にはなかった。

　ただ、ユウが来てくれないということだけが無む性しように悲しかった。

　妹から夕也を取り返せなかったということだけが。

　ストレッチャーは、やがて一般教室棟の廊下を抜けて特別教室棟へと向かう渡り廊下へと折れる。

　と、急にストレッチャーが止まった。

　不思議に思って、今度は首を前方が見えるようにねじってみる。

「――あ」

　恋れん子この口から、嬉うれしそうな響きの混じった息が漏れた。

　ゆすらの視界にも、その姿が飛び込んでくる。

　息が、止まりそうになった。

　一番見たかった姿がそこにある。

　全力で走ってきたのであろう、息を切らしながらも廊下に立ちはだかった仲間の姿が。

「………………………………返せ」

　荒く呼吸しながらも、立ちはだかった仲間は――夕ゆう也やは、言った。

　夕也は少し呼吸を整えて、真剣な顔で、まっすぐに白衣の女を睨にらんだ。

「その二人は、僕の仲間だ。返してもらうよ」

「ふっ、うふふ。あはははは！　何を言うかと思えば！　強がっちゃって、可愛かわいいわねぇん。この二人よりヒョロヒョロのあんたが、今さら出てきて何ができるっていうの!?」

「少なくとも、君の足を止めることはできた」

「はあ？」

　なおも、保健医女は小こ馬ば鹿かにしたように夕也を嘲あざ笑わらっていた。

　が、夕也の口元にも笑みが浮かぶ。

「僕に気を取られすぎだよ。忠告するけど、何か忘れてるんじゃない？」

「なんですって？」

「今まで君を追いかけていた人物がいたんじゃないの？」

　ハッとした顔で、白衣の女が振り返る。

　そこには、どこから持ってきたのか、手にした消火器のピンを抜き、今まさにノズルを白衣の女に向けた琴こと音ねの姿があった。

「なっ……!?　ちょ、それはさすがに洒落しやれにならないわぁん……！」

「うちの隊員たちがお世話になったわねえ。その借りは、総司令官であるわたくしがこの手で返させてもらうから、覚悟なさい？」

　言い終わる前に、琴音は消火器のレバーを力一杯握っていた。

　白衣の女はストレッチャーから手を離して、両手で顔を庇かばおうとした。

　消火剤が――真っ白い粉が、たちまち視界を埋めつくす。

　同時に、夕也がストレッチャーに駆け寄ってきた。そして、白衣の女の手から離れたストレッチャーを引っ張って、消火器の粉が立ちこめる範囲から避難した。

「遅くなってごめん」

「ホントに遅いですッ！　もう……バカ」

　それだけ言って、恋子は言葉に詰まった。

「ええと、ナイフで包帯を切れば……あちゃあ、ナイフは包帯の下か。でもあのときナイフの柄は握ってたよね。こうしたらなんとか抜ける？」

　夕ゆう也やはゆすらの腕を締めつけている包帯を掴つかみ、力一杯引っ張った。

　腕の可動範囲が少し広くなった。

「……もう少し」

「了解。ぐぬぬぬぬぁ――――ッ！」

　夕也はストレッチャーに片足をかけて、さらに包帯を引っ張る手に力を込める。

　――動いた！

　包帯の拘束の下で、ナイフが鞘さや走ばしった。

「うわっ」

　引っ張っていた包帯が切れて、夕也が尻しり餅もちをついた。

　同時に、ゆすらを封じていた包帯がほつれ、ナイフを持った腕が自由になる。ゆすらは包帯を次々に切り裂いて、自分の身体からだと恋れん子この自由を確保した。

「……ユウ」

　ゆすらの目から、今までこらえていた涙がこぼれ落ちた。

　どこかが痛むわけでもないのに、悲しいわけでもないのに、ボロボロと大粒の涙が全然止まってくれない。

　夕也が来てくれた。

　それが、たったそれだけのことが嬉うれしかった。嬉しくて嬉しくて、それ以外のことなんか考えられそうになかった。

「ユウ。ユウ！　ユウっ！」

　ナイフを一度鞘に収めて、ゆすらは尻餅をついたままの夕也の胸に飛び込んだ。

　ほぼ同時に、恋子も目に涙を溜ためて、

「こ……怖かったんですから！　すっごく怖かったんですから！　バカ！　お兄ちゃんのバカ！　なんでもっと早く来てくれないんですかッ！」

　と夕也に抱きついた。

「……ゴメン、二人とも。で、でも、何も泣かなくても……」

　夕也が顔を赤くしながら、困ったような、しかし優しい微笑ほほえみを浮かべる。

　それと同時に、噴射音が止やんで消火剤の霧が晴れていった。ガラン、と琴こと音ねの手を離れた消火器が床に転がる。

「ゲホゲホ……。あんた……生徒会長のくせに、ムチャクチャすぎるわぁん……！」

「うふふ、色の白いは七しち難なん隠す。よかったわねえ、七つも下品な欠点が隠れたわ」

「いい性格してるわね、この女め狐ぎつねッ！」

　不敵に微笑む琴音と、罰ゲーム後の芸人よろしく白い粉を頭から被かぶった保健医女が睨にらみ合って火花を散らしている。



    

  
    
      



    

  
    
      　ゆすらは温かい夕ゆう也やの胸から離れて、袖そでで涙を乱暴に拭ぬぐった。

　まだ戦いは終わっていない。だから。

「あおぉ―――――――――――――――――――――――――――ん！」

　力強く、雄々しく、吠ほえた。

　遠とお吠ぼえは廊下に反響し、伸びやかにその場にいる全員の耳を突き抜けていく。

　遠吠えは、仲間に呼びかけるだけに使われるのではない。

　例えば、狩りの開始の合図に。

　例えば、なわばりの誇こ示じに。

　そう、戦いの先触れとしても使われるのだ。

　――負けるわけにはいかない。

　過去に経験したことのない高揚感が、ゆすらの身体からだを支配していた。

　今ここに、ゆすらの後ろに、一人も欠けることなく仲間たちがいる。大切な、守るべき仲間たちが。そう考えるだけで、気迫が際限なくみなぎってくる。

　――負ける気がしない。

　ゆすらの群れは、ようやくあるべき姿を取り戻したのだ。

　――群れを……仲間を守るときのボスは、最強で無敵だ。

　そうありたいと思う。そして、そうあらねば、と強く思う。

　――だから、負けない！

　ゆすらは駆け出していた。

　ナイフを抜き放ちながら、敵に向かって。

　自分と、自分の仲間をいずこかに連れ去ろうとした女に向かって。

「くっ、速っ……！　どうしてぇ!?　さっきと速さが全然違……っ」

　保健医女が再び胸の谷間に手を突っ込んで、取り出した包帯を放った。

　足を止めもせず、ゆすらは白はく刃じんを閃ひらめかせて飛来した包帯を無造作に切り裂いた。

　胸の谷間に手を入れた時点で、包帯を投げるのだろうと予測ができている。そう何度も同じ手を食らってやるつもりはない。

「ゆすらッ！　ナイフは――」

「……がう」

　振り返りもせずに、ゆすらはうなずいた。夕ゆう也やの言いたいことはわかっている。

　白衣の女の懐に踏み込んで、ゆすらはナイフを肌には触れないよう紙一重で斬きり上げた。

　へそのあたりからブラウスと下着だけを切り裂いて、さらにナイフの刃は保健医女の前髪をかすめて美しい弧を描く。

「な――」

　下着の束縛から解放された豊かな胸が、白衣もブラウスもはね除のけてぶるんと揺れる。バラバラと、谷間に忍ばせていた無数の包帯の束が廊下にこぼれ落ちた。

「きゃああああああ――――ッ！」

　白衣の女は顔を真っ赤にして、慌てて両手で胸を隠した。

「あ……」

「見るなです――――ッ！」

　ゆすらが振り返ると、尻しり餅もちをついたままの夕也が顔面に恋れん子このキックを食らっていた。

「ぎゃああああっ。り、理不尽だ……」

　痛みに転げ回る夕也に目が集まった隙すきに、白衣の女が手で胸を隠したまま身を翻ひるがえした。

「忌いま々いましいわぁん、まったく！」

　そして琴こと音ねの脇をすり抜けて、廊下を走り去っていった。

「あっ。……あらあら、逃げられちゃうわ」

「……ユウ、追いかけるか？」

「いてて……いや、いいよ」

　涙目で立ち上がり、夕也は、

「おーい！　部に入ること、考えておいてね――――ッ！」

　と走り去る白衣の背中に声をかけたのだった。



    

  
    
      
エピローグ



　兄の足音が聞こえなくなって、どのくらい経たっただろうか。

　兄が、自分の制止を振り切って行ってしまった。

　――兄様。兄様。

　兄は、耶や宵よいにとって下僕であり、召使いであり、おもちゃだったハズだ。所有物だったはずだ。

　なのに、耶宵の『お願い』より他ほかの女の子たちを優先させた。

　それはつまり。

　――兄様に、嫌われた……。

　自分と、あの子たちと、どちらを選ぶのか。耶宵は、そう迫ったのだ。

　それは諸もろ刃はの剣つるぎだった。そして、今、その刃は耶宵のみを切り刻む結果となった。

　不安で堪たまらない。心細くて堪らない。

　ずっと、耶宵は兄を支配しているつもりだった。

　しかし、それは大いなる勘違いだったのかもしれない。

「……兄様、待って。行かないで――」

　よろよろと立ち上がり、耶宵は兄を求めて泣きそうな顔で歩き始めた。
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　白衣の女の姿が見えなくなって、ゆすらはナイフを鞘さやに収めた。

　そして、

「……ユウ」

　と、夕ゆう也やの腕に勢いよくしがみついた。

「わっ」

　ゆすらは驚き慌てる夕也を見上げる。

「……帰るな、ユウ。私はユウと一緒がいい」

「うん……そうだね」

「そうですよっ」

　若干歯切れが悪いながらもうなずく夕也に、激しく同意しながら恋れん子こも駆け寄ってきた。そしてうつむいて顔を真っ赤にしながら、

「ええと、その……おに、お、おにい、おにっ、お、おっ…………とっ、とにかくっ、助けにきてくれて嬉うれしかったですっ」

「うん。僕こそ、お礼を言わなきゃ。ゆすらと恋れん子このおかげで、なんだか目が覚めたような気がするよ。久しぶりにお兄ちゃんって呼んでもらえて嬉うれしかったし」

「ひっ！　あ、あれは、その、勢いというかなんというか……ええと」

「もう呼んでくれないの？」

「なっ、この、調子に乗るなです――――ッ！」

　恋子の右ストレートが夕ゆう也やの脇腹にめり込んだ。

「げふうっ!?」

「そんなこと言ってると、死んだあとに実験台としてゾンビにしますよっ！」

「……いや、それだけは……主人公がゾンビってだけで盗作疑惑とかパクリ認定とか、色々まずいと思うから勘弁してください…………」

　そううめくように言った夕也に、恋子は頬ほおを赤くしたままべーと舌を出した。

「ふんっ、お、お、お兄ちゃんのばーか！」

「うふふ、微笑ほほえましい光景ね。でも――」

　歩み寄ってきた琴こと音ねは意味深に微笑みながら、一般教室棟への角を指さした。

「あれはどうするのかしら？」

　琴音が指し示した先には、小動物のように不安げに瞳ひとみを揺らしている耶や宵よいの姿があった。

「兄様……あの、私……」

　今にも泣き出しそうな耶宵に、夕也はいつものように優しく微笑んだ。

「ごめんね、耶宵。僕のことを心配してくれたんだよね。確かに、ゆすらや武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの人たちを簡単にぐるぐる巻きにしちゃうような人に向かっていくのは無謀だったと思う」

「……兄様」

「でもさ、やっぱり、無む茶ちやでもなんでもやらなきゃならないときってあると思うんだ」

「はい……ですの」

「それが仲間や友達のためなら、なおさらね」

「……怒っていませんの？」

「え？　うん。なんで？」

「あ、いえ。それなら……ホッとしましたの」

　耶宵は安あん堵どの表情を浮かべて、胸をなで下ろした。

「まったく、夕ゆうくんらしいわね。でも、どうするの？　まだあの女は校内にいるわ。いつ報復に出るかもわからないわよ？」

「うーん、さすがにあの流れじゃあ、すぐに仲間になってはくれなさそうだしねえ」

「……ユウ。群れは一緒にいるべき」

「そうですよ。特に、あんな人が校内をうろついてるとなれば、不安ですよ！」

「そうだよね……」

　夕ゆう也やは困ったように耶や宵よいをちらりと見て、

「あ、そうだ。耶宵も帰宅しない部に入ったらどうかな」

「「「「え」」」」

　綺き麗れいに、女の子全員の声が重なった。

「夕ゆうくん、言っておくけれど、中等部の生徒は部員としてはカウントされないわよ？　確かに、有望な中等部の生徒が青あお田た買がい的に高等部の部活動で練習するようなケースもあるにはあるけれど」

「うん、別に頭数の話はこの際いいんだ。なんていうかホラ、みんな一緒の方がわいわい賑にぎやかで楽しいしさ」

「……」

　耶宵の顔に不満があるのは、誰だれの目にも明らかだった。

　だが。

「……わかりましたの。私も入部して、兄様の部活を応援しますの」

「あらあら、お願いを聞いてもらえなかったのがよほど堪こたえたのね」

　そうつぶやいた琴こと音ねを、耶宵は忌いま々いましげに睨にらみつけた。

「え？　琴こと姉ねえ、何か言った？」

「うふふ、別に。ただの独り言だから気にしないで。それで、部長さんや先輩部員さんは中等部の人の入部を認めるのかしら？」

「……ユウが戻ってくるならなんでもいい」

　夕也の腕にしがみついたまま、ゆすらは言った。

「……それに、ユウの家族なら群れの家族も同然だ」

「ですねー。反対したら、また耶宵ちゃんの世話を焼きに帰りかねませんし。ぶっちゃけ、耶宵ちゃん込みでも状況はよくなってますし」

「決まりだね。じゃあ、晩ご飯の準備でもしようか。今日はゆすらの好きなフライドチキンでも作ってみようか？」

「……！」

　ゆすらは夕也の腕にしがみついたまま、嬉うれしそうにぴょんと跳ねた。

「……フライドチキン！　作ろう！　すぐ作ろう！」

「あはは、まあ、フライドチキンっていうか、唐揚げだけどね。耶宵の大好物でもあるし。耶宵は油淋鶏ユーリンチー風のネギソースがいいんだよね」

「はい、ですの」

「ああ、そうだ。どうせだから中華つながりで、耶宵の好きな八宝菜とか干焼蝦仁エビチリとかもどーんと作ろうか」

　夕ゆう也やの言葉に、恋れん子こは眉まゆ根ねを寄せて琴こと音ねに歩み寄った。そして小声で、

「……生徒会長。やっぱ、あれ、真性のシスコンなんじゃないですかね。耶や宵よいちゃんの能力とか以前から」

「そうねえ。わたくしも、ちょっと自信がなくなってきたわ。でもまあ、貴女あなたにとっては悪い条件でもないかもしれないわねえ。貴女にとっても、『お兄ちゃん』なら」

「うっ、うるさいです！」

「え、何が？」

　二人のひそひそ話を聞いていなかった夕也が、声を荒らげた恋子に首を傾かしげた。

「あ、いえ、なんでもないです！　ええと、唐揚げですよね！　あたしは竜田揚げの方が好きですけど！」

「そうなの？　じゃあ、両方作ろうか。たいした手間じゃないし」

「ねえ、夕ゆうくん。唐揚げと竜田揚げって何が違うの？」

「んー、何って言われると困るんだけど……唐揚げは粉をまぶして揚げたもの全般を指すんだけど、竜田揚げは醤しよう油ゆとみりんのタレに漬け込んで片かた栗くり粉こだけで揚げたものだけを言うよね。だから、正確には唐揚げっていうカテゴリの中に竜田揚げっていう料理がある、って感じかなあ」

「……そんなのなんでもいい。早く食べたい」

　ぐいぐいと、ゆすらが夕也の袖そでを引っ張った。

「ちょっと、貴女、さっきから兄様にベタベタしすぎですの！」

　反対側の腕を、耶宵が胸を押しつけるようにして両手で抱え込んだ。

「ちょ、耶宵まで……」

「兄様の唐揚げ、私も早く食べたいですの。あと、八宝菜とエビチリと麻マーボー豆どう腐ふも！」

「はいはい、なんだか一品増えてるけど、わかったからそんなに引っ張らないでよ、二人とも。じゃあ、とりあえず材料を買いに行こうか」

「あらあら、では、今回は特別に、材料費はわたくしが出すわ。逃がしてしまったとはいえ、犯人をおびき出すのに協力してもらったお礼もあるし、ただでごちそうになるのも気が引けるものね」

「え、生徒会長も食べるんですか？」

「ええ。何か問題でも？」

「だって、もう閉門時間すぎてるのに、帰らないんですか？」

「そもそも帰る気がない貴女たちに言われたくないわ。うふふ、わたくしもね、今日から学校に泊まろうと思うの。貴女たちみたいな不良生徒がいる以上、監視とパトロールは必要だものね？」

「えー。なんかすっごい屁へ理り屈くつというか、こじつけに聞こえるんですけど」

「そんなふうに言われると悲しいわ。ほら、部長さんがご飯を待ちきれなくて睨にらんでるわよ？　早く行きましょう？」

「……何を企たくらんでいるんですか、まったく」

　かくして、四人の女の子（妹含む）に囲まれて、夕ゆう也やは校舎を出たのだった。
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　その頃ころ。

　消火剤を更衣室のシャワーで洗い流し、粉まみれになったブラウスやマイクロミニスカートから制服に着替えた白衣の女は、わいわいと騒ぎながら校門の外へと出ていく帰宅しない部の面々を暗い教室の窓から見つめていた。

　シャワーの前にコンタクトレンズを外してしまったので、ハッキリとその姿が見えるわけではない。しかし、声からしても確かな上に、そもそもこんな時間に群れて校内で騒いでいる連中など他ほかにいるはずもなかった。

　――仲間になれ、だなんて。

　予想だにしない言葉だった。

　手当てや治療という行為に興奮する、その嗜し好こうは、家族にさえも気き味み悪がられたものだった。

　無理もない、と思う。誰だれかが怪け我がをするたびに目を輝かせる子どもなんて、端から見ればさぞ不ぶ気き味みなのだろう。

　仲良くなった友達も、その嗜好を知れば離れていった。

　それは隠さなければならないのだと気づくのに、そう時間はかからなかった。しかし、隠せば隠すほど、押し殺した欲求は心の奥底で肥ひ大だい化かを続けていった。

　結局、好きなモノを手放すことなどできはしないのだ。

　そう悟るのにも、時間はかからなかった。

　嗜好は変えられない。

　でも、嫌われるのはいやだ。

　成長するほどに、内面と外面の齟そ齬ごは大きくなる一方だった。

　――なのに。

　その嗜好を知った上で、ついに我慢できなくなってやってしまった犯行さえも知った上で、彼は『仲間にならないか』と言った。

　――もう、なんなのかしらぁん、あの男は。

　もし、イエスと答えれば……。

　あの輪の中に、入れるというのだろうか。

　一緒に、ああやって騒いで笑えるというのだろうか。

　――何を考えているの、あたしは。

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑って、女は机に置いてあった眼鏡をかけた。

　――ダメよぉん？　あたし。期待なんか、しない方がいいの。いつだってそうだったじゃない。どうせ裏切られるんだから。

　切なげにため息をついて、女は窓から離れた。

　そして、まだ少し湿った、三つ編みのクセがついた長い髪をかき上げた。

「要らないわぁん、仲間なんて。裏切られたり、嫌われたりして傷つくくらいなら、そんなものは――」

　吐き捨てるように、自身を戒いましめるように。

「最初から、いない方がいいの」

　女は、独りつぶやいた。
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　賑にぎやかな食事を終え、あとは寝るだけという段になっても、なぜか琴こと音ねは部室にまでくっついてきた。

「なんで生徒会長が部室にまで来るんですか」

　不満そうに恋れん子こが訊きくと、琴音はにっこりと笑った。

「あら、言ったでしょう？　今日からわたくしも学校に泊まろうと思うの、って」

「それとこの部室に来ることの関連性が見えないんですけど!?　他ほかにいくらでも行くところがあるでしょう！　生徒会室とか、他の空き部室とか！」

「そこはほら、敵情視察もかねれば効率的だと思って」

「しれっと敵情視察とか堂々と宣言しました!?」

「うふふ、固いことは言いっこなしよ？　今、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たい用の宿泊施設を建てさせているから、それが完成するまでの間だけだし」

「またまた爆弾発言だし！　そんなもん建てて何するつもりですか――――ッ！」

「えーっと、それは秘密よ？」

「バレバレです――――ッ！」

　そんなやりとりを生なま温あたたかく見守りつつ夕ゆう也やはようやく気がついた。

　帰宅しない部が占拠している空き部室は、――というか、基本的に部室は六畳間ほどの広さしかない。

　単純に人数で割って、一人一畳ちょっとしかないのだ。三人で寝ていた時は充分なスペースを確保できたが、さすがに二人も増えてしまってはそれも難しい。

　――まずいぞ。そんな環境で寝ていたら、絶対に何かアクシデントが起きる気がする。寝返りを打ったら誰だれかの顔が超至近距離にあったとか、手が胸とか太ふと股ももに触れちゃったとか、寝相によっては蹴けられたりとか……。

「え……えーと、さすがにこの人数だとアレだから、僕は熊と一緒に外で……」

　が、夕ゆう也やが言い終わる前に、

「……ダメ」

「ダメです」

「あらあら、ダメよ？」

「ダメですの」

　四人の手が、夕也の服をギュッと掴つかんだ。

「え……ええ!?　だって、色々困ることだってあるでしょ!?」

　しかし、夕也を見つめる目や笑顔が、反論なんか許さないと雄弁に語っていた。

　――ゆすらと恋れん子こと寝ていたときでも、悟りの境地に達するのにかなりの精神力を必要としたのに……さらに人数が増えて距離まで縮まったら……。

　不安を覚える夕也をよそに、女性陣はお互いを牽けん制せいし始めていた。

「……ユウはここ。私はとなりに寝る」

「何言ってるんですか、ダメに決まってます！　特に、ゆすら先輩は前科がありまくるんですから自じ重ちようしてください！」

「……じゃあ、ユウと一緒に寝る」

「もっとダメです――――ッ！」

「あらあら、じゃあわたくしが生徒会長として、間違いが起こらないように、夕ゆうくんのとなりに寝てこの場を管理するわね」

「そんなことをしたら、琴こと姉ねえ様が間違いに突っ走りそうですの。やっぱりここは、実の妹の私がとなりに寝るべきですの」

「耶や宵よいちゃんと間違いが起こったら一番まずいです！　それも却下です！」

「……ボスは私。私が決める」

「うふふ、そんな横暴はダメよ？」

「琴姉様がそれを言うのも間違っている気がしますの」

「……ええと、僕の意見とかは？」

　言ってみても、誰も取り合ってくれない。女の子たちは夕也の控えめな主張は完全に黙殺して、寝る場所を確保するために火花を散らし続けていた。

　――果たして、僕は今夜眠ることができるのだろうか。

　夢のような環境だからこそ生まれる悩みに、夕也は困り果てて頭を抱えるのだった。
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　同時刻、志し々し谷や邸。

　明かりさえも点ともさずに、左さ京きようは剣道着姿で、ひんやりと冷たい板張りの床に正座をして瞑めい目もくしていた。

　自宅に併設された道場である。

　すでに時刻は夜よ更ふけ。

　周囲に満ちるのは、静寂と闇やみ。

　自己のみと対たい峙じする、張り詰めた時間。

「――」

　ハッと、静寂を乱す微かすかな気配に左京はピクリと反応した。

「あ、ごめん。邪魔しちゃった？」

　闇の中から姿を現したのは、すでにラフな部屋着に着替えた妹の右う京きようだった。

「いや。ちょうど切り上げようと思っていたところだ」

「ならいいんだけど。ところでさ、姉さん。こんなこと言ったら怒られそうだけど、ボク、会長の考えてることがわかんなくなってきたんだよね。この何日かは特に」

「……」

「姉さんはどう思う？　確かに、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいは一回壊かい走そうした。怪け我が人にんもたくさん出た。でも、負けたってほどかな？　ボクにはそうは思えない。すぐに再編成して、再攻撃を仕掛ければ、あんな熊くらいならどうとでもなったよね。所しよ詮せんは一頭だもん。外におびき出して燃やしてもいいし、落とし穴を掘る手だってあったよね。それ以外にも、ざっと一〇以上の対抗策をこの場で即興でも披露できる」

「……」

「わかるよ。姉さんは特に忠誠心高いしさ。でも、忠誠って一方的なものじゃないと思わない？　剣を捧ささげた相手に信頼してもらえないのって悲劇だと思うんだ」

「何が言いたい」

「なんかさ、今回の件、会長はボクらにも明かしていない目的があるんじゃないか、って思えてしょうがないんだよね」

「生徒会長殿には深いお考えがあるのだろう。何も、すべてを話してくださることだけが信頼というわけではない」

「ふうん。ボクはいやだな。情報は共有したい。するべきだ。そうでなければ、適切な進言も献策もできやしない」

「右京」

　たしなめるように、左京は妹の名を強い語気で呼んだ。

「確かめるだけだよ。別に、裏切るワケじゃないってば」

　くるり、と右う京きようは左さ京きように背を向けた。

「……裏切ったりとか、袂たもとを分かつようなことになんなきゃいいな、って思ってるよ、ホントに。ボクだって会長のこと、好きだしさ。でも、だからこそ許せないことだってあるよね」

「……」

「言いたいことは、それだけ。じゃあ、姉さん、お休み」

　去っていく妹の足音を聞きながら、左京は、

　――もっと強く諫いさめられなかったのは、己にも疑念がある何よりの証しよう左さ、か。

　そう思って自じ嘲ちようし、闇やみを仰いだ。



    

  
    
      
あとがき



　消火器を人に向けて噴射するのはやめましょう。殴るのも投げるのもダメです。

　どうも、担当のＫさん（二十代）に企画説明で「究極超人あ～るの光画部みたいな」と言ったところ、わかってもらえずに自分の年齢（三十代）を痛感したおかざきです。しくしく。いやまあ、私が読んでたのも中学生とかだった気がするし、無理もないんですが。

　さて、それはさておき。学園ものの物語には、ときおり『宿直』なる単語が出てきます。当番の教師が学校に泊まり込むというアレです。

　しかし、大学はもちろん、小中高の学生生活の中でも、私はそれっぽい話を聞いたことも見たこともありませんでした。私が学校に行ってたのはずいぶん昔なのに、です。

　そこで、定年前は公立高校で教師をやっていた父に電話で訊きいてみました。

私「ほら、宿直ってあるでしょ。アレって今もあるの？」

父「ああ、あれか……。昭和四十年代に、宿直闘争というのがあってなあ（たぶん遠い目）」

私「あ、その話、長くなる？　できればかいつまんでほしいんだけど」

父「……」

　自分から訊いておいて失礼な息子です。

　ともあれ、要するに宿直は教職の本分ではないとか、女性教師が泊まれないとか、色々な理由から労使交渉があったらしいです。で、制度そのものがなくなった、と。少なくとも新潟では。私が生まれる前になくなっていた計算ですから、知らないはずですね。

　で、今は警備会社とかがそのあたりのお仕事をしているのが一般的みたいです。システムだけで夜は無人、ってところも多いのかも。

　もちろん、秋あき月つき学がく園えんにはいかなるセキュリティも存在しませんがね！　金持ち学校なのに、大らかなことです。

　さて、では恒例の謝辞を。

　今回も美麗なイラストを描かいてくださったぺこ先生、ありがとうございました！　今回おっぱい祭りなのは（たぶん、一冊中その単語を使った回数は自己新です）、美麗なおっぱいの絵を見たかったからじゃないんですよ？　お願いです信じてください（棒読み）。

　担当のＫさん、編集長様、編集部の皆様、他ほか、この本にあらゆる形で関かかわってくださった皆様、そしてこの本を手に取ってくださったあなた様。ありがとうございました！

　では、次巻でお会いしましょう。

　その次巻こそ、恋れん子こは表紙を飾れるのか!?　もう今巻のラストからして無理っぽいけど。

　頑張れ恋子。そんなわけで乞こうご期待！　です。
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